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2003年度１年「総合学習・奈良」実践報告

秋山啓子・金沢節子・鮫島京

長谷圭城・矢野幸洋

Ｉはじめに

本年度の「総合学習・奈良」は、１期９月２日（火）～９月５日（金）、２期12月８日（月）～12月

１２日（金）の各短期集中期間（午前中授業）を使い行った。なお、2003年度入学生（現１年）では、

次のような内容を念頭に入れ、今年度はＩ期とn期の内容を実践した。

期
期
期
期

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
 

年
年
１
２
 

本校が位置する周辺の奈良について知ろう

奈良について朗読劇をつくろう

本校から遠く離れて奈良を眺め、再発見しよう（ここも奈良）

奈良を表現しよう（まとめ）

実施形態は、クラスのまとまりを重視することを考慮に入れ、クラス単位で実施した。これにより、

ＨＲ活動と一体化させた展開ができ、生徒の興味関心や理解の程度をみながら進めることができたの

でよかった。また、できるだけ授業時間内で収まるように活動内容を吟味した。

Ⅱ１期「周辺の奈良を知り、表現しよう」実践の概要
（１）テーマとねらい

1期では、総合学習の目標である「見る・観る」の力をつけることを念頭においた。奈良は多

くの文化財と貴重な自然環境を持つ観光地である。’期では、これら奈良の現状を知ることから

はじめたいと考え、テーマ「周辺の奈良を知り、表現しよう」とした。中等教育における総合学

習の導入であることを意識し、以下の点に注意し課題を設定した。

・集団行動における野外活動でのマナーの修得

・フィールドワーク（以下ＦＷ）でのマナーの修得

・奈良への親しみの育成

・コミュニケーション能力・表現力の育成

・自己評価の能力の育成

（２）日程と内容

９月１日から５日までの日程と内容は以下の通りである

○９月１日（月）総合学習・奈良の班決め（５名８班）

○９月２日（火）奈良について

８：４５～全体会日程説明（多目的ホール）

９：00～「映像の世紀奈良」３０ｍｉｎ

ｌＯ：00～奈良について考える（ＨＲ）

奈良のイメージを広げる時間（イメージの花火）

１ 



○９月３日（水）奈良町ウオークラリー

８：４５～日程説明（ＨＲ)、フィールドワーク、インタビューマナーの説明、地図配付．ル

ートの決定

９：３０～ウオークラリー出発（教師は６つのチェックポイントに立ち、そこでサインをす

る｡）

１２：００～興福寺五重塔前集合

○９月４日（木）県庁の屋上・国立博物館・東大寺大仏殿・自然観察（奈良公園）

８：５０～現地集合

Ａ組春日大仕表参道（市内循環バス停）→自然観察（奈良公園）→東大寺一,国

立博物館

Ｂ組県庁噴水前→国立博物館→自然観察→東大寺大仏殿

Ｃ組南大門前（東大寺）一国立博物館一自然観察

○９月５日（金）まとめ

色鉛筆・絵の具・はさみ・糊などの工作道具を各自もってきて、班ごとに１枚の模造紙にま

とめる。

まとめ

初日は、奈良についてのイメージづくりからはじめた。全体会での日程説明後、奈良について

のビデオ鑑賞をおこなった。その後、各ＨＲに別れ班ごとにイメージマップを使いイメージを広

げ、発表した。２日目は、班別に活動し、学校そばの紫観保存地区である奈良町のポイントを、

クイズ形式でまわる奈良町ウオークラリーをおこなった。その際には、ＦＷのマナー（インタビ

ュー時）などを時間をさいて学習した。３日目には、本校周辺の文化施設や自然を徒歩で巡る計

画を立てた。奈良県庁の屋上からは、奈良盆地全体の景観を見ることができ、東大寺では、実際

に僧侶の方から話を聴き、普段は登ることの出来ない大仏の台座に上がらせて頂いた。また、ル

リセンチコガネなどの珍しい昆虫が豊富な奈良公園内で自然観察をおこなった。短い時間ながら

も、川の中の昆虫を夢中で捕まえていた。最終日の発表では、各班で話し合ったイメージを模造

紙にまとめた。東大寺の大仏についてまとめたところや、奈良公園に生息する昆虫についてまと

めたところなど、各々が努力し紙面一杯にまとめた。

(3) 
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配布資料１

総合学習「奈良」２００３９００３

2003年１期「総合学習奈良」

Ｏ日程

９月２日（火）奈良について

８：４５～全体会日程説明（多目的ホール）

９：００～「映像の世紀奈良」３０ｍｉｎ

ｌＯ：00～奈良について考える（ＨＲ）

奈良のイメージを広げる時間

３日（水）奈良町ウォークラリー

８：４５～日程説明（HR）フィールドワーク

地図配付・ルートの決定

９：３０～ウオークラリー出発

１２：００～興福寺五重塔前集合

インタビューマナーの説明

４日（木）県庁屋上・国立博物館・東大寺・植物観察

８：５０～現地集合

Ａ組春日大社表参道（市内循環バス停）

Ｂ組県庁噴水前

Ｃ組南大門前

教員配置Ａ組金沢Ｂ組長谷Ｃ組秋山自然観察矢野国立博物館鮫島

５日（金）まとめ

色鉛筆絵の具はさみのりなどの工作道具を各自もってくること。

注意事項

◇３，４日の活1KIIは屋外なので、帽子、水筒など暑さ対策を忘れないこと。

●雨天決行の予定なので、雨対策も考えること。

３ 

チェックポイントの教員配極

１大乗院前（矢野）～１０:3０

２格子の家前（長谷）

３奈良HIT資料館前（鮫島）

４元興寺極楽坊前（秋山）

５書道美術館／奈良市史料保存館（金沢）

６興福寺五重塔前（矢野）１１:30～

Ａ組（金沢） Ｂ組（長谷） Ｃ組（秋山）

９：００ 自然観察 県庁・国立博物館 東大寺大仏殿

10 1５ 東大寺大仏殿 自然観察 県庁・国立博物館

11 3０ 県庁・国立博物館 東大寺大仏殿 自然観察



配布資料２

総合学習「奈良」２００３９００３

奈良町ウオークラリー

○この行事の目的

・奈良町は文化財が豊富なところである。ゆっくりと実際に歩いてみよう。

・班別に歩いていろいろ発見しよう。

・町を歩いてクイズに答えよう。

○班別でやること

・どのようなルートでいくか作戦をたてる。→９時30分ごろ出発

・班員全員で地図中の１～６（順番でなくてよい)のチェックポイントの先生のところに行く。

・配付された地図に自分が歩いたルートを赤鉛筆（赤ペン）で書き入れる。

・全員がそろっていることを確認してもらい、ボードにスタンプを押してもらう。

．みんなでクイズの答えを考えて、ボードに書き入れる。

・クイズ以外にわかったことを轡き込もう。

《注意》

.必ず班で行動する。はやさを競うのではない。

・奈良町をしっかり見てくること。

・交通ルールやマナーをしっかり守ること。

・１２時までに興福寺五重塔前に集合すること。

・授業の一環なので携帯電話を使用しないこと。

・なにかあったら近くのチェックポイントの先生か､学校(0742-26-2571）に連絡すること。

《チェックポイント》

１大乗院庭園文化館、２格子の家前、３奈良町資料館前、４元興寺極楽坊前

５奈良市杉岡華邨書道美術館／奈良市史料保存館、６興福寺五重塔前

《クイズ》

｡ユｌｎｎｎｌ……し…
Ｑ，２この一帯は、「アイドリングストップ地域」に指定されています。それはなぜですか？

Ｑ３格子の家には何個のかまどがあるでしょう？

Ｑ４肘塚と響く地名の読み方はなに？

Ｑ、５庚申堂でひとりさぼっている猿がいます。どんな顔をしているのでしょうか？

Ｑ６奈良町の民家の軒先につるしてある猿の人形「身代わり猿」にはどのような意味がある

のでしょう。

Ｑ７御霊神社の北約50ｍの北西角の専門店であつかっている商品は、古くから日本の夏の必

需品でしたが、現在はあまり使われません。その商品名と使用方法を答えなさい。

Ｑ８昔の奈良町は木の柵で囲まれていました。なぜでしょう？

Ｑ９猿沢池のほとりにある「うねめ神社」を漢字で書いて下さい。

Ｑ・１０猿沢池から興福寺五重塔への階段は何段ありますか。

－４ 



Ⅲ２期「朗読劇・音にまつわる奈良物語」実践の概要
（１）テーマとねらい

校外での活動が中心であった１期に対し、２期では校内での活動を主とした。この短期集中に

行われる総合学習の時間は、普段のＨＲの時間ではできない、集団の創作活動に適している。２期

では、「聞く・聴く」の力をつけることを念頭に１期で学んだ奈良のイメージを生かしながら表現

力の育成を考え、テーマ「朗読劇・音にまつわる奈良物語」を設定した。各班で話し合って共同

制作することで、お互いの話を聞き、また人に聞かせることができる作品づくりを目指した。以

下の点に注意し課題を設定した。

・班で共同し、制作する力の育成

・集団の中で、自由に意見を交換する力の育成

・発表能力の育成

・発表をよく聴ける力の育成

日程と内容

以下の説明で、班別に朗読劇の制作をさせた。

(2) 

○奈良の音をテーマに、自由に物語をつくり朗読劇で発表しなさい。

○物語は、５分程度。次の５つの音を劇中にすべて登場させて下さい。

この５つの音については、ＣＤで用意します。音は部分だけ使ってもよい。

奈良の蝉鹿寄せホルン奈良の蛙鹿の鳴き声興福寺の鐘

○上記の音以外の効果音を１つ以上つくり、劇中に登場させて下さい。

その音はすぺて自分達でつくり、生の音で表現して下さい。

12月８日（月）テーマ説明（多目的ホール）

全体会での日程説明

国語科の朗読教材を聞く「ブランコ乗りのキキ」

５つの音を聞く

ひとり１音を使い、個人で物語をつくる400字（各教室）

（音については、担任があらかじめ各生徒に割り当てた）

12月９日（火）物語をつくる（ＨＲ）

班で物語をつくる

各自が昨日つくった400字の物語を班で回し読み、新たな物語をつくる。（約1600字）

音探し、音づくり

物語のイメージにあった、音を探しにいかせる。

12月１０日（水）物語をつくる（ＨＲ）

練習、リハーサル

実際にＣＤラジカセとマイクを使い練習する。

12月１１日（木）クラス発表・合評会（ＨＲ・美術室）

各クラス３班の代表を選ぶ

クラスで発表をおこない（８班)、学年発表に進む３班を投票によって選んだ。

12月12日（金）全体発表自己評価

全体発表９斑（多目的ホール）

５ 



専用の評価シートをつくり、生徒の評価を点数化させ'l頂位をつけた。（別紙）

自己評価（各教室）

自己評価を各自がまとめることで、今回の総合学習奈良を振りかえらせた。

(3)まとめ

まず、個人で奈良の音に対するイメージを広げさせ、400字の物語をかかせた。それらを５人一組

の班に持ち寄り読み合わせ、新たな物語を制作させた。５つの音は、できるだけ奈良のイメージを

持ったものを選び、各班がそのイメージをどれだけ利用できるかを競わせた。発表では、ＣＤによ

って各自タイミングをあわせ、うまく効果音として利用した。朗読劇の内容については、昔話風の

ものや恋愛話など、それぞれの班が独自の話をつくることができた。各自で制作した効果音には、

洗面器の中に容器を浮かべ、叩いて木魚の音を出すなど、さまざまな工夫がなされた。各クラス内

の発表で、代表を３班選び計９班が全体会で発表した。みんなよい雰囲気で聞くことができ、最後

には投票して順位をきめた。

６ 



配布資料１

総合学習「奈良」２００３１２０８

2003年「２期総合学習奈良」

朗読劇での発表

一音にまつわる奈良物語-１

奈良の音をテーマに、自由に物語をつくり朗読劇で発表しなさい。

Ｏ物語は、５分程度。

○次の５つの音を劇中にすべて登場させて下さい。

この５つの音については、ＣＤで用意します。音は部分だけ使ってもよい。

・奈良の蝉３７秒

・鹿寄せホルン１５秒

・奈良の蛙５６秒

・鹿の鳴き声１５秒

・興福寺の鐘８秒

○上記の音以外の効果音を１つ以上つくり、劇中に登場させて下さい。

その音はすべて自分達でつくり、生の音で表現して下さい。

日程

８日（月）テーマ説明

８：４５～全体会日程説明（多目的ホール）

９：００～「空中ブランコ乗りのキキ’１５miｎ

９：．15～５つの音を聞く

１０：００～５つの音から、個人で物語をつくる400字（l-IR）

９日（火）物語をつくる

８：４５～班わけ５人（24班）（ＨＲ）

９：３０～班で物語をつくる（校内）

・音探し、音づくり

・いくつかの音をイメージさせる.iiiiliiな音つくりの説明

10日（水）物語をつくり、練習（Ａ組大教室Ｂ組美術室Ｃ組ライブラリー）

11日（木）クラス発表（Ａ組ＨＲＢ組美術室Ｃ組ＨＲ）

８：４５～練習

９：３０～クラス発表・合評会

１２：00～代表決定（各クラス３班）代表決定者は、午後多目的ホールでリハーサル

国語科ＣＤラジカセマイク３本

１２日（金）全体発表自己評価

８：４５～全体発表９班（多目的ホール）

１０：３０～自己評価（HR）

７ 
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配布資料２

評価シート

音にまつわる奈良物語2003年「Ⅱ期総合学習奈良」組班

クラス発表用合評シート

評価の欄には、Ａ～Ｄまでの４段階を記入する。

ただし次のことを守る。

Ａは、２つの斑にしかつけられません。同様にＢは３つ、Ｃは１つ、Ｄは１つとします。

この評価をもとに、代表の班を決定します。

音にまつわる奈良物語2003年「Ⅱ期総合学習奈良」組班

クラス発表班別評価シート

点
点
点
点

、
８
６
４

を
を
を
を

Ａ
Ｂ
ｃ
，
 

８ 

班名 評価 感想

班名 評価 感想



圏
計
鰯
潅
②

１年（）組（）番（）

１期豪良学ｐ自己岬価軒一卜

１．下の変の各飢点について自己岬債しなさい．胖笛はＡ～、、遅甲Iま以下のとおり．

Ａ；たいへんよくできたＢ：よくでさたＣ：できた、：もう少し努力が必要だった

1年（）職．（）番（ ） 

１期奈良学・自己畔価シート

１．下の安の各観点について自己岬笛し雄さい．胖衝はＡ～Ｄ・聖n日は以下のとおり．

Ａ：たいへんよくできたＢ：よくできたＣ：できたＤ：もう少し努力が必厘だった

二
盈
議
助
継
噸
洲
、
皿
口
瑠
富
ピ
ー
テ
謡
シ
童

２．この奈良学の活勧の中で、学んだことや封えた二とをまとめなさい．２．この奈良学の活動の中で、学んだことや舞えたこととまとめなさい．
tＣ 

観点 Ａ～、で麗人

み(児･釦)たり.き(田･唖)いたりする二とが､しっかりで曾ていた． Ｃ 

み(見・観)たり.き(曲･麓)いたりしたことを.よく考えた． し

み(貝･奴)たり.曾(曲･随)いたりしたことを.よくまとJbること力《できた． Ｃ 

み(且．煙)たり.き(団･田)いたりしたＥとを､よく伝えることができた● 
〔

賭し合いや作黛をする蹄'二､仲田とうまく協力できた ６ 

観点 A～Ｄで胆入
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み(見・観)たり､轡(田･唾)いたりしたことを､よく伝えることができた． Ｒ 

鱈し合いや作纂をする時に.仲間とうまく協力できた ８ 
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２．この奈良学の活動の中で、字んだことや考えたことをまとめなさい。￣ 

● ２．この奈良字の活励の中で、字んだことや考えたことをまどめなさい。

皿点

Ａ～、

で8日人

み（見・観）たり．白（田・聡）いたりすることが、しっかりできていた。 ８ 

み（貝・奴）たり．醤（田・麓）いたりしたことを、よく考えた． Ｃ 

み（貝・奴）たり．宮（田・唾）Ｌ､たりしたことを．よくまとめることができた。 ８ 

み､（且・鋼）たり、き（町・唾）いたりしたことを、よく伝えることができた。 ８ 

臆し合いや作黛をする時に．仲悶とうまく瞳力できた Ａ 

観点

Ａ－Ｄ 

で飽入

み（見・観）たり、き（間・聡）し､たりすることが．しっかりで嘗ていた． ６ 

み（見、ｉｎ）たり・曾（Bｎ．随）Ｌ､たりしたことを．よく霧えた。 Ａ 

み（具・甑）たり．き（田,、u）いたりしたことを．よくまとめることができた. Ｂ 

み､（貝・an）たり．き（田・瞳）いたりしたことを、よく伝えること力［できた。 Ｃ 
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Ⅳ「総合学習・奈良」の評価
１．２年での「総合学習・奈良」は学び方を学ぶことを柱に構成される。具体的には６つのキーワ

ード「みる・きく．考える.まとめる．伝える.協力する」が目標にある。評価を行うためには、１．

２年の総合学習の実践が３．４年の総合学習「環境学」・「世界学」にどう繋がり、５．６年の進路選

択等にどう影響を及ぼしたかについて言及すべきであるが、それらについては別の節に議り、二の節

では、「本年１年での実践が妥当であったか」と「１年での総合学習の生徒の評価をどうしたのか」に
ついて述べたいと思う。

(1)本年の内容の妥当性とＨＲ活動

１年での活動のキーワードは「発表」として行った。１期の活1mjは、奈良を調べる第一歩として

はうまくできた。最後に模造紙にまとめる発表形式もグループの協力とまとまりの力を養えたと思

う。２期は朗読劇による発表とした。指定された音を使っての朗読劇は１年にはやや難しいかと思

われたが、創意工夫も見られ、こちらが予想した以上の物が創り出せた。１期、２期とも作品の仕

上がりはよく、教師が想定した以上の活動ができたものと思われる。ただし、１，２年の総合学習

は担任と副担任が担当することもあり、ＨＲ活動と表裏一体の面が大きい。特に、グループ活動を

成功させるためには仲間作りが必要不可欠であり、ＨＲ活動と連携した「総合学習・奈良」をより
深く考える必要がある。

(2)総合学習１年の評価

学習活動の評価については、各期ごとに４段階で評価をつけることが決定されている。１年では

自己評価を行わせてそれをもとに評価をつけた。他人の評価もさせる相互評価もさせるとより公平

で客観的になる。しかし、１年という発達段階も踏まえ、今回は２期で、班で相談して他の班を評

価する方法をさせるにとどめた。この方法により自己を客観的に評価するための第一段階は達成で
きたと思う。その方法を次に示す。

①個人で他の班（７つの班）の作品を評価する。

②個人の評価をもとに、班内で他の班の作品を評価する。その時、Ａは２つの班、Ｂは３つの班，
Ｃとりは各１つずつの班と数を決める。

③自分の班の評価は､他の班による評価を集めて、点数に換算をして集計する。その時､Ａは10点、
Ｂは８点、Ｃは６点、Ｄは４点とする。

④クラス代表を３班選び、学年全体の場で発表し、学年優秀作品を選ぶ。

Ａの数を限定したこと、Ｄを必ずつけるようにしたことで、作品を客観的にみる練習はできたと
思う。

生徒個人に対する教師の評価の拠り所としたものは、生徒の自己評価、ファイルされた資料、出

来上がった作品などである。生徒の自己評価は、到達目標を高く設定した生徒は厳しい評価をつけ

ており、その評価を尊重しつつ他の生徒との公平性が保てるようにした。また、作品の仕上がり具

合だけを見るのではなく、その制作過程を重視するようにした。

１年目の総合学習は学び方を学ぶ時期であり、ほとんどの生徒は目標に曇'１達できていた。３期、

４期では、さらに完成度の高い作品を生徒が追求するような動機づけを考えたいし、自己評価能力

を高める方法も考えたい。

1１ 
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武田章・平田健治

Ｉはじめに

本学年は、「総合学習・奈良」の実践を４期分行った、最初の学年である。当該学年の「総合学習・

奈良」の榊造に対する基本的な認識は、本校「研究紀要第44集（１年１期報告)」に詳述しており、こ

こでは繰り返さない。

この学年での実践の大きな特徴として、２期から４期にかけては、「短期集中方式」の特色を生かし

ながらも、各期を単発的な「－週間行事」に終わらせるのではなく、長期的に継続性・有機性を強く

持たせ、１年間かけた取り組みとする、という方針がある。この方向性は学年裁量で決定したもので

あり、「各期完結」のプロジェクト（ユニット方式）を考えるのとでは、大きなスタンスの違いが存在

する。いずれも一長一短があろうし、「総合学習・奈良」はまだ始まったばかりであるから、今後各学

年における実践の積み重ねの中で、理想的な展開方法が徐々に見えてくるであろう。

授業担当者は、２期と３期の間で一名が交代した。ただし、学級担任３名十副担任２名の「学年団」

で担当する形は継承している。また、２期に組んだ少人数の新クラス（24名×５クラス）を基本的な

単位とし、この短期３週間に関しては－年間同じメンバーで活動させた。各クラスに担当者５名がそ

れぞれつく「フラット５」方式も、１期から－貸している。

「ボートフォリオ方式」も２年間継続してきた。１期の初め、生徒一人ひとりに総合学習用として

簡易ファイルを配り、その後配布されたプリント類や自分たちでの調査結果、その時間の感想など、

授業に関係あるものは全部ファイルさせたが、２期以降も同じファイルを持ってこさせ、ハンドアウ

トは引き続き追加して挟み込ませることとした。これにより、自己評価や相互評価が可能となり、教

師が質問内容や評価の観点を書いたシートを用意し、生徒がそれに書き込むことによって、各自その

期に学習・体験した内容の整理・再確認と振り返りができるようになった。

「総合的な学習」においては、「内容知」よりも「方法知」が重視され、あくまで「対応の方法を学

ぶ」ことが主眼である。その中で、２期から４期にかけての学習形態としては、お互いの知恵を出し

合い、支え、高めあう「グループ学習」の側面を重視したつもりである。

本稿では、昨年度に引き続き、本学年の２期から４期の連続した取り組みに関して実施報告をした

うえで、この２年間の成果と課題について総括したい。

Ⅱ１年２期実践の概要

１期の計画を練った段階では、２期以降とのつながりに関して十分話し合えなかった。１期の評価

を終えた時点で、さしあたって次期12月の企画について担当者でプレイン・ストーミングするなか、

２点が基本的な問題となった。１つは１期と２期の関係､もう１つは２期とそれ以降との関係である。

そして協議の結果、１期の内容は「総合学習入門」と位瞳づけて独立して扱い、その作品や調査内容

をことさら２期の出発点とはしないこと、しかし、２期から４期までは連続したプロジェクトにする

1３ 



￣ 

こと、が決定された。

・２期……グループ分け

統一テーマ「奈良」に関して何を調べ、何を見、どこでどのように調べたいか

フリートーク、ディスカッションのなかで考えていく

・３期……グループ別活動

調査と見学、フィールドワーク、まとめと考察

・４期……発表会

オーラル・プレゼンテーション、ＩＴなどメディアの利用

ポスターセッション

したがって、２期に完結はしないため、１期のようなフォーマルな発表の場は設けない。大まかに、

この期の目的と留意事項については、次のようになった。

.調べたいことを自分たちで決めさせる

・班ごとに自主的に、来年度の活励計画を立てさせる

・議論のゆとりを確保し、じっくりと進める

・評価・評価の観点について、１期よりも意識をもたせる

・目標をきちんと定め、至り達のようすを確認して進む

２期オリエンテーション

生徒には、２期のプログラムの表紙に次のことを示した。

今期の目標

１ 

表現とコミュニケーション

．まず、いろんな考えやアイディアを自分で考えてみましょう

.それを自分の言葉で表現してみましょう

・友だちの意見や発表をよく聴き、それに対するあなたの考えを伝えて、コミュニケーションを

図りましよう

・円滑なコミュニケーションを図るには、それぞれの人の協力が必要です

｢総合学習奈良」２期以降の流れ

２期

３期

４期

[計画］

[体験］

[表現］

:調査計画立案

:実地調査実施

:プレゼンテーション(発表）

班内での＝ミューケーション

学校外でのコミュニケーション

公の場でのコミュニケーション

２１２月の期間日程

１期の振り返り（評価）については、ファイルを一旦返却したときのＬＨＲにおいて、説明し考

えさせた。しかしこの週の初めにあたり、もう一度１期のプレゼンテーション活1libを思い出させる

時間をとることによって、「総合的な学習」の世界に引き込む。

その後､学年全体に２期～４期の活動アウトラインを示し、そのために必要なイメージづくり（マ

ッピング）とグループ分けをして、１日目は導入とした。

２日目以降は、基本的に５クラス展開である。ただし、気分娠換と見学を兼ねて校外学習「平城

宮跡フィールドワーク」を３日目に取り入れた。２日目の最後にそのためのオリエンテーションを

している。また、その時間に先立ち、本校社会科教員に依頼して「世界遺産についての講義とタイ
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ズ」を有志参加の形で開催した。

１２／９（月）１期振り返り（各学級）意見交換・プレゼンテーション論

２期オリエンテーションとグループ分け（学年集会・大教室）

今期・来年のプロジェクトを説明…統一テーマは「奈良」

マッピングの例を教師が実演して示し、その後「奈良」について各自マッピング

１期と同様、学年120名全員をランダムに24名ずつ（男女半々）に分けて、５クラス

に編成しなおした。今回の作業は、生徒自身による当日の公平なくじ引きをもとに

している。

１２／1０（火）班活動（新クラス…各24名×５)、担当教師は前日に相談して配当

顔合わせ・役割決め・テーマの考察と決定

個人の調査希望を出し合い、見通しのあるテーマを話し合わせる

平城宮跡探索オリエンテーション（学年集会）

「平城遷都1300年記念」ＶＴＲ視聴（15分）

１２／1１（水）班活動アイス・ブレイキング（導入の意味、３期とは区別）

平城宮跡見学・探索

（９：00現地（資料館）集合、二手に分かれて逆回りのルートで見学、解説者あり）

１２／1２（木）班活動（５教室）テーマ事前学習・活動計画

３期にグループで行きたいところ（ＦＷ）を考える

調査の方法と分担・テーマの小区分などを考える

１２／1３（金）班活動（５教室）

小班ごと情報交換・企画書（翌年の活勤計画）提出・感想文・自己評価

３配布シート類

１期と同様の書き込み用シート（Ａ４版）を配布した。なお、以下のシートは１期と異なりかな

りラフな櫛成になっており、単なるメモ用紙とあまりかわらない。形式にこだわらない、学びの「創

造的な」側面を強める方向性の表れである。１０日～１２日に関しては、「本日のふりかえり」の欄を設

け、文章で簡単に自己評価をさせた。

シート①「グループの結成一興味を持って、自主的にテーマを考えよう－」

班員名簿や役割分担、テーマの希望などをメモする用紙。

シート②「調査方法と分担一協力しあって、研究のしかたを考えよう－」

調査の方法と小グループ分け、より細かい役割を書いていく用紙。

シート③「平城宮跡探索一奈良の一つの姿をモデルに、研究のしかたを考えよう－」

見学メモ用紙。

シート④「事前学習一協力しあって、研究のしかたを考えよう－」

メモ用紙。

シート⑤感想シート「総合学習・奈良」２期まとめ

「この－週間の活勘について、振り返りましょう（１．～５．は、あなた個人に対する

評価です)｡」

として、次の各項目について５段階で自己評価させた。（）内は、示した具体的な観

点である。
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－－－－ 

１．しっかりとみたりきいたりできたか

（友.だちの発言を注意してよく聞いた.意見を述べるとき、聞いている人のよう

すをよく注意した．結論を急がず、議論の中身を大切にした.興味をもって見学

できた）

２．自分でよく考えたか

（ユニークな発想をしようとした.議題について積極的に考えた.さまざまな調

査方法を、多面的に考えようとした・調査の構成を論理的に考えようとした）

３．自ら積極的に調べたか

（いろいろな資料を参考にしようとした．見学では調査の方法を学べた．情報を

積極的に交換した．計画をじゅうぶん把握できた）

４．表現・伝達することができたか

（アイディアを進んで述べた.意見をはっきりと簡潔に発表した.友だちにわか

ってもらえるように、ていねいに説明した.質問に適切に答えた）

５．仲間と協働できたか

（協力して話し合いを進めようとした.活発に質問や意見を出した.議論をうま

くまとめていけた.友だちにアドバイスをした）

６．班としてのふりかえり

（考察が深められた．適切に分担ができた.見通しの確かな計画をたてられた.

男女の協力ができた）

さらに、「自己評価の内容について、項目をとりあげ、もう少し詳しく、そう評価した

理由を譜いてください｡」「ほかにも自分独自の観点で、気のついたことを譜きましょ

う」の２項目について自由に襟かせた。

感想シート

２期の活動について、「・あなたが最も活躍できた.仕事をたくさんできた.楽しかっ

たのはどの場面でしょう」「・心に残ること．よかったことと反省点・来期に向けての

改善点と提案」の２項目について自由に脅かせた。

シート⑥

平城宮跡フィールドワークに際しては、従来行われていた「１年秋の行事」で使っていた、活動

のレジニメ・ウォークラリー問題・解答用紙などを参考に、ハンドアウトを作って持たせた。１期

の「奈良公園自然観察」と同様、「秋の行事」の内容を継承した形である。

また、どのクラスでも各班で最終的に「調査活uill計画書」をまとめさせた。各クラス(２４名)が、

大テーマのもと、さらに少人数のグループに分かれ、それぞれ異なった活動をするのであるが、現

段階でその内容を具体的に表現させ、複写して全員に配ったり、各代表者に説明させたりすること

で、クラス全体の来jUl以降の活動のようすについて、情報を共有しあった。．
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４参考資料

資料１：３組（担当大内）１２／１０のまとめ

｢総合学習・奈良」３組

活動テーマを考える

<１０日の話し合いで出た意見〉

若草山からのスケッチ

＊若草山山頂に上り、そこから見える風景をスケッチする

☆：同じ景色でも人によって何を描くかは様々…そこが面白そうですねえ

奈良とどこかの比較：自然や気候など…

＊どこかの町・村・都市を訪れて、そこの自然や気候を調べ、奈良との比較を行う

☆：どこと何の比較をするかが重要。それによっていろいろな意味が生まれそう。

地へ行ってできることを考えるのがポイントか…

実際に現

奈良の和菓子をつくろう

＊和菓子作りを体験して食べる

☆：奈良にはいい和菓子屋さんがあるからなあ…でも、教えてもらえる人が必要です。職場

体験とドッキングしてもいいのかも

奈良の環境を調べる

＊奈良の環境について調べてみる例えば酸性雨の状態など

☆：奈良の環境について関心を持つのは大切なことです

｢襄莨E葱司
＊奈良と韓国の歴史的な背景を調べ、現在の日本と韓国の関係を考える

☆：これは調べることはたくさんあると思います。踏み込むといろいろ面白いことがわかるか

もしれません

nmi扇雨;１
＊いろいろな職場を体験する

☆：「職場体験」といって、各自がどんな職場をイメージするかも面白そうですねえ。どんなと

ころが体験可能か調べて、実際に体験してみるのはいいかも…

｢R壷７FﾐTT1FU1
＊奈良公園といえば「鹿せんべい｣。それを作ってみる

☆：鹿せんべいって、どうやって作るのでしょうか…おいしい鹿せんべいを作りましょうか

雨斎芒軍委斎１
＊平城京と平安京の違いを幾つかの視点から調べる

★：平城京と平安京。それぞれの周りのお寺とか、調べることはたくさんありますね。実際に

現地へ行っていろいろ調べることも必要ですね。

（＊：ちょっとした説明☆：大内コメント）
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５実践の評価

今回の計画では、１期のように、こちらから周到に準備されたタイムテーブルに生徒を乗せて進

める授業からの、大きな方向転換が図られている。それは、生徒裁還の自由度をできるだけ拡大し

たこと、予定調和的なプログラムを排除したことである。まず、「奈良」に関するトピックのカテゴ

ライズ（歴史・伝統・芸能・自然・地域・行政・先端技術など）をこちらから提示すること、事前

に個人の興味・関心について希望調査をとりグループ分けに反映させること、担当教師がそれぞれ

指導しやすいテーマのグループにつくこと、などは､審議の結果いずれも退けられた。このことは、

生徒と教師が横一線の位置で何もないところからスタートし、行き先の分からない航海に旅立つよ

うな状態に例えられる。彼らを曳航するのではないが、同じ船に乗り込まなくてはならず、しかも

教師は船長ではない、というわけである。

動きやすい'１､班の編成・時間的条件・金銭的条件・必要なものの事前準備・調査の適正人数配極

などのさまざまな観点を考慮した計画の立案には､生徒のマネージメント能力が高度に求められる。

このことはとりもなおさず、あらゆるグループの原案に対して担当教師が適切に助言できなければ

ならない、ということと表裏であり、独特の負担感は否めない。しかし、２期はまだ計画の緒につ

いたばかりであり、翌年度の３期までに準備期間が充分あったことも確かである。２期の各クラス

の実態についての情報交換をはじめとする、担当者５名のやりとりの中で、協力していける部分も

多かった。

校外学習以外の３日間の午前をすべて班別の話し合いに当て、ある意味非常に大胆に時間のゆと

りをとった計画となったが、この時間の流れ方は、ふだんの45分授業が４つ並ぶ生活とは全く異な

った、何ともいえない独自の雰囲気を醜し出していた。変化をつけるため、２日目には自由参加の

「世界遺産についての講義｣を設定してみたが､その時間も話し合いに没頭していたクラスもあり、

こちらで心配するほど案外生徒は退屈していない。２４名の少人数編成だからという二ともあるのだ

ろうが、個人差はあったにせよ、ほとんどの生徒が入念な議論に積極的に参加していて、彼らの自

主性に驚かされた。

平城宮跡の見学は、新クラス内の親睦と、ＦＷの軽い導入の意味を持たせて行ったが、いずれの

目的も果たせていたように思う。特に後者に関しては、資料館のボランティアの方々の懇切丁寧な

ご説明により、ただ自分たちで見て回るだけでは得られないような非常に詳しい知識や、遺榊の見

方などが解り、大いに助けられた。ただし、１年生には難しすぎる内容もあり、また、当日が非常

に風の強い寒冷な天候であったため、長時間の見学で後半はかなり生徒たちの消耗が見られた。適

切な校外学習という二とについては、季節的な条件も大きい。

この期で完結しないためむしろ議論の内容を重視し、結果を急いでいないので、各クラスないし

クラス内の各グループによって、企画の進捗状況は異なっている。できたところまでの彼らの計画

を仔細に点検し、次年度の６月に一度ＬＨＲの時間をとって確認に当て、９月に備えることになっ

た。

Ⅲ２年３期実践の概要

２期を終えた段階で、各クラスの大きなテーマは次のように決定された。

１組：「奈良の観光と商業について」（担当河合）

２組：「春日大社について」（担当武田）

３組：「職場体験」（担当大内）
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._〒再〆

４組：「水について」（担当平田）

５組：「奈良のお土産について」（担当櫻井）

３期から４期へと連続した取り組みの中で､３期は､学外での＝ミユニケーシヨンを主眼においた。

まず、各クラスが自ら決定したテーマに基づいて、どこに行けば自分たちが必要な資料が収集できる

のかを、クラス内の各グループで検討した。次に、それぞれ話し合った結果を、時間・活動場所・活

動内容を記入する所定の用紙「活動計画書」にまとめて、担当教師に提出したうえ、実際に校外に出

てフィールドワークを行った。

計画書をまとめる段階では、クラス内・グループ内で十分な議論をして、共通理解を持った上で、

フィールドワークが行えるように指導した。場所によっては、事前に電話で趣旨を説明してから、訪

問の約束を取り付けたこともあった。また、教師が直接交渉して、生徒訪問の許可を取ったりした場

合もある。生徒たちには、フィールドワークを成功させるために、実際の訪問先で、自分たちの目的・

知りたいことなどを、各自のことばでしっかり相手に伝えることの必要性を強調した。外で行うこの

ような調べ学習も近年、広く一般に周知されているようであり、生徒たちの活動には、どこへ行って

も大変丁寧に対応していただいたと考える。

フィールドワーク後は、学校に戻ってから「活動報告書」をまとめさせた。計画響にしろ、報告書

にしろ、あらかじめ所定の用紙を提示することで、生徒の頭の中も整理される.また、自分たちの話

し合ったことや議論の結果をこのような形で言語化することは大変重要である。しっかりとまとめら

れているグループでは、その後の活動もうまく進んだところが多いようである。

１９月の期間日程

２期以降、生徒それぞれの活動内容や活動方法は、グループ内での話しあいや結論を最大限尊重

する方針が確認されている。また、今期は全ての日程が完全にクラス別授業であって、各担当者が

思い思いの展開をした。なお１期と同様、この週は教育実習生が授業に参加する。各クラスに４名

程度配当された実習生たちは、クラス内のグループに－人ずつついて観察したところが多い。

９月の期間日程については、各担当者が事前事後に適宜報告をし、情報交換しながら進めたが、

フォーマットはそれぞれ異なる｡様式を統一することはあえてせず､以下に各クラスの実践概要を、

提出されたままに示す。なお、１日目は始業集会のため、簡単なオリエンテーションにとどまって

いる。

（１）１組

９／１（月）１０：４５～２Ｂ

今週の活動・概略説明班に分かれて計画（企画書）の確認

明日からファイルを持参のこと

９／２（火）２Ｂ・図書室

９／３～９／５の行動計画立案

訪問先決定→○活動計画譜の提出・コピー

○それぞれの企画響を発表し、意見を出し合う→小グループで再検討

質問事項の砿定→○事前の調べもの…本・インターネット

○インタヴュー…用紙（質問事項）記入提出（何を。なぜ）・＝ピー

○アンケートの地備…用紙作成・印刷
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クラス全体のタイムテーブル印刷配布

○活動報告書の作成（９／３，４帰校後、当日中に提出）

９／３（水）・９／４（木）フィールドワーク

９／５（金）２Ｂほか

定時に教室集合一○まとめの日の「活動計画・活動報告」を提出する。

○まとめの仕事

○自己評価シート記入

<観光都市・奈良の実態〉班分け（延量・副璽最）

、何を調べるのか、班ごとに細かく確認する。

・役割分担を考える。ＦＷも手分けをして全員で。

・日程を考える→ＦＷ計画書(インタヴュー．アンケートなど）

・ＦＷの下準備．予備知識の整理。準備物の確認

．まとめは、体で得た情報．聞き出した情報.調べて得た情報を総合する。

フィールドワーク対象地

フィールドワークの目的は大きく３つに分類される。（数字は小グループ）

（１）自分たち自身で見聞すること…１，２－２，３

（２）店主にインタヴュー…１，２－２，３

（３）街頭アンケート…１，２－１，３，４

調査のまとめも、小グループ単位で行われた。２班は北和と中和に分かれた調査で、それぞれ

アンケート集計と、写真や聞き取りのまとめを行った。４班は３グループに分かれて、６箇所で

の街頭アンケートで数を集めた。この班は同一のアンケート用紙を用いているので、グループ作

業の集計は一つのデータに収数される。１班と３班は､２日間の時間のゆとりを最大限に活用し、

２年生としては多面的なフィールドワークができたと思われる。１班は店主用と街頭用の２種類

のアンケート用紙を作って臨んでいるし、３班は２日間の用途を変えている。いずれの班も、メ

モやデジタルデータの整理・保守と集計を行い、手書きの資料以外はいったんＦＤやＣＤ－ＲＯ

Ｍに保存した。

2１ 

班名 プー･マ メンバー

１ ギョムードラッグ 商業・商店街 大浦・平尾・佐藤・大谷・祝

２ 松光堂 観光産業 岡崎．!Ll形・反田・野村
増井・川口・氷置

３ あるある特産物大辞典 特産品・商店街 11｣』島・蔓多・中嶋・丸岡

４ ＠.ｃｏｍ 奈良の有名人・人口の流入
長谷川・生野・江口・川端

橘戸・宮崎・山本・吉岡

小グループ ９／３ ９／４ 

１ 
大浦・平尾・佐藤

大谷・祝

東向商店街・郡山駅前

餅飯殿商店街・柳町商店街
天理本通り

２－１ )||口 反田・山形 東大寺・春日大社 まとめ（学校）

２－２ 岡崎 野村・増井・氷陞 明日香村 まとめ（学校）

３ 川 喜多・中嶋・丸岡 東向商店街周辺 福泉堂・ぜいたく豆・山崎屋
４－１ 橋戸・山本・吉岡 西大寺・九条 三条通り

４－２ 長谷川・宮崎・江口 近鉄奈良駅周辺 東大寺

４－３ 生野・）'１端 猿沢池・興福寺 国立博物館周辺
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(2)２組

2２ 

日 春日大社``解剖”計画

９／１（月） ■活動を始めるにあたって＊出欠確認、ファイル確認など

１日程の説明

２春日大社の基礎知識を持とう…「春日大社概説」（武田講義）

２（火） ■班別活動計画などの話し合い

１「夏休みに集めた情報」交換会→「夏休み活動の報告」提出

＊「誰が」「何について」の「どんな情報」を集めたのか

２春日大社見学の際の質問事項確認一「春日大社での質問事項」提出

＊何を質問するのか、なぜそれを質問するのか、

下調べは十分済んでいるか

３３日（水）～５日（金）の行動計画立案、訪問先等の決定→

４その他必要なことの打ち合わせ

｢活動計画書」提出

３（水） ■春日大社見学(全員）

９：00春日大社集合※集合場所は裏の地図参照

春日大社見学＊ファイル、メモ用紙、筆記用具等を忘れずに持参

↓帰校して

｢活動報告書」の作成（当日中に提出）

４（木） ■班別活動８：４５理識集合

｢(今日の）活動計画書」提出

一活動開始

一「(今日の）活動報告書」提出（当日中に提出）

５（金） ■班別活動８：４５理講集合

｢(今日の）活動計画書」提出

→活動開始

→「(今日の）活動報告書」提出（当日中に提出）

｢12月までの活動計画書」の相談と計画書の提出

チーム テーマ キャプテン メンバー

1 
現実の春日大社

訪問地

Ｃ津戸 Ａ吉永．Ｂ奥林.Ａ井平.Ｃ三宅

観光客にアンケート、神職・巫女さんにインタヴュー

２ 
信仰と歴史

訪問地

Ｂ古林 Ｃ藤原.Ｂ野田．Ｂ中井.Ａ菱川．Ｂ中田

|奈良新聞社、市立図書館

３ 
鹿の現在

訪問地

Ａ村上 Ｃ大高．Ａ嶌岡．Ａ野中.Ａ喜多．Ｂ松村

鹿愛護会、１１〔大寺とその周辺

４ 
鹿のエサ

妨問地

Ａ吉武 Ｂ立石．Ｃ中川

鹿愛護会、奈良公園、売店、住民

５ 
春日大社の建築物

訪問地

Ｂ小林 Ｃ大藤．Ｃ秋田．Ｂ荒木

春日大社



(3)３組

９月１日

９月２日

９月３日

:オリエンテーション・日程確認事前の希望等の状況から３グループに

:活動計画確認・準備

:Ａグループ《幼稚園訪問の準備》

Ｂグループ《県庁訪問・調査》

Ｃグループ《とらや訪問・調査》

:Ａグループ《幼稚園・職場体験》

Ｂグループ《新薬師寺訪問・調査》

Ｃグループ《岡崎松光堂訪問・調査》

：４期へ向けての準備．まとめ・自己評価

９月４日

９月５日

準備（実際の活動）

《Ａ附属幼稚園》実際に園児と接する際の活動準備（教材研究）

《Ｂ県庁・新薬師寺》事前学習・質問事項確認

《Ｃお菓子屋》電話にて訪問の許可確認・質問事項確認

｢燕Eそ１
《Ａ附属幼稚園》幼稚園教育の概要の説明担当クラスに配属実際に考えた活動を展開

《Ｂ県庁・新薬師寺》現地訪問県庁では広報広聴課の大島氏に質問を屋上から奈良を

展望新薬師寺では中田定観氏、定慧氏よりお話を本堂見学

《Ｃお菓子屋》「とらや」「岡崎松光堂」をそれぞれ訪問し、調査

＊それぞれのグループに実習生が１人ずつ引率した

、Ｆｦ１
Ａ：大辻西野山本岡田伊東彦田原田大植森澤

Ｂ：城井上座主徳田浅野三木原清水濱田福岡西田北西

Ｃ：土佐村井上井富山

鰯

県庁
附属幼稚園
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(4) ４組

班長：吉村優志

●グループ

副班長：青海優花

●活動経過

８月上旬

９月１日（月）

洞川下見（平田）

洞川下見報告（平田）・パワーポイントプレゼンテーション

２期の振り返り

しおりの内容決定・しおり作成のための資料収集を班ごとに行った

しおり原稿提出

しおり印刷・配布

洞川訪問時の活動計画書を班ごとに作成・提出

しおり読み合わせ

８；00橿原神宮前駅中央出口ロータリー集合

１０：00洞川到着（→洞川温泉→「ごろごろ水」採取→泉の森の水採取

→みたらい渓谷→洞川エコミュージアムセンター）

エコミュージアムにてビデオ鑑賞

自由行動

１４；３０集合

１５：00檀原神宮前駅到着・解散

自己評価シート記入

プレゼンテーション（グループごとに一枚のフリップ「洞川の…｣）作成

各斑の報告（プレゼンテーションは２Ｂ前に掲示）

９月２日（火）

９月３日（水）

９月４日（木）

９月５日（金）

●バス代::中型バス－人2500円徴収（教育基礎実習生も含む）

2４ 

テーマ メンバー（最初の人が長）

１ 環境問題 丸田Ｃ 菅家Ｃ 吉岡Ｂ 吉岡Ａ

２ 淡水生物 白川Ｂ 農潔Ａ 山根Ｂ 南Ｂ 東野ｃ

３ 名水 青海Ａ 滝村Ｂ 岡本Ｃ 山出Ｃ 吉村Ｂ 山本Ｃ

４ 伝説・物語 近藤Ａ 坂野Ａ西村Ａ 北村Ｂ 中野Ｃ

５ ダム 稲見Ａ 山口Ａ 米原Ｃ 百南Ｃ

活動

１ 河川水質調査、酸性雨と自然破壊、奈良北部と南部での酸性雨比較調査

２ 天川村みたらい渓谷で、魚類や水棲動物の観察

３ ｢ごろごろ水」採集

４ 水にかかわる伝説の聞き取り調査など

５ ダムが果たす役割について調べる



(5) 5組

『おみやげマスター』プロジェクト（リーダー：鎌田、サプリーダー：小池）

９月１日［月］（２ｃ）

－週間の活動計画の説明と、２期の振り返り。

小グループに分かれ、３期に行うフィールドワークに向けて確認しあった。

９月２日［火］（２Ｃ・図響室）

各小グループで「目的と調査内容」を話し合い、企画書を全体に発表（黒板に板書）

・４期で行う『まとめと発表』を意識しながら、各小グループの違いや共通点などを見

つける。

・現地で集める情報が目的にあっているか､必要な情報を全てあげているか確認しあう。

活勤計画書の作成

。実際に調査させてもらう店舗、遊園地、温泉に電話でアポイントメントを取る。

・フィールドワークでの細かな行励計画を考える（交通手段、時間、順序、等)。集合・

解散はすべて学校とした。

全体で各グループの動きを確認（タイムテープル作成）

①お土産屋の立地条件[涜渦、宮前、東、亀田、福場］

目的：よく売れるお土産屋を出せるようにする

調査内容：立地の理由､商品の配列場所､値段､種類､周辺環境､年代別･時間別の売上げ

利用者へのインタヴュー

調査場所：近鉄奈良駅～東向商店街～三条通りのお店

東大寺周辺～国立博物館周辺のお店

②奈良のお土産の歴史

目的：奈良に昔からあるお土産（柿の葉すしと一刀彫）の歴史を調べる

調査内容：柿の葉すし歴史、作り方、柿の葉を使う理由、昔と今の違い、食してい

た人々

一刀彫歴史、作り方、作品の種類

調査場所：柿の葉すし平宗

一刀彫小林さんの家（奈良市小西町12番地）

③奈良の温泉土産[永島、山田、高木、室屋、井上］

目的：地元民が利用する温泉のお土産と、観光客が利用する温泉のお土産の違い

を調査

調査内容：地元民が利用する温泉何がお土産としてあるのか、売り上げ、利用者の

違い

観光客が利用する温泉同上

調査場所：地元民が利用する温泉ゆららの湯、極楽の湯

観光客が利用する温泉三控温泉

④奈良の遊園地土産

目的：奈良にある遊園地のお土産の特徴と、遊園地の立地理由を調べる

調査内容：遊園地の立地理由、お土産の種類、工夫、値段と売上げ、お土産屋の配極

調査場所：あやめ池遊園地、ドリームランド

2５ 
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９月３日［水］

各小グループで質問事項とアンケートなどの最終確認

①アンケート用紙．質問事項の作成

②柿の葉寿し[乾、南野、今井]…ＦＷ「平宗」

一刀彫[川合、竹知、伊中]……歴史調べ、質問事項の作成

③質問事項・活動計画書の作成

④あやめ池遊園地[高垣、鎌田、坂田]…質問事項の作成、ドリームランド班との質問事

項のすり合わせ、遊園地の歴史・立地条件など下調べ

ドリームランド[前川、小池、林、甲斐、杉本]…質問事項の作成、あやめ池班との質

問鄭項のすり合わせ、遊園地の歴史．立地条件など下調べ

９月４日［木］

①東向商店街と東大寺周辺のお土産屋さんへＦＷ

②柿の葉寿し…データのまとめ、報告書作成

一刀彫…ＦＷ「小林邸」

③ゆららの湯…ＦＷ

④ＦＷ 

９月５日［金］（２Ｃ）

ＦＷのまとめ（調査資料の整理、活勤報告書の作成、ＦＷにおける行動の振り返り）

３期の活動に対する自己評価

③三笠温泉…ＦＷ

２配布シート類

今期は各クラスの活動内容がさほど統一されていないため、細かな記述を指示するようなシート

類は、共通のものを作ることができなかった。しかし、各担当者が必要と考えた資料や独自のシー

トは、それぞれのクラスで配布され、利用された。一方、校外でのフィールドワークを通じて、初

対面の他者との＝ミューケーションのなかから、様々なことを学び取り、得たことをまとめ（表現

す）る、という、今期の目標に関しては５クラスとも共通である。学年全体で使用した響き込み式

シートには、次のものがある。

○フィールドワーク質問事項記入用紙

○活動計画書

○活動報告書

○「総合学習・奈良」３期まとめ（感想シート）

まず、各グループで時間をかけてフィールドワークの計画を練らせ、目的や手段をじっくり考え

させた。ＦＷといっても、１－(1)でも述べたとおり、見聞きしてメモする型．インタヴュー型．ア

ンケートに答えてもらう型、と、場合に応じて有効な手法が異なる。したがって、上記「質問用紙」

がそのまま利用できる班もあれば､独自にインタヴュー用紙やアンケート用紙を印刷した班もある。

「活動計画響」と「活動報告書」は、今回の活､1,の要となる提出物であろう。いずれもほとんど

自由な記述に任せているが、ＦＷを含めた今期の＿連の活励のなかで、現在の位置．知りたいこと

や調べたいことの進み具合、などについて、確認しながら前進していくことが必要である。「活動計

画書」は、ＦＷや調べ物の企画をしたら始める前に、「活UMl報告鱒」は、その日の活動が終わったら
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必ず翌日までに、ＦＷの場合は訪問先一ヶ所につき一枚を、必ず提出させるようにし、これらを担

当教師がチェックして、ある程度のナヴイゲーシヨンをしつつ、次のステップにつなげていった。

最後の「感想シート」は、３期全体についての簡単な自己評価である。活動内容や調査の手法に

は個人差・グループ差があるために、細かな項目は立てられない。ただし、「体験」「作業」「議論」

を重視したという点においては、どのクラスの実践も一貫している。今回は以下の４観点に対して

４段階の自己評価をさせた。

自分のグループのテーマに関わる調査（体験）を進めていくときに、

１．よくものごと（書物や現地のさまざまなもの）を観察したり、人の話をじっくりと集中して

聞くことができましたか？

２．観察したものや人の話に基づいて、じっくりと考えることができましたか？

３．観察したものや人の話から、さらに発展した調査をすることができましたか？

４．チームや班の仲間と積極的に議論して建設的な作業を進めることができましたか？

さらに自由記述として、今までの期と同様、次の２点について書かせた。

○「総合学習・奈良」３期の作業で、あなたが最も楽しかったのはどの場面でしょう

○「総合学習・奈良」３期の作業について、感想を響きましょう

なお、「計画書」「報告書」「感想シート」のいずれについても、各クラスの担当者が使いやすいよ

うに、各々多少のアレンジを加えて印刷した場合もある。
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３実践の評価

３期は特に夏休み明けで、教師と生徒はもちろんのこと、生徒同士の事前の打ち合わせや準備が

できにくい状況にある。そのため６月に一度ＬＨＲの時間を確保し、総合学習のことを思い出させ

る必要があった。２期と３期との間隔が離れていることもあって、前の期間に行ったことを認識さ

せるのに時間が取られて、ロスが多かったともいえる。クラスによっては、夏休みに各自で活動さ

せたところもある。生徒の活動も、それぞれの短期集中期間中だけで完結するよう想定されてはい

るものの、やはり収まりきらず、生徒の負担になる場合も皆無ではなかったのである。

しかし反面、今回は２期～４期を一連の流れで捉えたため、たっぷりと計画やフィールドワーク

に時間が取れたという利点がある。計画段階においても、資料収集後においても、そこから何がし

かの学習なり結果なりを導き出すためには、それ相応の議論や、醸造にもあたる一定の期間が必要

である。また、結果よりもむしろ、そこに至ったプロセスを大切にしなければならない。発表段階

に至る前の、充分な時間を確保することについては、今回の企画は相応しいものとなっているはず

である。生徒同士、生徒と教師、または地域の人々と、いろいろ話し合ったり交渉したりする中で、

コミュニケーション能力の向上が見られたと考える。

短期集中期間はＡＧ（アカデミック・ガイダンス）とも重なっており、コンピュータやＰＣ教室

の利用がかなり制限されている。いつぽう、資料の整理や発表の準備にテクノロジーを利用する傾

向は、いずれのグループでも変わらない。ＦＷに行っている間は、デジタルカメラやときにはＶＴ

Ｒ・ヴォイスレコーダの貸し出しを求められ、前後にはアンケート作りやインターネットによる調

べ物、その集計作業・写真のプリントアウトなどに、コンピュータの台数が追いつかない。生徒の

要求にすべて応える必要はないが、なるぺく快適な「学びが各自でデザインできる」環境を整えて

やるためには、事前に周到な準備が必要であることを感じた。

２期以降は少人数でクラスが構成されているため、話し合いや合意形成が比較的容易で、すぐに

活動につながるという利点があった。その反面、クラスが全く独立して動いているため、それぞれ

の教師の仕事が適切に分担できていないロスも生じた。期間中における教師同士の横の情報交換は

たいへん重要である。また、３期では１期に引き続き、教育基礎実習生が一緒に授業に参加するこ

とになる。そのほとんどが、教師と生徒という人間関係で榊成されている学校生活という時空にお

いて、生徒ではないが教師でもなく、それでいてそのどちらにも比較的年齢が近接している基礎実

習生が存在することは、生徒たちを刺激し活性化させる機会ともなるようである。１期に、いずれ

のクラスでも有効に授業参加させて活用したように、今後も基礎実習生を単なる「観察者」にしな

い、効率的な利用方法も一考に価する。

Ⅳ２年４期実践の概要
最後の４期は「プレゼンテーション（発表)」をキーワードに据えた。今までに蓄讃した各班のデー

タを適切にまとめ、他者に対して伝えたいことを効果的に伝達しよう、ということが、活動内容の主

たる目標である。今までプレゼンテーションは、校内で行うことがほとんどであったが、今回は、場

所を別のところに移して行うことにした。学校現場では、時間や施設面での制約が多く、どうしても

教師主導になりがちであったこと､別の場所では､もちろん新たな制約や条件が出てくるのであるが、

その中でいかにすればよいプレゼンテーションができるかを考えさせる契機としたいこと、などが主

な理由である。生徒たちが自分たちで時間の使い方や時程の立案などを行うように促し、自ら一つの

行事を作り上げていくようにも指導した。
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また各期において、毎回校外活動を取り入れることにより、「肌で触れる奈良」ということにも留意

してきたが、４期は、「奈良の別のすがた（ここも奈良)」に触れるという視点から、「けいはんな関西

学術研究都市」を訪れ、班ごとに見学および聞き取りを行わせた。訪問前には「奈良の未来への発展」

という考え方も説明として加え、一連の総合学習の締めくくりとしている。

以上のようなことを一挙に可能にさせ、同時に時間を有効に使える方法として、４期の最後に、「グ

リーンパル南山城」という公立の施設を利用した宿泊行事を計画した。学研都市と比較的近い距離に

あるうえ、発表にふさわしい施設や機材が揃っており、なおかつ安価である、ということがこの施設

を選んだ主な理由である。

１１２月の期間日程

最初の３日間は、それぞれの班で発表の翠備を行った。第４日に、見学希望場所に基づいて新た

に５つに分けたグループで、けいはんな関西学術研究都市に点在する研究施設の見学をした。生徒

にはあらかじめワークシートを配布し、見学してわかったことや学んだことをまとめさせ、宿泊場

所に到着後提出させた。そして、第５日目の午前中は、３期に調べたことの発表会を行った。

12／８．９Ⅲ期に調査したことのまとめ、発表準備、役割分担、しおり完成

12／1０１限発表準備完成、予行練習

２限「学術研究都市」についての講義、しおり読み合わせ（学年集会）

12／１１「学術研究都市」見学→「グリーンパル南山城」宿泊

12／１２「総合学習・奈良」発表会（於グリーンパル南山城）→学校解散

｢学術研究都市」見学予定地には事前にコンタクトをとり、５コースに調整した。

･事前に希望を調査し、学年を新しく見学班５つに分ける。

･各施設には、マイクロバスで回る。

･説明を受け、案内をしてもらって、見学後できればインタビュー（質疑応答）をする。

見学・宿泊計画

12月１１日（木）

８：３５学校集合、発表準備物の確認

９：３０マイクロバス５台に分乗、物品積み込み

１０：３０見学地１

１２：00班毎に昼食（弁当）

１３：００見学地２

１６：００「グリーンパル南山城」到着

12月１２日（金）

６：３０起床・洗面

７：１０朝の集い・体操

８：００朝食

９：00「総合学習発表会」

まとめ、振り返り、

１２：００昼食

１３：００退所、帰校

自己評価
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午前（見学後昼食） 午後

Ａ国際電気通信基礎技術研究所（ＡＴＲ）

Ｂ積水ハウス総合住宅研究所

Ｃ福寿園ＣＨＡ研究センター

Ｄ大和ハウス工業総合技術研究所

Ｅ三輪そうめん山本ならやま「麺ゆう館」

Ａ福寿園ＣＨＡ研究センター

Ｂ三輪そうめん山本ならやま「麺ゆう館」

Ｃ大和ハウス工業総合技術研究所

、きっづ光科学館ふぉとん

Ｅきっづ光科学館ふぉとん
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(1)発表の準備

２期から企画を始め、３期に実際にデータを収集したテーマに関し、いよいよ今期は全体にプ

レゼンテーションをして締めくくることになる。１クラス30分（20～25分発表、５～10分質疑応

答）の時間を与え、その中で発表の構成（シナリオ）・役割分担を考えさせた。

事前に、各クラスの名称･発表の順番などがリーダー会織で砿認され､各クラスではリーダー・

サブリーダーを中心として、司会や最後のまとめを外枠とした、クラス・メンバーの発表配置を

練ることになった。

「発表内容に対して、どういった発表形式を選びとるか」という点は、まったくそのクラスや

小グループのセンスに委ねられ、担当教師は、よほど無理がなければそれぞれの方針を了承して

進めた、といってよい。今回の発表は校外の施設を用いて行うため、準備物に関しては特に留意

しなければならなかったが、実際にはマイク設備やスクリーンの整った大ホール（ただしプレー

ンで､椅子と机並べは必要)を使え､本校の大教室と似ておりさらに少し広い環境が提供された。

したがってわれわれが持ちこめた物は、発表原稿を別とすると、作品・発表用模造紙・指示棒・

ノートパソーン・プロジェクタなどである。

３日目には、各クラスで時間を計測しながら発表の予行演習をし、本番に備えた。教室でうま

くいっても、大ホールでは声が通りにくかったり、文字が見えにくかったりということは当然想

定される事態であり､20名程度に対してではなく100人を超えるマスに向かってのプレゼンテーシ

ョンには独特の負荷がかかるし、コミュニケーションに関してまた別の工夫が問われる。

そういう意味で、初めての場所での、試行錯誤しながら臨機応変に活動する「自ら創造してい

く発表会」という要素が強くなった。

(2)けいはんな関西学術研究都市の見学

科学技術の最先端（ＡＴＲ・光科学館)、住環境の研究（積水ハウス・大和ハウス)、食文化（三

輪そうめん・福寿園）という３つの括りに大別される６つの見学地を２つずつ組み合わせ、５＝

－スを設定した。担当教師の数に合わせた５コースの引率ということについては、「少人数」「フ

ラット５」の考え方で一貫している。ただし希望を優先したため、２４名×５コースには特にそろ

えず、実際は２６．２４．２７．２３．２０といった人数の分かれ方になった。

今回の見学地については、１期「奈良公園」２期「平城宮跡」３期「市井」のいずれとも異な

る重要な要素がある。それは、どのパビリオンも「プレゼンテーション」を大きく意識している、

ということである。生徒たちが、どの程度その妙諦を読み取れたかは定かでないが、展示や説明・

実演（要するにプレゼンテーションの総体である）を「受け手として」実体験することで、自分

たちのこれからの発表技術を向上させるヒントになれば、という期待もあった。

見学地によって手法は異なるが、ＶＴＲなどの映像が導入としてあったり、説明や実演のみな

らず生徒自ら体験する「参加型」の工夫がされている、という点では共通しており、上記の視点

から考えた場合に、どの＝－スを選択していたとしても大きな遜色はなかったといえる。

見学の前日には学年集会をし、パワーポイントを用いて「関西学術研究都市」の概説をした。

この地区は校区とも重なっており、実際にここから通学している生徒もいるし、見学施設につい

ても行ったことがある生徒はけつこう多い。しかし、今回見学地もできるだけ多く設定すること

で、この地区を総体として捉えた位置づけで傭敵させる意図があるため、前日のレクチャーは、

この立場を補完する意味でも必要であった。
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(3)宿泊行事

「総合学習・奈良」の日程に宿泊活動を配置することは、一つ上の学年が３期にすでに行った

実績がある。吉野郡下北山村でのＦＷを計画したため、必然的に泊を伴わざるをえなかった面も

あろう。これに対し本学年では、４期を通じて、ことさら遠隔地に焦点を当てた企画はしていな

い（３期に、「４組」が日帰りで洞川にてＦＷを行っているのが、最も遠い)。

ところで、後述するが「総合学習．奈良」の学習目標は、いわゆる「ＨＲ・道徳活動」におけ

るねらいとリンクする面が濃厚にある。二の学年では、生徒同士の結束を深め、クラスを超えた

人間関係を育成するため､自分たちで行事を作りあげていくことに挑戦したい､との声があがり、

その中で「宿泊行事」を行うことが検討されてきた。一見「総合学習」とは別の次元の話ではあ

るが、その本来の目的から大きく逸脱したものではない。そこで、学校からさほど離れるわけで

はないが、かえって時間を有効に使えるメリットが生かせることから、「学年宿泊行事」の側面も

加味した目標を立てたうえで、この「４期」に宿泊活動を取り入れた。

「行事実行委員会」を組織し、「生活班」を作って役割分担したり、晩はレクリエーションを行

ったりし、事前から当日にいたるまで、生徒たちが学年行事を自ら創造する場面や時間を別にと

ったわけであるが、本稿はそういった面の実践報告の場ではない。宿舎に到着後、「総合学習」の

活動として行ったことは、各自「学研都市」のレポートを作成し提出すること、翌日の発表準備

（機器の設定・予行、役割分担の確認など）である。

3１ 



２配布シート類

今期も５クラス共通のシートは少ない。発表準備期間においては、まず各クラスでさらに小チー

ムに分かれ、プレゼンテーションのシナリオを考えた。その後、クラス全体で20～25分に納まるよ

うに練習し、互いに批評しあって試行錯誤した。こういった学習の流れを整理できるようなシート

を作ったクラスもある。

「学術研究都市」の見学レポートは、５コースの引率者がそれぞれの様式で作った用紙に書き込

ませて、提出させた。いずれも形式としては自由記述である。ただしこれに先立ち、出発前に一度

各コース別に集まり、見学地で注意するポイントを示す時間をとった。

最終日、学年全体で共通に配布した書き込み式シートは、次のものである。

「総合学習･奈良」発表会を見るシート（相互評価）

項目は、発表要旨・質問事項.良かったところ・改善するとよいところ・総合評価（４段階）

である。

自クラスの発表以外の、４クラスすべてについて、これらのメモを取らせながら発表会を聴か

せた。このシートは提出させてから集約し、各クラスへフィードバックすることにより、向後ま

た別の場面でプレゼンテーションの機会があった際、参考になるようにする。

４期の活動を終えて（振りかえり、自己評価）

今期のテーマは「発表」であるから、まずは次の４項目を立て、そのそれぞれに対して４段階

で自己評価させた。

〈月曜～金曜に行った、班および学年の話し合いや作業について（学研都市の見学は除く)〉

○自分の班の発表を作り上げる作業の時に、人の話をじっくりと集中してきくことができ

ましたか？

○自分の班の発表を作り上げる作業の時に、観察したものや人の話に基づいて、じっくり

と考えることができましたか？

○自分の班で調べたことや考えたことを、発表会においてうまく伝えることができました

か？

○自分の班の発表を作り上げる作業の時に、他のメンバーと協力したり、班の活動に貢献

したりすることができましたか？

自由記述は、今期の各日程の活動を振り返らせ、「思うところ」「考えるところ」「反省すべきと

ころ」「自分をほめたいところ」などについて書かせた。

さらに、これで１期から４期の活動をすべて終えることになるので、４期を概括して、

○印象に残った活動とその理由

○うまくいかなかった活動とその理由

○「総合学習・奈良」の改善点提案

の各項目について記させた。これらのメモは、自分や各期で所属したグループ活動についての反

省や評価につながるのみならず、今後総合学習を運営していくうえで、教師が留意しなければな

らない点を知り、授業榊成を改良していくための、貴重な資料となろう。

(1) 

(2) 

３２ 



３参考資料

資料１：２組（担当武田）12／１１の「見学のポイント」

京阪奈学研都市を探訪する

｢セキスイ・三輪そうめん」見学班一

■諸連絡 (1)出欠確認

(2)本日の日程確認

(3)バスでの点呼

(4)＜三輪そうめん＞見学代６００円徴収

■見学先で「何を観るのか」

くセキスイ〉で観察する視点

Ｑ何の展示を、どんな目的で、どのようにしているか？

具体的にどんな「工夫」や「配慮」がなされているか？

Ｑ展示の目的は達成されていると思うか？

Ｑ自分が展示担当者なら、どのように改善しようと思うか？

Ｑどんな展示が印象に残ったか？その理由は何か？

※注意・写真撮影は出来ない

．ＡＢ組（リーダー…青海）とＣ組（リーダー…三宅）に分かれて見学する

<三輪そうめん〉で観察する視点

(1)ビデオを見て、Ｑ制作者は何をわかってもらおうとしているのか？

Ｑその目的はうまく達成されていると思うか？

改善する点はなかったか？

(2)実演の説明を聞いて、Ｑわかりやすいかどうか？

Ｑそれはなぜだと思うか？

(3)展示物について、Ｑ何の展示を、どんな目的で、どのようにしているか？

Ｑその目的は達成されていると思うか？

Ｑ自分が展示担当者なら、どのように改善しようと思うか？

Ｑどんな展示が印象に残ったか？その理由は何か？

(4)実際にやってみて、Ｑ「見ているだけ」と「実際にやってみること」はどんな点で、ど

んなことが違っていると考えるか？

※いずれも宿舎到着後に「見学レポート」を記入するので、よく「メモ」をとっておくこと

3３ 
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資料２：発表会を見るシート
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４実践の評価

プレゼンテーションの条件として教師サイドからはめた枠は、制限時間だけである。発表の形式

については生徒たちの自由な発想の飛翔に任せている。ただしどのクラスも、その発表の目的は何

か。どのように取材し情報を収集したのか・結論はどうだったのか.学べたこと（考察）は何か、

という説明の流れは明確にさせるよう留意した。また、クラス全員が何らかの形で必ず発表に参画

すること、ロ頭発表だけではなく、何か感覚的な工夫を加えること、の２点については、暗黙のう

ちに了解されていたと思われる。

１組・３組の発表は、セクションに分けてのユニット的な考え方に立った性格のもので、２組．

５組は、パートに分けながらもクラス全体のテーマの骨格を感じさせる内容になっていた。４組は

クラス全体を統一した形式で進めた。厩
一

すべて手作業のものから、＝ンピュータを有効に活用するもの、演出に重きを置いたものなど、

期せずして、考えうる限りのすべての発表方法が出そろった感がある。これらの案は、担当教師が

相談し振り分けて変化をつけたのではなく、自然発生的にこうなった。聴取者に分かりやすく、興

味を持ってもらえるよう、各クラスまたはグループで、発表の内容に応じた工夫を凝らした結果で

ある。「指示・命令をする」のではなく、生徒たちのアイディアを「支援する」だけで、「空っぽの

器」がまさに「おもちゃ箱」のようなこれだけの多様性に満たされたことについては、総合学習の

一つの可能性を強く感じた。

発表が目前に迫ったからであろう、事後の振り返りを読んでも、４期の活動ではグループの協力

体制が今まで以上にしっかりとれた、という意見が多い。もちろん、２期からのいろいろな形での

コミュニケーションや共同作業の集大成は、全てが「発表」に反映できたわけではない。しかし、

プロセスを重視する総合学習において、２期から４期に向けてベクトルが凝集していく緊張感が、

最も持てた－週間であったと思われる。なお、３期と同様準備に際しては、コンピュータなど機材

の借用に奔走させられた。

発表会では、各クラスのリーダーが中心となり、会場づくりや運営・司会進行がなされた。発表

自体には当然のことながら、どのクラスについてもいろいろと反省は残るが、その点は相互評価に

よるフィードバックを行い、今後の機会に生かせばよい。声の大きさや抑揚、文字や画像の見やす

さ、といった基本的な条件から、内容のわかりやすさや発想といった高度な面まで、あらゆる要素

について適切にわれわれが指導できたわけではない。生徒の自覚に基づいた改善が、徐々に実現さ

れることを期待する。なお、プレゼンテーションの観点別評価基準については、詳細なものを「研

究紀要第44集（１年１期報告)」に所収している。

パワーボイントはプレゼンテーション・ツールとして昨今定番化した感があり、教育現場にも急

速に浸透している。その効果的な利用法については、本来時間をかけて指導し、実際に経験させる

必要があるが、あえてこれも今回は単なる出発点とした。

3５ 

クラス －発表のメディアー

１組 画用紙・模造紙・パワーポイント・ワード（写真添付）…グループごとの形式

２組 各チームの調査結果を、１つのパワーポイントにまとめ、ｌ頂に発表していく

3組 人形劇・模造紙・ＯＨＰ・ＰＣ画像…グループごとの形式

4組 ○ｘクイズ（フロア参加型）

5組 寸劇にまとめ、要所に調査結果をパワーポイントで説明、レプリカ（小道具）もあり



ニムー

発表会場を、校内のよく知っている場所ではなく、未知の施設としたことにより、準備や予行の成

果が円滑に実行できなかった面ももちろんある。その意味でも今回の実践は、より「対応の方法を学

ぶ」傾向が強調されている。生徒たちにとって、この点は苛酷な条件であったかもしれない。実際、

使用させてもらったホールは、スクリーンや音響設備・会場の求心性といった面で、使い憤れた本校

の大教室や多目的ホールに－箒を輪する。

４期の最後に宿泊行事を行ったことは、それまでの活動の締めくくり的な点でいうと、効果的であ

ったと考えられる。生徒たちにも一定の達成感が生まれ、これから新たな行事や学校生活を営んでい

くための自信をつけた生徒もいるようである。単純に「楽しかった」という感想も多い。ただし、友

人と寝食を共にし、「宿泊行事を楽しむ」側面に流れ、肝心の発表会において集中力を継続できない原

因(寝不足や疲れ)を作る結果にもなったことは残念である。５クラスの合計が３時間を超える発表会

なので、ただでさえ訴求力を維持するのがなかなか難しい企画であった。「総合学習」に宿泊活動を組

み入れる方向性やその配置については、ここ２年間の実態に照らし、今後も議論が必要であろう。

完成度そのものを評価することが目的ではなかったが、生徒たちの残したＦＤやＣＤ－ＲＯＭ上の

データ、模造紙や画用紙などの作品は、一回の短い発表で終わらせてしまうには惜しい出来ばえのも

のが多かった。もう一度掲示するなど、もっとゆっくり閲覧できる機会があれば、と思う。

Ｖ生徒評価の方法
「総合学習・奈良」の評価についての会議決定は、

「１年・２年の評価方針を以下のようにし、具体的な評価活動は学年に任せる｡」

（１）評価の５観点を設定し、観点ごとに評価する（総合評価はしない）

（２）評価はＡＢＣＤの４段階で行う

Ａ：たいへんよくできたＢ：よくできた

Ｃ：もう少し努力が必要であったＤ：もっと努力が必要であった

（３）「自己評価」＋「相互評価」を中心として、教師が評価する

（４）通知表とは別に、各期の評価票を印刷して生徒に手渡す

となっていた(詳しくは、昨年度紀要参照)。

ところで、総合的学習は、生徒自らが学ぶ学習であり、通常の教科学習のような形で教師は教えな

い。問題に対して、どう取り組んだか、その学習の状況・姿勢・態度を見なければならない。したが

って具体的には、次のような点から評価することが求められる。

○生徒自らが何を学んだか見てとる

○生徒の多様な活動を受容し、認め、いろいろな観点から評価する

○学習の対象の中に、生徒が価値を感じとる力、各自の考え、美しさやよさを看取することを大

切にする

○活動への参加意欲と参加状況を評価する

また、学習の結果のよしあしを見るのではなく、結果を導き出していく学習過程の評価が重視され

る。すなわち、「評価は、目的追求一評価一調整という単位での目標追求活動における部分活動であっ

て、追求活動の実績と目標との関係をチェックし、調整のためにフィードバック情報を提供するもの

である」（『教育評価』続有恒、’69年)。そして、この自己調整の過程には、大きく二つの面、フィー

ドバック（振りかえり）とフィードフォワード（見通し）がある。

２期から４期にかけては、評価をまさにこの考え方に即して運用した。われわれは、昨年度の紀要

3６ 



においても「評価のキャッチボール」の重要性を強調したつもりであるが、そもそも形成的評価の手

だてとしてポートフォリオ方式を導入した方針に副い、２期の自己評価と計画書の提出→教師の助言

書き込み一軌道修正→３期の実践一自己評価と報告書の提出→…といったファイルのやりとりが実行

できた。これは、各期を独立させて全く別々の活動内容にするプログラムでは、実現できないことで

ある。

こういった流れのなかで、数値的な細かい評価に拘泥する必要性はどんどん薄くなっていった。５

クラスのそれぞれで実践の内容も大きく異なり、公平な基準が設定できるわけでもない。逆に「教師

の評価」は、具体的な文章によるアドバイスや励まし、観察を各自に示すことで充実した。「相互評価」

についても、２期と３期では事実上考えにくかった。ただしグループ活動においては、この間日常的

に議論や分業作業をしながら､意織せずともコミュニケーションの内部で互いに評価をしあっている。

４期の発表会では、お互いに発表のよいところ・改善すべき点を書くことができた。しかし、これに

しても、今回で完結する「到達度評価」として使用することはあえてせず、今後のプレゼンテーショ

ンの機会に生かせるよう、フィードフォワードの材料と位置づけ、文章による相互評価を重視した。

したがって結果的に、数値的な評価としては、どの期も１期と同様、「自己評価」をして内省させるこ

とに統一した。

生徒の「評価能力」の未熟さということについては、１期の自己評価の際にはかなり感じとれたも

のの、回を重ねるごとにその訓練もできつつある。性急に評価の「正確さ」を求めるのではなく、こ

れをも学習活動の通過点として、長い目で見てやる度髄が必要であろう。

Ⅵ次年度への課題

昨年度指摘した課題について、どの程度克服でき、研究が進んだかを述べ、来年度以降に展望をつ

なげたい。

まず、実践についての裁徽であるが、今年度も担当者（学年団）にほとんど任されていたのが実情

である。「総合学習・奈良」は始まってこれで２年になるが、当該担当者の恋意的な判断や好悪、また、

時間や場所などの外在的条件に制約され規定される中で活動が選び取られてきた面が強い。しかし学

年の負担感・消耗感を緩和するため、来年度以降の「総合学習・奈良」については、教育課程委員会

から大枠の提案があるとも聞く。それにしても、比較検討なしにこれに従うのではなく、２年間の実

績の報告をよく吟味した上で、定食メニューとしてどのようなものが理想的なのか、いろいろな観点

から充分に議論することが望ましい。

授業担当者が担任および副担任で構成されていることは、体制としてよい。今年度は打ち合わせの

時間も持ち時間数に勘定され、校時内にそのコマを指定された。講師時間数の削減とからんで、来年

度はカウントがなくなったが、会議時間は引き続き確保される。定期的な会合は必要で、本学年のよ

うに－年間通した計画でなく、－期ずつを全く独立させる方式を採るとしたらなおさらであろう。

生徒評価に関わっては、未だにすっきりとしたコンセンサスを得られない状態が続いており、「課題

総合学習」の理念がなかなか担当者以外には根付かないことを示している。いま一度、教育課程審議

会答申による「総合的な学習の時間」の評価に関する記述に、「この時間の趣旨、ねらい等の特質が生

かされるよう、教科のように試験の成績によって数値的に評価することはせず、活動や学習の過程、

報告書や作品、発表や討論などに見られる学習の状況や成果などについて、生徒のよい点、学習に対

する意欲や態度、進歩の状況などを踏まえて適切に評価する」とあることの、真意に立ち返って考え

なければならない。今回３つの期については、教師が生徒の自己評価に目を通し、コメントをつけて
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返却するやりとりが、継続してごく自然に行えた。教育目標が「方向目標」に加重される「オープン

エンド」の学習においては、評価方法について引き続き研究を深める必要がある。

短期集中方式の問題点と各期の継続性に関して、この学年は一つの解決策を示したといえる。あた

かも通年の学習のように連続的なプログラムを組むことで、モザイク的な「－週間行事」から脱却さ

せ、生徒の「成長」を支援し「変化」を捉えることが可能にできたからである。なお、各期は－度始

まってしまうと、途中で計画や路線を変更することが困難であるから、５日間を通した教師や生徒の

動きを周到に計画し、それに必要な施設や道具を事前に用意しておく配慮が今後とも重要であろう。

１．２年、いわゆる低学年では、「ＨＲ・道徳活動」が豊富に保障されており、その中で「全校レク

リエーション」や「学年行事」の企画、学園祭に向けての取り組みを行っている。これらも「総合」

的な側面を強く持つので、「総合学習」週間を含めると、授業時間が減少するなか、年間を通じてかか

る学習形態に費やす時間が、教科学習で使う時間に比して肥大している感も否めない。近年、小学校

でも総合的な学習が広く取り入れられるようになった。その段階でかなり充実した活動を行ってきた

生徒も多い。中等教育学校における理念と方法論を明確にし、屋上屋を架するのでない、小学校とは

差異化された本校なりの総合学習を確立することがこれからの急務であろう。

Ⅶおわりに
総合学習で得られる達成感は、具体的に次の５つにまとめられるという。

第一に、大きなプロジェクトをやり遂げたこと自体がもたらす達成感。一連の学習プロセスを体験

すること自体が、大きな自信に結びつく。第二に、協同的な学習活励に何らかの貢献をしていると実

感できること。それが参加感を生み、必要とされているという自尊感情につながる。第三に、プロジ

ェクト学習が、彼らの視野を広げる経験になる。新しい知職を手に入れたり、スキルを極得したりす

ることは、世界が違って見えてくることである。第四に、テーマを深く追究するなかで、自分の能力

の限界と可能性を自覚したり、自分自身の存在に気づくこと。それは、自分の持つスキルの自覚から

精神態度にまで及ぶ。第五に、自分が知ることとそれを相手に伝えることの間にある大きなギャップ

を認識すること。そこに、コミュニケーションや表現方法への気づきのきっかけがある。

一方、総合学習を指導する教師には「学びのデザイナー」としての性格が必要であり、生徒による

獲得型の学びに寄り添う教師の資質として、次の３つのものが挙げられている。

第一に､ディスカッション･ディベートはもちろん､身体表現をも含む様々な表現技法を身につけ、

生徒にも指導できる「表現者」としての資質。第二に、自主的に学ぶことの喜びと楽しさを自らが経

験し、それを生徒にも伝えられる「学習者」としての資質。第三に、生徒の自主的・主体的な学びを

有形無形に励ます「援助者（ファシリテーター)」としての資質である（『総合学習に展望はあるか』

渡部淳、’02年)。

学習者の主体性を育むため探究的学習に向かわせ、体験を重視し、実践力をつけさせる、という目

標のもと「総合学習」の２年間を実践してきたが、生徒たちが上記のような達成感を少しでも感じら

れていたら、３年における「総合教科・環境学」でも、新たなステップが踏めるにちがいない。われ

われ担当者が優秀な「デザイナー」として、彼らの取り組みを強め、問題解決の姿勢を後押しできた

かは心許ないが、今回の総合学習での経験を通し、学習プロセスを自由にデザインする創意を、教科

学習の指導においてもさらに活かしていくヒントが得られたかもしれない。

3８ 



奈良女子ｋ学附腕
中津散が学校研究紀要第4511Ｌ
2001年｣Ⅱ

総合的な学習く環境学〉を実施して

（2002年度）

勝山元照・野上朋子

松田正昭・吉川裕之

Ｉはじめに

総合的な学習「環境学」がスタートして14年目になるが、昨年度までは環境問題に関連事項が多い

教科の教員が担当するという形で行われてきた。１３年前に理科２名・社会科・保健体育科の教員４名

でスタートし、しばらくの間は３教科が中心での担当が続いた。1997年からは、理科が１名減り、代

わって家庭科や技術科の教員が加わるようになった。2000年には国語科の教員も担当した。いずれに

しても４名の教員が、教科の枠を超えて協力したり、あるいは教科の特性を生かした形で分担してき

た。しかし、４年前から４年生において総合的な学習「世界学」が始まり、４年生で行われていた環

境学は３年生で扱うことになった。また、昨年度からは１，２年生で短期集中型（※詳細は本研究紀

要別報告参照）ではあるが総合的学習「奈良」がスタートした。これは担任団が中心に担当するが、

世界学は英語科・社会科・国語科・数学科などの教員が担当している。本校全体が新しいカリキュラ

ムへ移行し、それぞれの教科教育での負担が増大している中、総合的学習へ複数の教師を出さなけれ

ばならないなど教科の過負担が課題になってきている。

元来、環境学で取り扱う「種々の環境問題」や｢環境に関する内容｣、あるいは世界学で取り扱う「世

界の中の日本」や「世界理解」という問題は、関係教科はもちろんではあるが、その教科に限定する

ものではなく、人の生活の中で、あるいは人と人とのつながりの中で考える問題でもある。そういう

意味でも、様々な角度から、様々な発想からアプローチできるようにと考え、昨年度からは、決めら

れた教科で分担するのではなく、個人のレベルでの担当制をとった。前年度のうちに、総合的な学習

に興味・関心がある、あるいは担当してもよいと考えている教員が、教科の義務としてではなく、個

人として名乗りを上げ登録しておく希望登録制をとることにした｡それに関する問題点は後述するが、

今年度は社会科・理科・保健体育科・創作科・国語科などから15名が登録を行い、その中から担任学

年や教科の持ち時間等を考慮した教員が担当となった。ちなみに今年度は結果的に従来と同じ社会

科・理科・保健体育科・創作科からの４名である。

Ⅱ2002年度く環境学〉の概要

今年度も環境学が開設以来引き継がれているフィールドワーク活動を中心に据えた。自らの興味・

関心のあることがらについてテーマを設定し､実際に現場へ行っての観察や聞き取り調査を元に､様々

な角度からのアプローチで展開し、まとめるというものである。主体的な、自主的な活動を通じて様々

な環境に関する諸問題を感じ取り、これからの生活の様々な場面で、それを生かせる能力の育成をね

らいとしている。それだけに、環境学の中核であり、６月に始まり１月の発表会まで半年以上をそれ

にかけることになる。開設当初から1995年度までは夏休み以降にＦＷを行なっていた。しかし、平日

授業の時間だけでは現地へ赴いての調査には不十分である。そこで1996年度からは夏休みを有効に活

用するためにも夏休みまでにＦＷに取りかかれるように日程を組んだ。
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2002年度環境学年間予定表

担当者：勝山、松田、吉川、野上

日
日
日

日
日

０
２
９
 

３
０
 

１
 
４
１
８
 

２
 

１
２
１
 

１
 

？
】

月
月
月
月
月
月
月
月
月

月
Ｉ
１
１
１
 

２
２
 

２
２
２
３
 

１
１
１
１
１
 

4０ 

回 日付 内容

１ ４月１９日 ビデオ鑑賞「風力発電」／オリエンテーション「環境学」って？

２ ４月２６日 岩井川ＦＷオリエンテーション（説明、係り決め）

５月３日 憲法記念の日

３ ５月１０日 ＦＷオリエンテーション①②※岩井川ＦＷが雨天順延のため
申弔:::咄･･::L･■

鍵 蕩灘
４ ５月24日 講義①②③※岩井Ｉ１ｌＦＷが雨天順延のため

５ ５月３１日 講義①②③④

５ ６月７日 岩井)Ｉ１ＦＷ

６ ６月１４日 岩井jllFWまとめ

７ ６月２１日 ＦＷテーマ検討班調整＆班決定

８ ６月２８日 ＦＷ班決定→班活動

９ ７月５日 ＦＷ（夏休み計画）

;鱗繍鍵灘鱗蕊蕊蕊蕊蕊鱗蕊鵜|iii灘!#鱗灘繊鱗灘鰄鱗繍iiiii鰄鱗！

７～８月 夏季休業

;灘蕊鱗鱗議織;鍵議議鑓繊;鱗iiii灘:i鱗ii11i鱗灘鱗鍵鱗鱗灘鱸i1灘i鱗
1０ ９月１３日 ＦＷ 

蕊蕊蕊
弔礼･･･:::守.殆い｡咄.咄.｡. 鍵;鰯灘i:鱗
1１ ９月２７日 ＦＷ 

1２ 10月４日 ＦＷ中間報告会

蕊i鱗灘醤l蕊；
１３ 10月１８日 ＦＷ 

1４ 10月２５日 ＦＷ 

1５ 11月１日 ＦＷプレゼンテーション用オリエンテーション

1６ 11月８日 ＦＷ 

1７ 11月１５日 ＦＷ 

1８ 11月２９日 ＦＷ 

1９ 12月６日 琵琶湖博物館見学（Ⅱ期中間考査最終日）

蕊蕊 ;ii蝋鑓
ﾛ■L■■．..■■■■Ｌ 

識:１
．.争唖.:, 鰯!;蕊!;灘鱗蕊灘｝蕊蕊蕊

■■■■■■■■■■■■Ｌ■■■■■■■■斫珀■■■■■■■■■■■■■■■■■Ｌ,■■■■■■■■■■■Ｌ■■■■.Ｌ足■.■■■■■■■■LLL■■■．L■.■．■■．．.■■.■■■．．■■■■!

;ii鐘;議鳶灘蕊灘:i灘蕊ii蕊蕊蕊繊鱗蕊繍鍵灘！
蕊i{#蝋鱒蕊鰄蕊蕊蕊蕊i蕊灘蕊議 蕊灘蕊鐵鶴:欝蕊i灘;;灘鱗灘鱗鱗鱸鱗鱗鱗：！

2０ １月１０日 ＦＷ発表会（分科会）

2１ １月１７日 ＦＷ発表会（最終発表会）

2２ １月２４日 ごみ調査オリエンテーション＆ごみ調査

2３ １月３１日 ごみ調査まとめ（壁新聞作り）

I蔬議;認
牌＝－－＝＝－＝＝＝＝＝…＝￣＝ヨ

2４ ２月２１日 外部講師による講演会「南極観測隊から見た環境問題」＆まとめ＆アンケート

鱗鍵iI灘鱗;； 《鱗鍵蕊灘繊灘鱗蕊蕊蕊繊繍灘瀧鍵liiii灘鍵繍鍵鱗鍵蕊鱗:鱗鱗灘!;;;;;;;{;;Ⅱ
蕊蕊鍵i鍵;蕊灘蕊鍵蕊蕊蕊鍵蕊蕊蕊蕊議論;nii蝋|:i鍵欝iilii鴬！;鍵！;鱗鍵鍵鱗鍵i;《蕊i鍵灘ｉｉｉ;蕊灘ｉｉｌｉｉｉ１ｉ;;《!;;1111;ｉｉｉｉｉ



ＺＯＯＺ飼膏濤撹

筐
学／こんぢテーマに

： 
濤錆学

』
芒

★餌3希望まで輸盟の番号を谷いて下さい.間違わないようにね.鯖1希漣でr０G吋これでな心やや耀！」という俎合
は廿号をＯで囲んでください．

ＺＯＯＺＳ科奮項境学フィールドワーワ各班テーマ説よび担当表

４１ 

テーマ

Ｅ７鎌

奈良の山々

２ 日本の空は

３ 川

４ 海関き

５ 姫沢池の水

６ ケナフ

母は本当Iこいいのか

光の神秘

紫外組

自然I土人々'二向を与えるか

気侯(沮咀化）

２ 典赫気な

。 自然砿■

人の淳らし
2０ 身近なお店

２１ うるさい旧所での人の行助

2２ Eu代人の体と■境

２ 田舎の■らし

２ 趣団地

２ Hfの毛

２ 行低について

２ 中古販売について

2８ 侭伍と澗且

2９ 年寄りの生1蚤を支えるもの

3０ 外国から見た日本の日日城

３１ 包車の車体

3２ シックハウス症煤群

3３ 日焼けと曰規け止め

3４ 大阪の自転車

3５ 、璽袋

３６ 所輿住宅地の■境間皿

3７ 衣を作る

3８ ベン

3９ 例リ箸

4０ 人はなぜたば二を吸うの？

テーマ

】a当E活
５０ 洞諏飲料水

５１ 炭酸飲料

５２ 食べ物(すずしい物）

５３ お茶

5４ 市伍のﾐネラルウォーター

5５ 飲料水

5６ 水

５７ 大臣の水と奈良の水

5８ 食べ物(又柏）

5９ お里子

6０ かき氷

６１ レトルト食品

6２ コーヒー

6３ 果物と矼貝

6４ 食と画壇

0５ 企尽遜向｡②

6６ 価座食＆

6７ 脱牛gL･椎牛乳

6８ 野璽と呵垣

6９ 且藁

7０ 残飯の行方

7１ 食品

鋤物
８０ 拾てられるペット

０１ 巣箱

８２ 生物と我々～食物■皿の窟め～

８３ 菌沢池の色

８４ カラス公香

８５ 生當興害

テーマ

拝字
9０ マイナスインオン

９１ ■麓０２

９２ コンピューター(ロボット】

、 エンジン

ノ テイクノZ、エホルョ 鳫邑

00 リサイクル

0１ ペットポトルから作られるもの

0２ ゴミとﾘサイクル

０３ エネルギー

０４ 迫力期■し牛店(兜近）

0５ 省エネルギー

0６ アンケートやぼせ『すが巴の行方

0７ ソーラー近泊

０８ ゴミ'二ついて

公澪
110 ゴミ(ダイオキシン）

1１１ ポイ捻て

11Ｚ 有年な垣

11コ 捧気ガス

114 巨官

115 大気汚股

OIO 堕性画

117 庭面亟面面一一

班 テーマ 阻長 刷阻長 会計 メンバー 人は 担当

A1遜 お茶 庫 回 石本 囮翻上材β中 ６ 松田

Ａ２座 臣百 "o＃〃 立灯 田3Ｖ 回田修大井毎.\〃ｉｔ印ﾋﾟﾛﾛﾉﾞ轡ｺﾞゲ ９ 松田

Ａ３巴 清潔飲料水と瞬敗皎料水 山野 辻 ＷＷウ 西村西口中Ｎｉ目ログゲロワ ８ 松田

Ａ４班 gB全と田舎 固日 石HP 趣題 大方■本田山本ＬＡ向〃 ７ 松田

Ｂ１週 破沢池の亀 寓楢■ 中村武 名和 有山江ロ岳剃｢〃減(〃ｊ駄田JZH野〃 0０ 野上

ロブ観 拾てられるペット ｿﾌﾞｿ〃 頃〃 上臼 釘､ﾛ■波吉jII2R印に較匁教丘丸釘 ９ 野上

Ｂ３皮 型の毛 正 末田 南野 五十嵐戊田昏巧幻月」5日ヲａ ９ 野上

Ｂ４１ｎ ｼｯｸハウス区供0Ｖ 池匂 田中 柳田 召画曵釘Ａ２宍 ６ 野上

Ｃ１厘 コンピューター 圧 杷木 Hn4V Ｇ８山伝宝 ５ 宮川

企つ垣 マイナスイオン 中村兵 宇治 大東 河合正、灯窃７蔀可庫田ノt]P 9 吉111

Ｃａ田 日焼けと日焼け止め 大西好 舞谷 邸本万 ｍａ－中井沿康剤｢生■ ７ 百111

C4堕 大臣の自転車 湛野 北田 岡回 Hb臣貧郎河濁 ５ 吉111

、1班 ■匹企星 松村 凌承｣P 冴画 肢材■江混内ンt面安 ７ 田山

､Z班 世界から見た日本の琿埴回砠 天野 必＆ 枡田 松岡山本丘釘躬ｔＦ弁 7 ■山

､3国 伝 臼田町 山下 l咳ｵヒ 反田愚息[瀞引戊巧「ゆ弁又 ８ 缶山

、4斑 リサイクル 矢迫 坊南 ■井趣｜今枚西上毎ﾊﾞﾙ’物 ８ ■山



導入部分では､化学的な指標を使ったり、自らの目で観察する岩井川フィールドワークを行った（※

本校研究紀要第43集ⅡＰ１～２参照)。続いて担当教員による識義があり、それと並行するようにＦＷ

をスタートした。それ以外としては、後半には校内ゴミ調査、外部講師による講演会などを行った。

全体の流れは2001度とほぼ同様であり、今年度は各班のＦＷのテーマや活動の実際、あるいは識義

内容などについてのみ記蔵し、詳細については割愛するので本校研究紀要第44集を参考にしてもらい

たい。

ｍＦＷレポートのまとめ

◇Ａ１班「お茶」

食環境というとらえ方で、いつもよく飲んでいるお茶に焦点を当てて調査。日本茶や世界のお

茶の歴史に始まり、お茶の種類、市販されているお茶、そしてお茶の効能へと続く。ここで、身

体への影響について述べている。また、環境という視点では農薬についても調べられているが、

突っ込んだところまでは追求されていないのは少し残念である。街頭や販売店でのアンケートや

ＪＡアンテナショップへの聞き取り調査など、ＦＷとしてはよく活動しているが、レポートは、

調べたものを受け売り的に書いている。もう少し自分たちの意見や考察も交えながらまとめて欲

しかった。

〈訪問先・取材先〉

奈良ファミリー、デイリーヤマザキ、サークルＫ、ａｍ／ｐｍ、ダイコク薬局、無印良品、三

笠コカコーラ、ＪＡアンテナショップ

◇Ａ２班「騒音」

人間がうるさいと感じること、すなわち「騒音」に興味を示したことがテーマ設定の理由。騒

音計を用いて、まず身近なところで、校内の騒音を測定。また、教員に模擬授業をしてもらって

の声の測定も面白い。騒音に関して校内でアンケートを行い、それを受けて駅や街頭でもアンケ

ート調査をしている。騒音は好ましくないものだが、慣れによって気にならなくなってしまうこ

とが判明した・次に、騒音による事件や環境問題を調査したが、インターネットなどによる情報

収集に止まり、実際、騒音が問題になりそうな住宅などでのＦＷには及ばなかったのは残念であ

る。レポートは、全体的には自分たちの意見・考察等を交えながらまとめている。

〈訪問先・取材先〉

アンケート協力：近鉄奈良駅利用者、三条通通行人、ゲームセンター利用客､近鉄奈良駅駅員、

近鉄奈良駅近隣店員、本校前期生生徒

◇Ａ３班「澗涼飲料水．炭酸飲料水」

食環境という視点から、みんながよくロにする清涼飲料水について調ぺ始めたが、途中から炭

酸飲料が加わり、さらに乳飲料へとテーマも変化している。一貫性がないと捉えるか、発展性が

あると捉えるかは難しいところである。ヤクルト工場で乳飲料の製造過程での衛生管理や乳飲料

から容器を用いた水浄化実験など収種もあったようだが、レポートのまとめ方、ＦＷの進め方な

ど、少し雑なところは否定できない。全体として班員にまとまりがなかったことにも起因する。

〈訪問先・取材先〉

ヤクルト工場京都本社、三笠コカコーラボトリング
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◇Ａ４班「田舎と都会」

行ってみたいのは田舎、しかし住むとなると都会と田舎のどちらがいいのだろうかという疑問

から、このテーマに決定した。都会と田舎の定義は難しいが、田舎として東吉野村、都会として

東大阪市の鶴ii;をそれぞれＦＷ先とし、アンケート調査や実地調査を行った。どちらにも長所．

短所があり、住めば都の言葉通り、現地の人にとっては今の環境がよいということが分かったよ

うだ。両者を比較する中で、森林や農業についても調査。そこで田畑や家畜などから多く排出さ

れるメタンガスが温室効果ガスであることも分かった。本筋からは離れているが、環境問題とい

う視点からは予定外の収穫であったようだ。

〈訪問先・取材先〉

東吉野村、東大阪市、三条通り

◇Ｂ１班「猿沢池の亀」

あまりに身近すぎて見過ごしてしまいがちな猿沢池と、そこに生息するカメに焦点を当てて調

べてみよう、と始まったプロジェクト。しかし、カメを「環境」に結び付けにくく、広く筏<の

調査になってしまったようだ。レポートは、猿沢池の歴史的経緯や実態をはじめ、その池に生息

するカメ・他の生物の種類や生息数の変化をまとめている。また、カメの住む環境がどのような

ものかを調べるために、８種の水について水質調査を実施し比較している。最後のまとめでは、

班員１人ひとりが「人とカメが共存できる理想の池」を考え、スケッチを提示している。これは、

班員が放課後遅くまで残り、真剣に話し合いを進める中で辿り着いたものである。各人が人間と

カメ両方の立場から環境を考え、言葉では表せない自分の思いを詰め込んだスケッチに仕上がっ

ている点を高く評価したい。

〈訪問先・取材先〉

猿沢池、奈良教育大学附属小学校、興福寺、猿沢池近辺の住民、観光客、本校前期課程生徒

◇Ｂ２班「捨てられるペット」

捨てられたペットの行方を、保健所を訪問したり、里親の方々にインタビューすることで調査

している。とてもしっかりした班で、それぞれの訪問先で得られた情報を確実にまとめ、次に活

かしながら活動を進めることができた。さらに、動物虐待や動物由来感染症などの衛生上の問題

から、動物に関する法律や基準を丁寧に読み、まとめることもした。これらの活動を通して、自

分が以前に持っていたイメージと実態との相違やペットを飼う人の意識の低さを指摘し、ペット

を命あるものとして尊重し、愛護するべきであることを訴えている。残念なのは、最後のアンケ

ート調査に対するまとめがなく、協力して下さった方へ還元できていない。そこまで指導が行き

届かなかったことに担当者自らも反省している。

〈訪問先・取材先〉

奈良市奈良保健所、奈良県庁、ペットショップ「ワンダーランド」西大寺店、里親の方々、本

校前期課程生徒

◇Ｂａ班「髪の毛」

最初の章立ての段階で、各章に格好良く決まったタイトルがついていたのはこの班だけではな

かろうか。とてもユニークな女子生徒が中心になって活動していた。テーマは、周りの環境が身
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〆）

体へ及ぼす影響の一つとして、誰もが身近な「髪の毛」への影響を取り上げている。髪の毛の構

造をまとめた後、染色、日常生活、酸性雨が髪の毛に悪い影響を与えるのかについて、聞き取り

調査や実験を行い、検討している。色んな方面から髪へ及ぼす影響を丁寧に調べることができた

点はよかったが、まとまりがなく、頭の中で整理しにくい。最後に図式化したまとめがあると分

かりやすかったかもしれない。また、ちょうど本校生徒会の取り組みで染色やパーマネントが問

題になっていたので、そのことと結び付け、全校生徒に調査報告するなど積極的な活動ができた

らよかったのにな、と磯念に思う。

<訪問先・取材先〉

カネボウ株式会社､ホーユー株式会社､尼辻マルゼン薬局、上北薬局、ウサギ薬局、キリン堂、

東洋薬局、山田薬局、本校生徒

◇Ｂ４班「シックハウス症候群について」

最近よく話題になりつつも、あまり詳しく知られていない「シックハウス症候群」を、「歴史」

「原因」「症状」の観点で取り上げている。「歴史」は、新聞記事を用いて発見から現在に至るま

でをまとめている。「原因」では原因物質の物性や用途を、「症状」では発症した時の症状と予防

策を調べている。建設されたばかりの本校新棟についても調査し、自分達の分析も加えながら上

手くまとまっているが、レポートの目立ちにくい位極にあるのがもったいない。皆にとってすご

く身近で問題提示しやすいフィールドだったのだから、本校新棟を中心にレポートを構成しても

よかっただろう。この班ほど環境学を楽しんでいた斑はないだろう。また、調べものは「とりあ

えずインターネットで」という班が多い中、図譜室で借りた本を山稲みして、必死に本を読んで

いる姿が印象的だった。全校の皆に知ってもらいたいと澗極的に取り組んたが、全校生徒の前で

発表できなかったのは無念である。

〈訪問先･取材先〉

シツクハウスを考える会、大和ハウス研究所、本校生徒・３年生保護者．教員

◇Ｃ１班「PersonalOomputer」

PersonalComputerはWindowsの発売、インターネットの普及に伴い、爆発的に販売台数を伸

ばした。多くの電子部品を組み込み、高価であるにも関わらず、その買い替えのサイクルは、電

気製品としては異常に早く、多くのPersonalComputerが「ゴミ」として処理されている現実に

着目した。調査はPersonalComputerの普及率、土に還る部品の開発といった、直接「ゴミ」に

関わるものに留まらず、普及に伴う電力消費量増大の問題、省エネ法、グリーン職入法、ＰＣグリ

ーンラベル制度といった法整備の課題、最新の医療用ロボットの調査など、PersonalComputer

をめぐる環境の問題を総合的に捉え、部品リサイクルへの提言で締めくくった。Personal

Computerを自ら分解し、部品を調査したり、県外へ医療ロボットを見学に行くなど、積極的な取

り組みを行った。また発表も、PowerPointを駆使すると同時に実物を見せるなど、わかりやす

くまとめあげており、非常に優秀な研究であった。

〈訪問先・取材先〉

医療法人医誠会医誠会病院、ヤマダ電機
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◇Ｃ２班「マイナスイオン」

電気製品を始め、マイナスイオンを発生するとうたった商品が非常に多く出回っている。マイ

ナスイオンについては、効能は記されているが、実際の効果は不明である。目に見えないマイナ

スイオンの実態を調査し、その効果を実証しようと取り上げた。スポーツショップでマイナスイ

オン商品について取材したり、実際に着用してみる取り組みを行うと同時に、マイナスイオン発

生機能のついた電気製品について調査したが、効果を実証することはできず、また、アンケート

や資料での調査を含めて、販売されているマイナスイオングッズでは、「マイナスイオン効果」は

期待できないと結論付けた。人体の、特に精神面への効果・影響を実証することは難しいが、何

らかのアイデアを出していく必要はあったと思われる。

〈訪問先・取材先〉

スポーツショップ・ミツハシ

◇Ｃ３班「日焼けと日焼け止め」

「小麦色の肌」や「美白｣。時代によって好みは変わるが、思春期の生徒にとって、日焼けは化

粧にも似た興味深いテーマである。日焼けが引き起こす影響、日焼け止めの薬剤効果など、サッ

カー部、野球部、テニス部の生徒が身近な問題として取り上げた。まず校内アンケート、続いて

街頭アンケートを行い、日焼けに対するイメージや取り組みついて調査した。結果としては、女

子の方が圧倒的に関心が高く、また日に焼けないよう努力している姿が浮かび上がった｡そこで、

紫外線が及ぼす影響と日焼け止め剤の成分や効能を詳しく調べ、発売会社５社に日焼け止め剤に

ついて同様の質問をし、回答の集計を行った。最終発表ではそれらのデータとともに、日焼け止

めの選び方、塗り方のポイントを提案した。

〈訪問先・取材先〉

キリン堂高畑店

◇Ｃ４班「自転車」

本校では、ほとんどの生徒が電車一バスを乗り継いで登校している。奈良という景観を大切に

する観光都市でありながら、毎日目にする駅前の不法駐輪に、問題意識を持った。不法駐輪の現

地調査を行い、不法駐輪の原因や、引き起こされる害について分析するとともに、不法駐輪をな

くす取り組みを行っているＮＰＯを尋ね、これからの奈良にふさわしい交通対策について意見を

まとめた。最初の訪問先で丁寧な資料を入手できたため、それ以上の取り組みが、不法駐輪の実

数調査のみに終わってしまったことは残念である。身近な問題だけに、自分たちができる環境保

全への提起ができればなおよかった。

〈訪問先・取材先〉

サンガ車座

◇Ｄ１班「健康食品」

食環境の視点から健康食品についてインターメットによる調査を行っているが、健康食品の中

でもよく耳にする、日常不足がちな栄養素を補うサブリメントに焦点を当てている。メリットだ

けでなくデメリットにも触れられているが、総合的に見て、正しい使い方をすれば補助食品には

＋分なり得ると結論づけている。班員が各々違うサブリメントの摂取実験（１～３ヶ月）を行つ
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ているのは面白いが、期間が短いこともあり、その効果が顕著に現れたケースは残念ながらなか

ったようだ。ＦＷとしては、インターネットや資料等によるものが多く、少し残念である。

<訪問先・取材先〉

キリン堂薬局、ローソン、ファミリーマート

◇Ｄ２班「世界から見た日本の環境」

日本、ドイツ、ニュージーランド、韓国、オーストラリア、シンガポールそしてイギリスと、

各国の事情をインターネットにより調査。各国が抱える環境問題や環境対策、あるいは自然環境

や生活事情など、様々な角度からアプローチされている。しかし、必ずしも各国共通の項目で調

べられておらず、また、比較できるような形ではまとめられていないのが残念である。関西国際

空港で、外国人を含む旅行者約70人にアンケートを行っているが、簡単な内容が多く、テーマか

らすれば、母数の数、内容とももう少し充実させ、世界から見た日本の環境をもっと突っ込んだ

形で調査してもよかったのではないか。

〈訪問先・取材先〉

海外旅行者（関西国際空港にて)、ドイツ総領事館、英国総領事館、関西国際空港株式会社サー

ビスセンター

◇Ｄ３班「紙」

紙ができるまで、紙のリサイクル、世界の紙、紙すき、アンケートという流れで取り組んでい

る。最初のところでは、紙の歴史に始まり、紙の原料や製造工程などについて述べられている.

リサイクルのところでは、紙の分類と再生品という形でまとめられているが、リサイクル品は再

生紙だけでなく、畑や農園、建築資材、牧場などにも利用されていることを知ることができた。

また、木津町のリサイクル研修ステーションで紙すきを体験。アンケートでは、「紙のよさとは」

をポエム風に募集するなど趣向を凝らしているのも面白い。全体的に考察しながらのアプローチ

に欠けている点が少し残念である。

〈訪問先・取材先〉

奈良テレビ、木津リサイクル研修ステーション

◇、４班「電池のリサイクルについて」

前半は電池の歴史、電池の種類などについて説明している。インターネットや書物などから得

た情報で、もう少し自分たちの考察や感じたことなどを盛り込んでもよかった。次のセクション

では、再生資源利用促進法やリサイクルに関することが調べられているが、ここもやはり調査資

料などをまとめた形となっている。後半はリサイクルの必要性とリサイクルの現状や問題点につ

いて、考察や意見を交えながらうまくまとめている。

〈訪問先・取材先〉

日本リサイクルセンター株式会社、電池工業会
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Ⅳ講義について

今年度の担当教員による講義は、特に共通テーマを設定せず、それぞれの教科特性や個人の興味・

関心のある内容から講義を行った。概要は以下に示すとおりである。なお、授業に使用したプリント

は資料

■勝山担当

江戸時代におけるリサイクルの仕組みを取り上げ、リサイクルが時代の要請の中から生まれた「歴

史的なしくみ」だということを、生徒に考えさせようとした。

平安時代、犀尿は、京の都人にとって厄介者であった。ひとびとは特定の場所を決めて、高下駄を

はいて用を足し、尿尿は垂れ流し状態になっていた。尿尿が肥料として有効に利用されるようになっ

たのは、中世に入ってからのことである。江戸をはじめとする各城下町は、尿尿・残飯・塵芥等に対

するリサイクルの仕組みは整備されていた。尿尿は近郊農村の百姓に売却され、肥料として利用され

た。棟割長屋の大家が店子に「家賃無料、ただし糞尿はかなわず当長屋の便所にて足すべし」といっ

た条件を提示している場合もあった。残飯も家畜や鶏・犬の餌として、無駄なく消費された。金属類

をはじめ、布や紙は貴重品であり、徹底した再利用が図られていた。寄生虫や伝染病の問題はあった

ものの、資源の再利用に関するこうした知恵は、高度経済成長期までの日本には、生活に根付いてい

た習慣があった。

■野上担当

この講義の前後に「岩井川の調査」があり、そこで用いるパックテストの中に「pH」がある。「pH」

という単語を聞いたことがない生徒はいないだろうが、「pH」が何を表すものかを知っている生徒も少

ないだろう。「pH」のことをある程度知った上で調査結果をまとめ、分析してもらいたいと考え、本講

義では「pH」について取り上げることにした。しかし、ｐＨの理論に重きを置くと「理科」にシフトし

てしまうので、出来るだけ実験を中心に、使う液体も薬品庫にあるものでなく、ジュースや食酢など

の身近なものにして「環境学」らしさを出した。また、蒸留水や水道水など、いろいろな「水」のｐＨ

を測定することで、「本来中性であるはずの純粋な水は、空気中に放置することで二酸化炭素が溶け込

んでしまい酸性になる」ことや、「水道水は中性になるように調製されている」こと、「酸性雨は大気

中の二酸化炭素が十分に溶け込んだ時に示すpH5.6以下の雨のことをいう」ことを確認した。

■松田担当

環境問題と言えば兎角「～汚染」や「～問題」などに偏りがちで、事実大切なところではあるので

その問題については避けられない。しかし、あまりの衝撃に、ともすれば伏し目がちになることもあ

る。そこで昨年度同様、肩肘張らず楽しく取り組めることも環境問題を考える上で必要と考え、美し

いものを見て感動し、それを大切にすることも環境学というコンセプトで授業を展開。スライド写真

を使って北欧の自然の美しさの素晴らしさを伝え、それにまつわる様々な話を紹介した。その中でノ

ルウェーのリサイクル事情や環境問題取り組み先進国であることにも触れた。今年度は昨年度使用し

た北欧の写真に加え、クリーンなエネルギーで近年注目されている風力発電にかかわる写真や話題も

提供。さらに簡単な写真撮影技術にも触れた。

■吉川担当

私たちが生活を営むためには、エネルギーが必要である。自然界に溢れるエネルギーを、どのよう

に生活に役立てるか。先人たちは水車・風車を発明し、粉を引き、水を汲み上げる動力として用いる

工夫を重ねた。現在、水車・風車は巨大化し、創り出される回転運動は、電気を生み出す力となった。

電気は遠く離れた地域にまでエネルギーを送る事を可能にし、私たちの生活を支えている。「電気エネ
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ルギーをどのように生活に役立てているか」という内容は技術の授業の中で取り上げている。しかし

生活を便利にし、一見排気ガスなどの公害が出ないように見える電気も、発電過程や発電所の建設過

程に多くの問題点を抱えている現実がある。日本の三大発電方法の長所・短所及び環境面の視点を、

概念的な知識だけではなく、データを交えながら講義を行った。

Ｖ講演会まとめ

講師：川村泰史氏（元南極観測隊員、奈良女子大学事務職員）

日時・場所：2003年２月２１日（金）５，６限、多目的ホールにて

題目：南極観測隊から見た環境問題

講演内容：

以前に１年間、南極観測隊員として活動されていた川村氏から、南極の様子や隊員として南極

で生活した時の体験記を話していただいた。

「南極はどんな形をしているのか」から話は始まった。日本から南極まで移動するのに、観測

船「しらせ」に乗って１ヶ月かかることや、昭和基地からは雪上車で移動をすることを聞いた。

また、観測隊員が南極で何をしているのかを具体的に教えていただいた。南極では次のような調

査がされているそうだ。

・雪や空気のサンプリング

・雪の下にある氷を掘り出し、その氷に含まれる空気や炭素量から昔の地球環境を調べる

・３０kｍ上空のオゾンを測定し、オゾンがどのくらい無くなっているのかを確認する

・オーロラ、ペンギン、コケの観測（昭和基地）

・地震の間隔、大陸移動がどの程度起二っているかの測定

話だけでなく、南極で着ていた服を見せていただいたり、スライド写真で、南極の雪面や昭和

基地の様子、川村氏らの調査風景から、南極で見られる動物や美しいオーロラなども見せていた

だいた。写真の１枚に、空が赤色に染まりとても美しいものがあったが、実はフロンが化学反応

をし、オゾンホールができる直前の様子だと聞いた時の衝撃は大きかった。

最後、昭和基地で出たゴミの山が写ったスライドを目の前に、「観測も大事だけど、必ずゴミや

隊員の排泄物が出てしまう。これらの処理をどうするかが大きな問題」と問題提示されて、講演

は終わった。

Ⅵアンケート結果とその検証

環境学を１年間学び終えた生徒に対し、アンケートを実施した。環境学におけるアンケートは、授

業を行う側が課題を見つけ出したり、展開の成否を判断する材料でもあるが、学んできた生徒が自ら

を振り返る、いわば自己の学習検証の意味合いが強い。本年は、特にその意味を深めるため、昨年ま

での「はい、ふつう、いいえ」の３段階の回答方式を、「はい、－，－、いいえ」の４段階に変更した。

「ふつう」をなくすことで、各自が肯定か否定かを判断する機会を与え、授業者側もよりはっきりと

傾向を掴み取ることができた。また、環境学の中心をなすＦＷに関しては例年よりも丁寧に項目を作

成してみた。記述方式で回答を求めた項目も、新たに「この一年で環境に対する行動面で変化したこ

とがありましたか？」という項目を設け、知識から行動への変化を読み取ろうとした。以下にアンケ

ートの項目と結果を示す。
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1．岩井川の調査について はい－－ついいえ

２フィールドワークについて

Ａ・班編成とテーマ決定 はい－→いいえ

の希望 、

②狭

Ｂフィールドワークの取り組み はい－－ついいえ

Ｃ、プレゼンテーション はい←→いいえ

、レポート作成 はい←→いいえ

ａ校内ゴミ調べについて はい－→いいえ

４講演会について はい←→いいえ

５．讃義ついて はい←→いいえ

6．見学会（琵琶湖博物館）について はい‘－－→いいえ

７．環境学を終えて はい－→いいえ

4９ 

①観察・実験やまとめに積極的に参加することができましたか？ 2３ 6７ 2２ １ 

②まとめの壁新聞には積極的に関われましたか？ 3４ 4５ 3２ ４ 

③川の調査をやったことで川や水について何か役立ちましたか？ ６ 3１ ５７ 2０ 

①希望テーマに基づいて、班のメンバーを決める方法はよかったですか？ 3９ 4４ 2０ 1２ 

②決定したテーマを選んで良かったですか？ ４２ 4６ 1６ 1０ 

③テーマを決定する際に、「目次づくり」は役立ちましたか？ 2２ 4４ 2２ 2１ 

①インターネットはよく利用しましたか？ ８８ 2０ ７ ０ 

②現場訪問は役立ちましたか？ ５３ 3５ ９ 1６ 

③予め思っていた仮説と調査内容がずれたことはありましたか？ 2３ 4８ 3４ 1１ 

④調査で生じた疑問を、班のメンバーに相談したことはありますか？ 3６ 4０ 2５ 1４ 

①発表のため、プロットや絵コンテを作成しましたか？ 3０ ３９’１１ 2５ 

②パワーボイント、エクセルなど情報ソフトを、発表に利用しましたか？ 9５ 1１ ６ ４ 

③当日の発表に積極的に関わりましたか？ 5５ 3５ 1５ ８ 

④発表の準備をするなかで、調べなおすことはありましたか？ 3０ 4８ 2２ 1２ 

⑤他の生徒による投票による評価は、妥当なものでしたか？ 3２ 5１ 2６ ７ 

①積極的にレポート作成に関わりましたか？ 5１ 3８ 1７ ９ 

②レポートを作成する中で､テーマをさらに深く考えるようになりましたか？ 3０ 4０ 3４ 1２ 

③レポート作成する中で、データ再確認の必要性を感じましたか？ 3６ 5０ 2１ ８ 

④班のメンバーと協力して作成できましたか？ 3９ 3５ 3２ 1０ 

①積極的に調査できましたか？ 4８ 3５ 2６ ２ 

②まとめの壁新聞には樹極的に関われましたか？ 3８ 3４ 2８ 1１ 

③調査したことでゴミについて意識できるようになりましたか？ 1５ 5１ 3２ 1５ 

①講演の内容は理解できましたか？ 3９ 4８ 2３ ４ 

②講演は面白かったですか？ 5６ 3３ 1８ ７ 

①講義の内容は理解できました？ 2３ 5５ 3２ 

②講義の内容は面白かったですか？ 2２ ４１ ４１ 二皿一
①積極的に見学することができましたか？ 5６ ３７ ２１ １ 

②博物館を見学してよかったと思いますか？ 4６ 3６ 2３ 1０ 

①この一年で環境に対する考え方に変化したことがありましたか？ 2５ ４６ 2９ 1６ 
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②それは何ですか？具合的に書いてください。

・人間がいる環境問題は尽きないが、少しでも改善しようという気持ちがあれば、ある程度ま

では解決できる。だから、日常生活の仲のほんの些細なことでも、地球全体の問題になるとい

うことに気付いた。

・ペットボトルにお茶を入れて持ち運ぶのは、あまりよくないことだと思った。

・メディアの言う事は鵜呑みにしてはいけないのだと改めて思った。半分嘘だと思って受け止

めなければならない。

・壁紙や接着剤のＣＭやニュースがあったら、知らないうちじ－つと見るようになっていまし

た。

・川や路上のゴミが、奈良もひどいなぁと最近あらためて考えます。

．例えば道を歩いているとする。以前の私は自分の靴だけしか見ていなかった。しかし、現在

の私は無意識の間にひっそりと咲く草花や散らばるゴミ、広がる空、放圃された自転車を見て

歩いている。これらを見る度に環境の事を考える。大きな変化、それは視野が広がったことで

はないだろうか。

・育毛剤について調べて、育毛剤は性的障壁を生むものが多く、お父さんにも育毛剤はやめて

ほしいなあと思いました。

．みんなが努力さえすれば、環境は守られると思っていたが、政府の決定や大企業との対立な

ど、難しいことが分かって、以前よりも環境保謹の大変さがわかった。

・環境保護のためには、多少の犠牲も必要であるということ。

・外国の環境について鯛べて、僕の調べた国は環境への意識がとても高く、日本も見習うべき

だと思った。

・冷蔵庫を見るだけで罪悪感がある。

・ゴミ調査の壁新聞を見たら、ゴミがすごく多いことに気付きました。もう少しゴミを減らす

ことに努力しなければいけないと思いました。

・もともと環境という概念には興味があり、また家庭でも実践してきた。しかし、３年の環境

学をした事で、単に「こうすればいいと言われているから」ではなく、本当に良いのか悪いの

か、自分の目で確認することができた。要するに「知っている」から「説明できる」までレベ

ルが上がったといえる。

・マイナスイオングッズを買ってもムダかなと思った。

・私が思っていた以上に地球の環境は悪くなっている。

・今まで考えていたことがそれなりに正しかったんだと確認したような授業だった。

④それは何ですか？具体的に書いてください。

・シックハウス防止策を我が家で実施。

・炭酸水の二酸化炭素が、環境に影響を与えていることを知って、最近あまり炭酸水を飲まな

くなりました。

・環境の作文コンクールに応募しました｡内容に､岩井川のＦＷのことを組み込んでみました。

・窓の換気を積極的にするようになった。

・意職を高めて分別するようにしている。塩化ビニルのものはたくさんあるけど、面倒くさが

らずがんばってます.

－５０ 

③この一年で環境に対する行動面で変化したことがありましたか？ ２１ 3２ 3４ 2８ 



・友達がポイ捨てしていたら、拾って返すようにしている。

・車にあまり乗らないようにしようと思い、下校時はバスをやめました⑤

・シャンプー・リンスは使いすぎると毛母細胞を殺してしまう事を知り、量を減らしています。

・タバーを道に捨てる人を見ると、本人に聞こえるように文句を言う。

・紙の無駄使いが減った気がする。

・元々環境に対しては気をつけて行動していたので、大きな変化はありませんでした。

・エー製品を買うようになった。

・エネルギー、水のムダ使いをやめた。

・買い物をする時に、包装を気にするようになりました。

.ちょっと前にパソコンを買いかえることになった時、お店にいろいろ見にいって▽省エネの

やつとかあったけど、結局は機能で選んだ。心では思っていても、実行するのはむずかしい。

・コンピニでペットボトルを捨てるときにラベルは燃えるゴミへと分別している。

・アステルパームの入ったジュースを飲まないようにした。

・思っただけであまり変化はない。

・ペットボトルを水筒代わりに使うことはなくなった。

⑤班編成、ＰＣの利用、ＡＶ機器の利用などについて

・同じテーマを希望する人が集まったので、みんなやる気があってとても良い班でした。

・班編成について、人数が多くてもそのままでいいと思う。

・班編成は、好きなテーマで集まると、人数が遮ったりしていろいろややこしいので、しっか

りとした人数を決めてほしいです。

・パワーポイントやビデオは楽しく、人を注目させるのには効果的で、使用することによって

発表が良くなると思いましたが､本番PCが動かなくなった場合のことをしっかり考えておかな

くてはいけないと実感しました。

・ＰＣに緒櫛詳し<なりました。パワーポイントとか、今までに使ったことのないものを使え

るようになったので、良かったと思います。

・ＶＴＲ編集が難しかった。けど、やっぱりおもしろかった。去年、ＶＴＲを作ったときは、

－シーンずつ順番に撮るとかしかできなかったけど、今回、編集の仕方とか声の入れ方とか、

新しいことがわかったから、来年の学園祭に繋がると思います。

・インターネットは、資料を集められるが、情報がごちゃごちゃな時がある。

・ＡＶ機器、ＰＣ共に本校の設備は充実していると思う。

・人数が多すぎたせいか、全体的に皆が班長さんに頼っている面が目立っていたと思う。

・全員がＡＶ機器の使い方を知っておかないと、ぎりぎりになって慌てることになる。

⑥来年度以降の環境学について

・最初のテーマ選びが重要なので、来年環境学をする人は、ずっと調べたくなるようなテーマ

を選んでいってください。

・今回のテーマは“環境,,とほとんど関わりがなかったので来年からはもっと“環境'，を意識

したテーマにしたほうがいいと思う。

・タイムリーなテーマを、その度選んで欲しい。

．「猿沢池の亀」のように、今までにないような題材で環境と結びつけて調べてみてほしい。

‘早いうちに構成を作らないと、後の方で大変です。まとめや考察をしっかり伝えることがポ
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イントなので、計画表をきっちりと作っておきましょう。

・現場に足を運ぶのは大切ですよ。

・ちょっとしたデータも最後まで取っておいた方がいいですよ。

・中間報告会をなくすか、もっと早くした方がいいと思った。

・１月に入ってすぐ発表は辛いと思う。

・来年の環境学の人には、パワーボイントだけではなく、いろんな手法を凝らした発表を期待

しています。

・図書室に環境学に役立ちそうな本をもうちょっと増やしてほしいです。

・今までの資料は全て書庫から出して自由に調べることができたらと思う。

・班での行動が多かったけど、時々ゴミ調査など全員での授業もあって楽しかったので、来年

もするといいと思います。

・講演会はすごくおもしろくて、またしてほしいと思いました。環境学には講演会が必要です

よ！

．もっといろいろな人の講義が聞きたいです。

・大きなグループごとにテーマを決めて、それに対して賛成・反対にわかれてディベートある

いは、そのテーマに対して各班がプレゼンテーションを行った方がおもしろいと思う。

・川の調査はすずしい時にやった方がいいと思う。

・岩井川調査はやらなくていいと思う。

・班ごとのフィールドワークでは、サボる人もいるので、個人に課題を与えてもいいかと思う。

Ⅶ今後の課題

アンケート結果が示すようにＦＷに関しては、いずれの項目に関しても概ね肯定的であり、大きく

否定的な結果は表れていない｡ＦＷの基盤になる班編成やテーマ決定に関しても大半が肯定的であり、

レポート作成に関しても概ね良好な結果が得られ、今後にも生かされることとなろう。インターネッ

ト利用の項目では、情報収集に、あるいはプレゼンテーション（パワーポイントが主流）にかなりな

割合のものが利用していることがわかる。現代はインターネット、パソコン時代であり、本校では今

年度より総合教育棟が新設され、コンピューター機器が充実しただけに利用度は必然的に高くなる。

近年の課題である、有効なパソコンの利用という点については、プレゼンテーションでは概ね有効な

利用であったが、レポートに関しては、収集した情報をそのまま掲載していることも少なくはなかっ

た。そういった意味でもパソコンの利用方法に関して、特に収集した情報の使い方について、丁寧な

指導が必要となる。

次に、識演会．見学会と本校教師が行った講義とを比較すると、内容の理解の傾向は似ているが、

興味の面では講演会・見学会の方が積極的な肯定意見が目立つ。外部講師への期待は記述の結果から

も出ており、これからの環境学展開の一つの方向性ともいえよう。また、ここ数年は様々な教科で環

境問題を取り扱った内容がカリキュラムに取り入れられているが､環境学と連携されたものではない。

今までに環境学を担当した教員もかなりな数に上っており、担当者４人以外の教師による講義を取り

入れたり、他の教科との連携も検討する価値はある。

今年度は、前年度とほぼ同様の内容で年間カリキュラムを組んだ。担当者の半数が交代したが、２

年続けての内容だっただけに、新しい担当者も含め比較的負担は軽かったように思う。環境学だけで

はなく世界学も同じではあるが、総合的学習を担当するにはかなりな負担感がある。年度末になれば

5２ 



次年度の持ち手がなかなか調整つかない年もある。今年度から採用した先述の希望登録制は、多数の

教科から１５名ほどが登録し、一見環境学担当希望者が充実しているように思える。しかし、世界学

への登録を兼ねている教員も複数であり、実際、次年度の担当者を決める年度末には、目教科の担当

が優先されたり、世界学の担当との兼ね合いなどから、調整に手間取った。教科の授業だけではなし

得ない幅広いアプローチができ、内容論的にも、技術論的にも有効な手段である総合的学習を続けて

いくためにも、手を抜いて楽にするのではなく、内容もあり、なおかつ負担感の少ないカリキュラム

を作成することも重要である。

5３ 



巻末資料①授業用プリント

＜環境学＞

2002.5 

｢京奈和自動車道」の奈良通過について考える

I・国土交通省は、京都．奈良・和歌山を結ぶ総延長約120ｋｍに及ぶ高速道路（京

奈和自動車道）建設を計画しており、京都府では城陽～木津区間がすでに開通して

います。＜資料１＞

しかし、世界遺産・平城宮跡を含む奈良市内では、ルート計画すらできていませ

ん。そこで国土交通省は、以下の２案を中心に調査を進めています。＜資料２＞

①平城宮跡の地下５０ｍをトンネルで通過させる。（文化財への影響が心配）

②平城宮跡をさけて、地上を通過させる。（立ち退き問題、景観破壊などが心配）

「木簡学会」などの学会は、たとえ地下通過であろうと、地下水脈に影響がでる

なら木簡はダメになってしまう、との理由から反対しています。＜資料３＞

Ⅱこれに対し、奈良市民には以下のような意見があります。

Ａ・奈良は道路事情が極めて悪いのだから、京奈和自動車道建設を優先すべきだ。

多少の文化財への影響はしょうがない。

Ｂ・世界遺産の平城宮跡通過は避けるべきだが、道路事情が極めて悪いのだから、

他のルートならかまわない。

Ｃ文化財保存や景観保存を優先し、京奈和自動車道建設は、奈良市の中心部を迂

回するルートも含めて慎重に検討すべきだ。

Ｄ、今時、高速道路建設など税金の無駄使いだ。奈良市には高速道路はいらない。

奈良市（昔からの中心部）は、脱自動車都市をめざすべきだ。

Ⅲどの意見を支持しますか。なぜですか？

→班で意見をまとめ、発表しなさい。

＜班＞６人で構成する。司会係、発表係２名、板脅係、質問係２名を選ぶ。

＜司会係＞各自の意見を述べてもらい、話し合う。班としての意見をまとめる。

まとまらない場合は、多数決で決める。

＜板書係＞班の結論を３行以内で板書する。

＜発表係＞話し合った内容を３分以内で紹介する。

＜質問係＞発表を終えた班に対し、質問する。

5４ 
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環境学鰯鞍プリント

１．ｐＨとは

・・・水溶液の酸性やアルカリ性の程度を示す数値。水溶液中の水素イオ

ンＨ４の湿度から算出できる。水素イオン濃慶と水酸化物イオンＯＨ－の濃

度にはある関係があり（積が0.OOOOOOOOOOOOO1になる川水素イオン濃

度が水酸化物イオン温度より大きいものを酸性の溶液とし、逆に水酸化物

イオン濃度の大きいものをアルカリ性の溶液としている。

２．水のｐＨ

・・・一般に、純粋な水は中性（ｐＨ＝７）とされている。

1）蒸留水

意見；

ｐＨ： 

考察；

２）水道水

意見ｉ

ｐＨｌ 

考察；

水道法の規定；

、
『

3）沸瞳させた水道水

意見；

ＢＴＢ溶液（酸性なら黄、中性なら緑、アルカリ性なら青）

考察；

４〕二酸化窒素を溶かした蒸留水

意見：

ｐｌｌ８ 

考察；

★次の水溶液のｐＨを鋼ぺてみよう。

・しょうゆ；・酢；・牛乳

・コーラ；・せっけん水；

・オレンジジュース：・りんごジュース：

ｐＨ 液性 水素イオン温度（ｍCl/l） 水酸化物イオンの濃度（mCl/l）

0 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

酸性

強

弱

Ｉ 

0.1 

0.01 

0.001 

ｕＯＯＯ１ 

OOOOOl 

qOOOOO1 

0.OOOOOOOOOOOOOI 

0.OOOOOOOOOOOOl 

０.OOOOOOOOOOOl 

0.OOOOOOOOOOI 

0.OOOOOOOOO1 

0.OOOOOOOOl 

0.00000001 

７ 中性 qoooooo1 0.0000001 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

1３ 

１４ 

強

アルカリ性

弱

0.00000001 

0.0000 00001 

0.OOOOOOOOOl 

0.OOOOOOOOOO1 

0.000000000001 

0.OOOOOOOOOOOO1 

0.00000000(mOOOl 

0.000001 

OpOOO1 

0.0001 

0.001 

0.01 

0.1 

１ 



★環境・福祉を考えている国：鰯塊政策

の廓』鍬7台3期『＝企業内に鰯境間岨チームを発足させ．継続的に取り総ませるのがね

らい．中小企粟の努力を膵価。

②間?』繩Hi直遜芦葎騨盈ひﾌﾞｲ枕〃寧刀】悪『ﾉﾌﾞ宛ばi嬢浅【ﾉ．廃雍物対策、エネルギー政鰯など

※大企窯に対しては汚染監視委員会が行政指導をする

NORWAYの達人

ガノVORllZ4yってとルな国？
★北欧３ケ国のひとつ‘IjzEpE7v､ＤＥＭｗＲﾊﾞノ
鍼”．/とγ半劉の〆｢j薄岸鐘にあり南北

1.750kｍの細長～ぃ国。ちなみに日本は

20000kIn． 

ＪＩＢ燭｢のAirｿがタブ（牝U箪潅・ノー

ノリゲ〕醤のﾑヮﾂﾉﾋﾞﾃ'′『メスイィ肚麺鍬。ノ

坤/VDRﾘﾘｲﾊﾞγのクサイク沙あれこれ

★リサイクルとは－安顛などの再利用

一使えるものはフルに活j利しようという兜想

例】､ﾌﾄﾕ・ト凸一・再利用一別の商品(畑.ﾌﾟﾗｽﾘｻﾀgQ品など)-

－再使用（ソニース）一旦らく使用一ゴミ

☆目的：ゴミ'二なるのを遅らせる．麓ら十．犬U｣lﾆ使う

弓＆

★フィヨルドの国：約一万年鯨の教河

纈に氷河の遼出により鰯夕砿ら九た麺

形【二・解氷などによって海水が人ワニ

んでできたz鋤噛Fな麹）摩がフィヨルド。

チリ南部．ﾆﾆｰﾝ･－ランド南島．ｶﾅﾀﾞ,西岸、

ｱﾗｽｶ．ｹﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞにも見られるよ．長

いものはなんと200k，’二も及ぷ゜もっ

とも糠いと二ろでは深度１３００kｍのと

ニろも．

★ノルウェーのベットﾎﾞﾄﾙ＆ｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ

○デポジット制＝衝格の中に容器代が含まれていて、容器を返却すれば容器代は反っ

てくるシステム。１クローネ（約１５円）一ソニース〃０撰上ノ

★その他のリサイクル品（ｍａｄｅｌｒｏｍ押縦紙）

切
顛

★オーロラの図：国土の北半分が花鍾

囿ｎｒｊ＃１６dLJJ星ソにあり、その大部

分でオーロラ（卜産写真）が見られる。

鱗灘属で…１
また、瓦には白湊イク方のような離場ｉ７’２’戎J1『街中も鶴莅ノや”ﾉＩＷｌＷｎＨ調f愚太H9
f7EH占写箕ノが見られる。反対に真冬には日照時間がＯＰｔ・づ･ガリIノのとニらもある。

★オーロラ：太鴎風に乗って飛んでくる太鴎から灘幽'されてし､ろ荷愈四ｔ子が．地球の

磁力'二より両極付近ﾄｰ吸い寄せられ、Ｊｔ気単の血P癖や』餌?の鮫子と餓鍔し、懸宏すらと
されている。磁力の強い同で霊さえ欺ければ100船見られる。
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艤塊学「寡兵Ｔ誇る」
～これであなたもカメラマン！～

★校内のお気に入り

圷〆夕背コイ十…もFコイ十に似たすぎ評の間騨F鰯>ﾜﾋも化石としてだけ在るものと思わ

れていたが、第二次大戦後、中国でこれの一麺が原生しているのが

発見され、日本にも入り、／アク勾片ダノス杓と名付けられた。

ｵｼﾅﾌﾞｸｰｿTと.-/【､とば』シ十シター逹切る蕊ざ。ｌ/2000秒ｌ/1000秒ｉ/500秒ｌ/Z５０秒

ｌ/１２５秒Ｉ/６０秒Ｉ/〕０秒ｌ/１５秒１/８秒１/４秒ｌｎ秒１秒ﾊﾞﾙﾌﾞ（ｼｬｯﾀｰﾎﾞﾀﾝを押し

ている間開放している）がある。】ﾉ６０秒より低速は手ぶれずるので三脚が必要。

才瞬クＡ[先Ｆ①絞り値を小さくする（絞り環が開く）と人光Biが増えるので、速いｼｬﾝ
ﾀｰｽﾋﾞｰﾄﾞで撮影可能．その代わりにピントの合う距離が短くなる。了ぶ

れを防ぎたし､とき。あるものにピントを合わせ、周りをぼかしたいと響
較ど。

★風力発蝿

クグーンなエ承ノレギーとして注目を浴びている。現在国内では、充砿事業を中心に実

験施設も含め２J０基途８１丈しかし、輿が常に吹<立地条件鞍ど何処にでも設置できる

ものではない。特に日本は風が常に吹<海岸線は国立や国定公園が多く、無題上の/gH圏r

Jh9どもある。それ以外にも鰯j2膠郡靭鰹や硬潭、戯筆ｌｉ存の塗色鰯騨などもある。

②絞り値を大きくする（絞り環が狭まる）と入光量は減るため低速のｼｬﾌ

ﾀ承ﾋﾞｰﾄ'になるが、ピントを広い範囲で合わせることができる。前jitも

背撰もピントをしっかりと合わせたいとき。

☆今回掴彫の国力発踊

○璽ｿﾘｫ坊湯丸学鉦（琵色鯛駆ノ城全錘息謬公圏みずの森］殉：1,500ｋＷ、「水生植物公閲

みずの森ｊの使用電力に利用、余趣力を関西電力に売電。海さ６０ｍ、グヅ

グー賀iFZr藩〃唾．魁上感,SIW・

烏丸半島周辺には我が国有数の６.Ｊｈａの蓮の群生地やヨシ原もあるが．

いずれも妓少傾向にある。

芽ｼﾅﾌﾀｰｿTf･-/・dE先：

①動きのあるものを搬影したいときば高速のｼｬｯﾀｰｽﾋﾞｰﾄ･にしたほうがい

いが．絞りは開放に近い砿となり、焦点距離が狭くなる。

②三脚などで固定してぶれを防ぎ、低速シャッターにすれば．絞り値を

大きくする二とができ、焦点距離を広くとることができる。夕方雄ど光

魁が少ないときにも撮影可能。

ｍ
③
 

○蕊獅狩伊撰日賦ｽtZ醤Z〃.･６基の風車、.－鋳悶に4.500ｋＷ、年間８５０万ｋＷの発電。

伊根町全域と弥栄町合わせた2,800世帯の趣気需要をまか厳える。藏さ

”碗．ロー〃-識遮盈ﾄﾞｺﾞ”・趣_上海万､。

茸バンz'プ狼』摩Ｊ夜景などを擬影するときに使用する。カメラを三脚に固定し、レリー

ズと呼ばれるコードを利用してシャッターを切る。ボタンを押している

問はシャッターは開いたままになっている。

★朝焼けと夕焼け

翻糖〃のときは天寅は溺れる…乾燥した空気が東へ披けて温った空気が接近

夕鯰DPの時ぼ淡のβ６Aｉ〃ｚ…乾燥した空気が西に残っていて大気が安定している

★雲の麺類

気象観測では、霊を基本形によって蟹雲．鐸租v霊．錘痩蟹、‘”輯F、瓜U溺墨Ａ魂鰯露

将御璽＄極悪、騨男F、恩嫡l霊の十鐡二分類する。これは１，５６年に世界気餓機関が発行し

た「国際雲図鰻改灯版ｊを基準にしたもので、蜜に浮かぶ霊はすべてこの中の－つに分
類される。

★フィルター

トワイライトレプド

トワイライトプルー

夕暮れ（朝焼け）の空の赤味を強餌

夕暮れ（朝焼け）の空の青味を強瞬

党興嫌・関心をもつどと
／ 

インター*シノLや夢鯵などで蕊べろ（ｿ[；に、後てり
／ 

里欝に行って月t鱗する・鰯蕊する．i詔鰯する・癖べろ
j 

4Zr1zisクを芹つどと

その他；レッドエンハンサー．ブルーエンハンサー、グリーンエンハンサーなど

★絞り纏先とシャッタースピード優先

詐稜クとは：入ってくる渉の蟹の繩Zｒ（人の目でいう虹彩の役目）と鱒点A置霞イーと．

ンﾉLノが合夕鰯爾を決めるもの。iijlが大きいというのは鷺点距贈が大きく、その

分絞り環は小さく入ってくる光の丘は少ない。



環境授業用プリント（担当：吉川） ３つの発電方法の特徴とは？ ～三大発電の長所と短所～５ 

憂
所

短
所

長
所

短
所

民
所

短
所

水
力
発
電

火
力
発
電

原
子
力
発
電

奇ﾑの生'委鑪境～ｴﾈﾙｷﾞｰのホル
1．エネルギーって何だ？～自然界に註れろエネルギー～

２．人閲はどのようにエネルギーを利用してきたか？～エネルギー史をひもとく～

③
。

６．新たに注目を鰹めている発電方法とは？～クリーンなエネルギーを求めて～3．エネルギーは変換できる！？

４．発電の原理をのぞいてみると？～発電所の仕組みをごく簡単に～
７．じゃあ田境ってな～んだ？

発電量 コス卜 題２畳

水力発電 憂所一短所
･飼節できる

.非常に小さい

･原料代が無料

･設歴に莫大な出費 ･設麗時の環境破壊

(森林・河川）

･設匿場所の制限

火力発電 長所一短所
.大きい

･調整できない

･設置が手軽

･原料費が大きい -排気ガスによ

-原料の枯渇

る大気汚染

原子力発電 艮所一短所
.非常に大きい

･調整できない

･総合的には－番安

く発電できる

･段匝に出費

･原料費がかかる

･事故が起こったときの影響

･放射性廃棄物の処理



2002年度環境学最終発表会報告用紙担当教師(吉川ﾋﾛﾕｷ） ●Wind⑪ｗも９５とは

Win(1,Ｗ偶９１ｉｊＭｕｃｍ“fIが四適したパソコンの基本となるＯＳ（it３)‘ilJjrIii上に表示される
ウィンドウやアイコンをマウスで操作･ナることで．Ｍｉ報な処理を鏑iItに行）
ことができるようになっています。

（ir3）Upe｢nlInFsystImの賂脂。パソコンなどのコンピュータを潔作言！~るために

必要な臓鰭をまとめたソフトウエアーパソコン卒体や)Al辺磯器の管理を

行い．ユーザーがワープロなどのアプリケーションソフト雌４）甦利鮒
する際に．使いやすい環塊を提供します。

（位4）npp1Icndion“『Qのこと．ワープロや嚢iif筧刺１月などのような、パソコンを
使って作業をするためのプログラム．ソフトウェア・ＯＳの上で作乗する
ソフトウェアはアプリケーシロン（鱒用）ソフトといいます．

●Ｉｎｔｅｍｅｔとは

InLerTMIt5楓数のコンピューター･ネットワークを柚互に接鶴して．全体として一つのネット

ワークとして機能するようにしたしの．アメリカ国防省の商鱒研究計画局の支援を
受けたアルパネット（arpnn⑭L）から発展した地球規模のネットワーク．通侶回想を
介して．世界各地の億人や岨蝿の＝ンピューターがつ鞍がっている．

・生分解性プラスチック

今回、爾士通が開見した自然型パソコンに採用されたプラスチソクは．今から紹介するプラス
チックと同じ物であると薄えられる．

聾品名ＢＸＯＰＯＬ（バイオポール）

穂別微生物歴生系

組成β－ヒドロキシ酪酸（３ＩＩＢ）＋β－ヒドロキシ吉箪酸（311Ｖ）の共重合
ポリエステル

主要原料植物澱粉＝グルコース（飼料用とうもろこし毎）を栄芙騨に．

水察紹薗「アルカリゲネス・ユートロファスｊが産生．
篭絡１．４００円～２，０００円／kｇ

簡血に百うと、轄面がプラスチックを分解して水十二lMi化炭素に分jIW-ろ．

●手術支援ロボット「ＺＥＵＳ」

今回私ｊ２は皿函11にある．医鐘会病院へ手搦支援ロボットのＺＥＵＳを見に行きました。ＺＥＵＳ
は奨蓬．大阪大学、東北大学．区Ba会病院にしかありません．日本の翻院では．二の３胡院だけが所有

しています．日本での実例はまだまだ少ないので．欧米での翼職を述べてみました。
海外での臓働台数二米囲２０台、欧州１０～１２台、その他５～６台

海外での症例敵：約４００例（牌部３００５１以上．駁郎駒】００例）

ＣＤ 
￣ 

Ｖ
Ａ
’
１
 

ヤ
叩
ロ
ヨ
ュ

い⑩9498,

崖が「ｚＥＵｓＩ、中央がｒＺＥＵＳ」の換作免許、右が肝厘の中にある胆のう幻楓式図．
「ｚＥｕｓｊを蝿作するにI土アメリカでの研修が必要であり、掛作岐師は免軒砦取i⑬しな{ブれば

「ＺＥＵＳｊを機作することは出来ない．

胆のうの摘出手術は、ｒＺＥＵＳｊが最も1W恵とする手術で．従来の手術より早く手術後1,切間部が
紺圏に治る．」Iqのうの大きさは７０立方ｃｍ位ﾙ【、撮醗的竣大きさといわれている．

￣ 

以上が．発寝のI虜足で十『

Ｃ－１班 フーーーマ ＰｅｒｓｏｎａノＣｏｍｐｕｔｅｒ

班長裏遼太副斑長和泉慾利子会計係榧木亨

メンバー伝宝有美梶山久貴

＊潔たちぼ勘J\s､"EﾉＣｂｍ"{JEerについてHWベでき潰した。＝′L"』ら施すのは、悪弼内_琴
の練尾で爽薙菱逢翻さな’;ら、繊考/ｇＬでくださ'$

●鰯塊睦

＜怯律＞グリーン購入法正式名称（｢国辱による碩塊物品等の詞iHの抱進辱に間する怯体｣）
目的固騨による碩塊物品等の飼迫の推進、１W棚提供その他の

現境物品(Itl）簿への禰要の鮭換を促進するために必要雄
事項を定め．頂塊への負荷の少雄い持観的発展が可龍な什会の

揖繁を固る．

(注B）頂興物品とは．次の基準を滴たすものの率である．

管砺国境省

八．再生プラスチックが４０％以上使用されている．

B‐間伐材などの木卿力【使用されていること，
Ｃ古躯ｕＥ合率が５０%以上である二と｡

対象官公庁・地方自治体

内容官公庁や地方自治体が環境物品の厩入時に関係してくる，

く憧律＞首ユキ怯正式名称（｢エネルギーの使用の合理化に閲する法律｣）
目的纏料資観の有効利用．

管館経済産舞楢

jFl魚．第一紅エネルギー管理描定工場（電力】、２００万ｋＷｈ以上）

政令描定工場であり、約３．５００工墳存存する．

･鯆二稲エネルギー管理Nil定工場（趙力６００万ｋＷｈ以上）

新親創股工掛であり．約９．０００工場存在する．

指画合理化の翼状が目標位に薯し<連しない坦合にI土．桁睡が

とられる怨念がある．その過租は次の通りである．

合理化Hf両作成捕示一勧告一公衷一命令一mjflリ（胴金）〔I正ｚ）

(If2）剛11ﾘは内群に合わせて震わるが．最iDiでも１００万円

以下の胴金．または一年以下の醇役刑に処せられる．

嗣則の対象となる行掛は．念偽申告．難穰停止命令違反．

秘密の繭描．

＜鶴定＞国際エネルギースクープｎグラム

規定違反である．

目的極エネルギーを目描す。

菅輔ＥＰＡ・アメリカ環境保暖庁

対蝕製造者

内容楢ニネ製品の基準を後める．

適用範囲日本と、アメリカの政府の合懲で出来た取り決めだから．

日米問でのみ有効である

＜翻痩うＰＣグリーンラペル制度

目的パソーンのリサイクル

智鮪ＪＥＩＴＡ・社団法人亀子Iii鰡岐術産業協会

対頻製造響．nN人器

内容同協会で定めた蕊据での製inと．後処理．

対象物品パソーン本体．キーボード．ＣＲＴディスプレイ

再利用叩２００】年度で、７５％、２００５年虞lこは．６０鵠を目拾十．



2002年度環境学最終発表会報告用紙担当赦師(勝山先生） 『
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一一フーニーグアーートガ轌望樫一一

Ｑｌ、高くてもエゴ製品を買うべきだと思うか。
Ｑ２、実際にそうしているか．

Ｑ３．環興保騒のために生活のレベルを下げるぺさか．
Ｑ４.突厩にそうできるか。

Ｑ５．房塊保護のために高い税金をかけるのはいいnJだと思うか．

被Kr”j鶴Iｇ
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Ｄ２班テーマ世界から見たロ本の環境

班長天野雅之副班長松島由佳会計係枡田和晃

メンバー松岡位典山本真也楠本直平井知子

回匡⑨咽2理

￣■■■ 
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奈良女イ・大学附随
【|】輔教育学校研究紀要節15災
2004年４月

2002年度世界学実践報告

落葉典雄・鮫島

横弥直浩・吉田

京 ･南美佐江

隆

Ｉはじめに

世界学創設から４年目を迎え、試行錯誤してきた授業榊成については、￣定の基本的合意が形成さ

れつつある。すなわち、Ｉ期については、参加型の授業と講義型の授業の融合によって生徒の問題意

識形成に資する授業櫛成をし、Ⅱ期においては、それぞれの問題意識を基にグループによる自主的な

活動を支援するように授業構成するというものである。

今後、総合学習のカリキュラム評価から、世界学そのものの文節的接合を問題として再構築する動

きが生来するまでは、2001年度に作成された年間計画を、各年度の生徒の状況に応じて、部分的に刷

新．再櫛成を行いながら継続されていくものと考えている。その意味から言うと、2002年度の世界学

は2001年度に作成された授業榊成を基本的に継承して実施したものである。

Ⅱ2002年度世界学の概要

１取り組みのねらい

（１）世界には多様な文化や価値観が存在することを理解するため、世界は「相互依存関係」によっ

て成り立っていることを理解する。

（２）世界と自分との関わりの中で、問題を見つける.追究する.行動できる人間を育てる。ローカ

ルからグローバルに物事を捉え、さらにグローバルからローカルに見つめ直し行動できることを

目指している。

２年間計画

2002年度の年間計画作成に当たっては､2001年度のユニット制を継承している。(詳細については、

『研究紀要』第44集を参照のこと｡）

6３ 

学期 授業日 ユニソト 授業内容

I期

４月１６日

４月２３日

４月３０日

５月７日

５月L1日

５月２１日

５月２８日

６月１１日

６月１８日

６月２５日

７月２日

７月９日

９月１０日

９月１７日

10月１日

１ 

２ 

３ 

４ 

オリエンテーション、クラス分け、アンケート

プレフィールドワーク「奈良市内で世界を見つけよう」

ＦＷ発表会

討論会

バルンガ

貿易ゲーム

討論会

出店授業１

出店授業２

出店授業３

出店授業４

出店授業５

ニュースファイル作成

ニュースファイル発表会、レポート「国境を越える」

1期のまとめ、自己評価、ダイヤモンドランキング



Ⅲ出店授業について

12002年度出店授業一覧

２出店授業の具体例

2002年度の出店授業は、上記一覧表のとおり、５人の担当教員がそれぞれの専門分野や得意分

野を開講する形の講義を行った。出店授業は2001年度から世界学に取り入れられた講義形態であ

る。「フィリピンスタデーツアー」と「数学で世界学？」については、『研究紀要」第44集に詳述

されているので、ここではそれ以外の２つの実践について紹介する。2002年度の出店授業の共通

テーマは、「国境を越える」である。

（１）「Let,sdance1-Danceで世界を感じてみよう」

○授業目標

①異文化交流に必要なものは言葉だけではないことに気づかせ、それ以上に大切なものは

何かを考えさせる。

②世界各地のダンスを通して異文化を体験させる。

③国境を越えたダンスの歴史をヒントに、異文化理解について考えさせる。

○授業の展開

①表情だけで気持ちを表現/言葉だけで気持ちを表現

・５人ずつのグループで、円になって座る。

・ひとり１枚ずつ、台詞の書いた紙を配布。他の生徒には見せない。

・教師が状況設定を説明。

・右隣の生徒からの質問に、順番に「表情だけ」で与えられた台詞を表現。

例）試験を終えて帰宅すると、家族が「今日のテストどうだった？」と尋ねる。それに対

して：「バッチリや！」、「ん－、まずまずかな｡｣、「ちょっと心配・・・。」、「もう最悪

や！」、「なんでそんなこと聞くの？ほっといて！」を表情だけで表現し伝える。

②同じ台詞を、違う気持ちで表現

例）「もう最悪や！」の表情で「ん－，まずまずかな｡」を表現する。

６４ 

Ⅱ期

10月２２日

10月２９日

11月１２日

11月１９日

11月２６日

１月１４日

１月２１日

１月２８日

２月１８日

２月２５日

３月４日

５ 

６ 

ＦＷ発表会、グループ分け

ＦＷテーマ設定

ＦＷテーマ設定検討会

ＦＷ（調査活動）

ＦＷ（調査検討）

ＦＷ（再調査）

ＦＷ（発表準備）

ＦＷ（発表準備）

ＦＷ（発表会）

ＦＷ（発表会）．アフガニスタンからの訪問（交流会）

まとめ・評価

担当者 教科 授業内容

落葉典雄 地歴科 フィリピンスタデーツアー

鮫島京一 公民科 ウチかソトか、それが問題である－日本の文化的特性を考える

南美佐江 英語科 Let，sdance1-Danceで世界を感じてみよう

横弥直浩 数学科 数学で世界学？

吉田隆 国語科 在日外国人からみた日本



③「表情だけ」「言葉だけ」で、どれだけ気持ちが伝わったか、話し合う。

④身体で気持ちを表現

・教師が①のグループの－人に台詞を与え、その生徒はグループのメンバーにジェスチャ

ーで伝える。

例）「いいにおい！どこかな？あつ、むこうでバーベキューしてる！」

⑤どれだけ伝わったか。伝えられないのはどんなことか話し合う。

⑥ダンスの原点は、気持ちをジェスチャーで表現する事である。

⑦国境を越えたダンスの歴史（講義）

・ギリシヤの神に捧げる踊りをルーツとする西洋の踊り

・ヒンズーの神に捧げる踊りをルーツとする東洋の踊り

③踊ってみる（実技）

・カタック（北インドの踊り）：ヒンズー寺院での語り（カター）から発展したもの。北か

ら進入・支配をした回教徒の王がヒンズーの踊りを認め重んじたため、ペルシャの影響

を受けた形で今に残っている。

⑨サンバ（ブラジルの踊り）：独立に際し、国のアイデンティティーとなった踊り

⑩課題：「国境を越える」ために自分が今もっているもの、これから身につけたいものにつ

いて、考えをまとめる。

(2)「在日外国人からみた日本」

○授業目標

①在日外国人として日本に暮らしている人の話を聞いて、「国境を越える」ことによって経

験する異文化体験を知る。

②多様な価値観を共有するにはどのような対応が必要なのかを考える。

○授業の＝ンセプト

1999年、2000年度ともに講師を招いて外国の事情を聞く機会を持ってきたが、200,年度は

年間計画に入れることができなかった。その反省から、在日外国人の講演会を何らかの形で

開けないかと考え、出店授業の中に位極づけることにした。財団法人なら．シルクロード博

記念国際交流財団と社団法人まちづくり国際交流センターの協力を得て､講演会が実現した。

講師は、徐全場さん（中国）と萩原フミワキさん（インドネシア）である。徐さんは、全

５回の出店授業の４回分を担当してもらい､萩原さんには残りの１回分を担当してもらった。

萩原さんの講演会には、栗田栄さん（シャープ株式会社在職中にインドネシア駐在２年．ま

ちづくりセンターボランティア）と西川みゆきさん（まちづくりセンター職員．国際関係担

当）の二人の協力も得ることができた。

○授業展開

①講演会を聞く（45分)。

②質疑応答の時間を取る（30分)。

③感想をまとめる（20分)。

○辮演の要旨

徐全場さん（中国）の話

中国の地図をもとに中国についての基礎知識講義のあと、徐さんの生育歴が語られ、日本

6５ 
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と中国の歴史認識の違いは教育によるものであると指摘。反日感情には世代差が歴然として

いて、若者厨には日本に対する親和感がある。

次に、日本に来て感じたこととして、日本人の対人関係のあり方が希薄であることや、自

己主張をしない日本人の価値観からくる中国人留学生の蹟きなどが挙げられた。

さらに、日本に来て不思織に思うこととして、宗教の問題や家族関係のあり方などが指摘

された。また、花粉症など体調の変化はストレスから発生しているのではないかということ

を、中国と日本を行き来する自分の体験から話された。

萩原フミワキさん（インドネシア）の話

インドネシアと日本の気候や文化の違いから、宗教に対する捉え方の違いに疑問が投げか

けられた。また、日本へのあこがれから来日してみて感じるのは、人間関係が疎遠であるこ

とや豊かさを感じられない日本での生活実感について話された。

インドネシアに駐在されていた栗田さんからは、インドネシアの魅力について「混沌の中

で許される気楽さと多様性の中の統一」という観点から話された。

Ⅳフィールドワークについて

（１）ＦＷ－魔

－６６－ 

組 テーマ ＦＷ先

い組 墓

音楽国境を越える

フェアトレード

映画「字幕」

世界の都市

ゴーヤチャンプルの旅

現代の食

国のイメージ

神戸モスク／近隣の寺院と教会

ユニセフ

フェアトレードショップ・サマサマ／ナタラージャ

専門学校／字幕翻訳者

奈良市役所

沖縄料理店

マクドナルド／モスバーガー

今井町まちづくりセンター

ろ組 鶏と世界

金魚

世界の刑務所

チュニジアがやってきた

日本酒と世界の酒・料理

赤膚焼

は組

教育

ライフ・スタイル

あいさつ

建築

麺

環境

アニメ

大和肉熟協同組合

郡山金魚資料館／大和郡山市役所／郡山城ホール

奈良少年刑務所

橿原ロイヤルホテル

春鹿酒造

赤膚山元窯／赤膚焼窯元楽斎

大豆

留学生／ＡＬＴ／教科書会社（光村書籍他）／附小

街頭インタビュー／留学生

ネットワークいこま日本語の会／留学生

奈良国際研修館／ならファミリー＆フレンド

春日大； ±／東大寺／興福寺／奈良国立文化財研究所

RAHOTSUインタビュー／三輪そうめん工場

大使館アンケート（中国、フランス、ドイツ等）

奈良女子大／奈良教育大学留学生

昔話（鬼） 音声館／奈良町物語館

昔話の生い立ち 図書館／本校教員

割り箸 下市町上北製箸所



(2)ＦＷ発表会について

2002年度のＦＷ発表会は、年間計画（Ⅱ－２）にあるとおり２回実施している。例年は、１グ

ループの発表を20分程度とし、各担当者ごとの発表会を行っているが、今回は、アフガニスタン

から来日された女性教員の方に発表会を参観してもらう機会を設けることができたので、２回発

表会を開くことになった。そこで、２／18の発表会は例年どおり各担当者ごとに行い、２／25の

発表会はアフガニスタンの方にも理解してもらえるグループの発表を２グループ抜擢して、全体

で共有する形を取った。全体での発表を行ったのは、「い組・フエアトレード」と「は組・あいさ

つ」の２グループであった。

「フエアトレード」の発表について簡単に述べると、フエアトレードとは、支援したい国で作

られる製品を日本の適正価格で買い取り､差額を国際支援費として利用する仕組みのことである。

支援目的ではあるが、ビジネスなので希望の品を継続的に注文でき、金銭的援助だけでなく、仕

事を通して自立の意志を持ってもらう狙いがある。アフガニスタン研修員の方からも積極的に支

持する発言があった。最終的に、フエアトレードの発表は本校食堂に商品を並べて販売すること

になった。

「あいさつ」の発表では、７カ国の人々にインタビューした結果をもとに、日本人の傾向とし

てアイコンタクトとボデイタッチは少なく、遠まわしな表現になりがちなことが報告された。こ

の発表を聞いていたアフガニスタン研修員の方から、現地のあいさつの仕方を実地に教えてもら

うことになり、国によって人の関係も多様で異なることを生徒たちは体験した。

Ｖ評価について

世界学の評価について概観しておくと、1989年に始まった奈良学、1990年に始まった環境学の評価

方法を継承する形で、通年の評価をＡＢＣの３段階で行ってきた。世界学創設３年目に生徒のアンケ

ート調査をもとにして、各期ごとの４段階評価に改めた。その経緯については、2002年度研究開発報

告書に詳述されているので参照されたい。

2002年度の評価方法は、2001年度の評価方法を継承している。ここでは、2002年度の評価方法につ

いて具体的に記述しておく。

（１）１期の評価について

Ｉ期の評価は、出店授業のレポート・ニュースファイル・レポート「国境を越える」・自己評価

栗の４点の提出物で行った。また、生徒への通知表について、以下のポイントを担当者で合意し

て、授業で生徒に連絡した。

①授業の目標を確認し、評価の観点を知らせる

＊「人の移動」をテーマとして、仕事のため、観光旅行のため、難民となったため、国境を趣

6７ 

茶と陶器の関係 お茶販売店／赤膚焼販売店

東大寺周辺／森奈良潰け店

ほ組 アイメイク

ミッキー

外来魚

金魚

車

発酵食品

カネボウ／資生堂／ノエビア／ならファミリー&フレンド

極楽坊幼稚園／奈良女子学・天ヶ瀬正博先生

立教大学・濁川孝志先生ホームページ／琵琶湖

奈良公園周辺アンケート

ラビット車取扱専門店

フードショップ中村屋／いそかわ／馬の目／小麦粉

BistortLeCLAIR／チャイニーズキッチン
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えることになり、発生したさまざまな問題を捉える。その時の観点は以下の４項目である。

．「世界」について、興味・関心を持ち、知識を拡げようとする

．「世界」について、問題意識を持ち、それについて調べる

。「世界」について、いろんな意見を総合し、自分の意見を持つ

．「世界」について、自分の意見を基に行動に移す態度を持つ

②評価は、４段階（ＡＢＣＤ）で行う

＊４段階にした理由は、３段階だとＢの幅が広すぎて、努力している度合いを明らかにできな

いからである。

③評価基準について知らせる

＊４段階の捉え方として以下のことを生徒に周知した。

Ａ…大変頑張っている。よく調べ、人の意見も聞きながら、自分の主張もしっかりとしてい

る。

Ｂ…頑張っている。自分の意見は持っている。

ｃ…もう少し頑張って欲しい。「世界」に興味を示しつつあるが、自分からいろんな問題意識

を持ってほしい。

、…もっと頑張って欲しい。提出物が出ない、授業中は寝ているなど、「世界」にもう少し興

味を持つべきである。

④自分の評価を確認し、不満、不明、説明の必要な者は、担当教員に申し出る

(2)ＦＷの評価について

ＦＷについての評価は、ＦＷのテーマに向かって活動したグループの評価と、そのグループ内

の個人の評価の両面からする必要がある。つまりグループとしては明確な課題に向かって成果が

見えるぐらい頑張った生徒もいるが、そのグループの中にはあまり活勤をしない生徒もいる。グ

ループ全体としての評価とそれに取り組む個人の評価は別に見る必要がある。

グループをひとまとめに評価することはできるが、そのテーマに取り組む個人の活動について

は、メンバーでしか見えないところもある。そこでＦＷの評価を次のようにした。

①第一段階（個々の生徒が、グループの発表を評価する：絶対評価・「評価シート・その１｣）

ア他の班の発表をきいて、次の各項目について、それぞれＡ～Ｄの４段階で評価する。

（a）調査に対する評価

（b）発表に対する評価

に）考察に対する評価

＊その際、Ａ～Ｄ評価の配分はなく、絶対評価とする。

イ３つの項目(a)～(c)には細目（評価の視点）を設けている。評価は、細目ごとにしてもよい

し、３つの項目ごとにしてもよいことにする。

ただ、必要なのは３つの項目(a)～に)についてＡ～Ｄの４段階評価をすることにある。

②第二段階（班として、グループの発表を評価する：相対評価．「評価シート．その２｣）

ウ班で話し合いをし、３つの項目(a)～に)ごとにＡ～Ｄの４段階評価をずるい

エそのとき、Ａ～Ｄの４段階評価は相対評価とし、次のように決める。

【クラスが４班のとき】

・自班以外は３班あるので、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄのどれか１つをつける。

．ただしＡ～、のどれか１つを省くことになる。
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【クラスが５班のとき】

・自班以外は４班あるので、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄのどれか１つをつける。

【クラスが６班のとき】

・自班以外は５班あるので、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄのどれか１つをつける。

.ただしＡ～Ｄのどれか１つが重複することになる。

【クラスが７班のとき】

・自班以外は６班あるので、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄのどれか１つをつける。

.ただしＡ～Ｄのどれか２つが重複することになる。

③第三段階（グループの評価を点数化する.「評価シート・その３｣）

各班に他の班からなされた評価（｢評価シート・その２｣）を渡し、また教師が評価したもの

も渡し、自らの班の評価について話し合う。

その後、Ａ～Ｄの点数について告げる～

【クラスが４班のとき】

Ａ：８点、Ｂ：７点、Ｃ：６点、Ｄ：４点

【クラスが５班のとき】

Ａ：７点、Ｂ：６点、Ｃ：５点、Ｄ：３点

【クラスが６班のとき】

Ａ：６点、Ｂ：５点、Ｃ：４点、Ｄ：３点

【クラスが７班のとき】

Ａ：５点、Ｂ：４点、Ｃ：３点、Ｄ：２点

④第四段階（個人点をグループ内で協議する）

グループの中で、（グループの点数）×（メンバー人数）＝（持ち点）を、自由に配分する。

リーダーがメンバーの意向をふまえつつ、配分する。このとき、グループ内で各個人の活動を話

し合うことになり、お互いが活動を評価することになる。

学年末の評価について

n期の評価は、ＦＷの個人点・自己評価票・レポート（Ｖ資料参照）の３点にて行った。その

上で、１期とⅡ期の総合評価を行って、通年の評価を出した。

(3) 

Ⅵ今後の課題と展望

2001年度の世界学から「文節的接合」という概念に基づいて、カリキュラムの構造化（ユニット制

の導入）・評価基準の明確化・「出店授業」の導入などを取り入れた。2002年度もほぼ前年度の実践を

継承してきたわけだが、新カリキュラムのもとになる学習指導要領に対する学力低下批判が起こり、

総合的な学習の時間が今後どのような方向性を持つのかを注目していかねばならない。

ただし、本校では10年以上の実践を行ってきた経験がある。この実績をもとに総合学習が生徒にも

たらした教育的効果について明らかにし、大学附属学校として研究的使命を果たすときであると考え
る。

2002年度からはじまった「総合奈良（１．２年)」に加え、1999年度に改変された「環境学（３年)」

「世界学（４年)」によって培われた「学力」と、教科学習によって培われた「学力」は、どのように

リンクし、どのような違いがあるのかを提言していかねばならない。

現段階で少なくとも言えることは、生徒は「学び方」を身につけて調査や分析・考察・発表の力を
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つけてきたことである。それとともに、総合学習を担当してきた教員相互の研鍛によって、教科の枠

組みを超えて教員間で他教科の実状が共有されてきたことは大きな成果と言えるであろう。

特に、「世界学」の担当者間で評価についての研修が深まり、その議論の中から、自然科学的なアプ

ローチと人文社会科学的なアプローチの二つのパラダイムが存在し、それぞれのパラダイムによって

教科の特性が決定されていることの共通認識が生まれてきた。この共通認識が「文節的接合」という

概念と結びつくとき、新しい教育展望が開かれると確信している。

今後の課題は、「世界学」の共通理解を学校全体の認識に広げ、他の総合学習や教科学習に敷桁して

いくことである。

Ⅶ資料

生徒作成（レポート）

タイトル：文化と移動

キーワード：変動する見方

結論から言うと、人や物が移動するということは、価値観の変動だと思う。例を挙げると、ＡがＢ

におもしろいと思ったものを送ったとき、受け取ったＢはそれについておもしろいと思うかどうかは

Ｂの価値観によってすべて変わってしまうということである。人の移動についても同様の感覚ですべ

て示すことができるはずである。文化についても然りで、実際、今までをみてみると、まったく形態

の異なる文化が存在していることをみても明らかである。

つまり、人や物の移動により、個々の世界に新しい情報が出入りし、その世界の文化が長所を取り

入れ、短所を解消しながら形成され、価値観が様々な方向へ進化していく。

人や物が移動することにより、個々の世界の文化や価値観が形成され、次の人や物の移動をそれが

引き起こしていく。これがすべての世界において唯一普遍の動きだと思う。

人や物が移動するということは､価値観の変動､それに伴う文化の形成を引き起こすことだと思う。

出店授業風景

！ 
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評価資料１

【組】［番号： ］［名前： ］「世界学」2003.10.01

｢世界学」自己評価票

「世界学」の授業も１期の最後となりました。

世界学の授業を振り返り、今あなた自身を自己評価しましょう。

ただし、これは反省文を書くものではありません。

□ 自己評価をＡ，Ｂ，Ｃ，，（Ａが良い方）で表すと・・・

自己評価を上の□のようにした理由を２０ Ｏ字程度で説明しなさい。

一心

200字

７１ 

｜’ｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ 

｜’｜Ｉ｜’｜’｜｜｜’ 



評価資料２

世界学ＦＷ発表評価シート（その１.個人用）

） （）組（）変氏名（

発表した斑（ ）斑相互評価集計

○報告についての主なコメント

発表した班（ ）斑相互評価集計

○報告についての主なコメント

7２ 

項目 評価の観点 Ａ～Ｄをつけ

る

Ａ～、をつけ

る

(a)調査につい

て

問題意識やテーマ設定がしっかりしてい

る０ 

テーマに対するFWは適切か？

調査活動はじゅうぶん行われていたか？

(b)発表につい

て

資料は適切かつ整理されていたか？

内容がよく伝わったか？

班のメンバーの分担と協力はできていた

か？

(c)考察につい

て

考察がしっかりしているか？

(調べたことの羅列ではないか､など）

項目 評価の観点 Ａ～、をつけ

る

Ａ～、をつけ

る

(a)調査につい

て

問題意識やテーマ設定がしっかりしてい

る□ 

テーマに対するFWは適切か？

調査活動はじゅうぶん行われていたか？

(b)発表につい

て

資料は適切かつ整理されていたか？

内容がよく伝わったか？

班のメンバーの分担と協力はできていた

か？

(c)考察につい

て

考察がしっかりしているか？

(調べたことの羅列ではないか､など）



評価資料３

世界学ＦＷ報告評価シート（その２．グループ用）

組（）斑メンバー：（） 

相互評価集計 発表した斑（ ）ﾛ 

。■■■■■■■■■■■■■■■■■。

○評価を下すにあたって考えたこと.話し合ったこと

7３ 

項目 評価の観点 メモ欄 A～、をつけ

る

(a)調査について

問題意識･テーマ設定がしっかりしている

か？

問題意識やテーマに対するFWは適切か？

調査活動はじゅうぶん行われていたか？

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

、

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

、

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

、

(b)発表について

資料は適切かつ整理されていたか？

内容がよく伝わったか？

班のメンバーの分担と協力はできていた

が？

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

、

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

、

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

、

(c)考察について

考察がしっかりしているか？

(調べたことの羅列で|まないか､など）

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

、



評価資料４

世界学ＦＷ発表評価シート（その３．集計表）

○各班から下された自らの班の発表に対する評価を記入しよう。

１ 

｜‐－－－－－－－－－－－－１ 

○各班から寄せられた評価やコメントについてどう考えるか？

○下の表に、自分の班のメンバーの名前を書こう。

7４ 

自分の

班

評価項目 1班 ２ 

班

3班 ４ 

班

5班 6班

教師

項目の計
総計

班

(a)調査について(他の班による評

価）

点数

(b)発表について(他の班による評

価）

点数

(c)考察について(他の班による評

価）

点数

名前 個人点 個人点についてのコメント



奈良女ｆ大学附楓

Ｉｌｊ津教育学校研究紀要筋451Ｋ
2001年４月

GlobalC1assroom2003inShetland報告

南美佐江・平田健治

Ｏこれまでの経緯

01.概要

1997年の第１回グローバル・クラスルーム（以下ＧＣ）以来、毎年、パートナー・スクールがホス

ト校となりフォーラムを開催してきた。このカンフアランスの特徴は、単に、狭義の文化交流に止ま

らず、地球規模の問題を高校生が議論し、それを解決していくために提言をまとめること、期間中だ

けでなく、カンファランスが開かれる１年前から各学校でそのテーマについて調査し、議論を深める

など、恒常的な交流を可能にしていること、スチユーデント・コーディネーターなど、生徒自身が徽

極的に運営にかかわり、生徒主体の交流であること、などが挙げられる。

ＧＣ期間中は、各校の高校生が、事前に準備し討論してきたことを発表したり、分科会にわかれて

議論してテーマを深めあったりするほか、体験学習やスポーツ、キャンプなどを通して、親善と交流

を拡げる。また、それぞれの文化を音楽や絵画などによって紹介しあって、異文化への理解と寛容の

精神や態度を育てることが期待されている。

これまでのテーマは以下の通りである。
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■
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■
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■
■
■
 

。
■
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q2GIobalClassroom2ndroundに向けて

一昨年、チェコのズリンで開かれたＧＣで当初の参加校が一回りしたことになる。2002年の１月頃

から､GC2ndroundのあり方や運営方法が､各学校やコーディネーターの間で活発に議論されてきた。

2002年チェコで開かれたＧＣで、これまでの実績を評価し、これからもグローバル・クラスルーム・

パートナーシップ（以下ＧＣＰ）を継続・発展させていくことが合意された。

さらに、2002年11月、スウェーデンのオンゲでコーディネーター会議が開かれ、その場で、基本的

に従来の枠組みを踏襲すること、lstroundと同じ順番でそれぞれのパートナー・スクールがＧＣを

開催していくことが合意された。

今回のカンファランスの特徴として、ＧＣ公式ウエッブページが改めて立ち上がり、ウエッブ上で

事前にディスカッションや情報交換がされたこと、従来のプレゼンテーション→ディスカッションの

繰り返しではなく、参加者全体が参加して意見を交換するフォーラム形式が導入されたことなどがあ

げられよう。
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年度 開催国 フト￣~マ

1997年 スコットランド 環境、教育、雇用、社会や個人が抱える問題

1998年 スウェーデン 民主主義、地域の発展、平等、環境

1999年 南アフリカ 偏見、若者の失業、人権文化

2000年 日本 伝統とテクノロジー、人間関係、教育

2001年 ドイツ 異文化共生、人類の脅威、芸術科目の重要性

2002年 チェコ 健康、メディア、ジェンダー



1．英語授業における取り組み

例年通り、４，５年の英語授業はＧＣと関連付け、

せるように配慮した。例年ＧＣで取り上げられるトｌ

カッション、ディベートの機会を多く待った。

ﾅ、授業での実践がＧＣでの活動にそのまま生か

トピックについての知識を広げると共に、ディス

年間シラバス表挿入
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Reading/親と子のIlU係について考える

Discussion/良い親とは？

Reading/Listening/アメリカ､オーストラリアの学校

Ｗ｢iting/自分たちの教育環境

Discussion/LSメンバーを迎えて教育比較

Discussion/日本の鞍ff改善

Reading/Discussion/4人の意見への撹否

Discussion/教科以外に必要なもの

Reading/学校週５１｣制

Writing/戦育への提r;Ｔ
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Listening/学習方法とIHI題点
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Ｄｅ 

１９/IlomeSchooling 
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Reading/4人の意兄を銃んで、111分を振り返る

Reading/Discussion/情報をもとに､学習計画を立てる

Ijstcning/RoIePlay/ストレス解ill法

Writing/健康法

ReadinlEI/睡眠法

Reading/Discussion/良い話者､良くない話者

Writing/文化による述い

Discussion/スムーズな会話の方法

Ijstcning/様々なSm【,Ⅱtnlk

RolcPI〔Ly/個人的なニュースに応対

ReadinR/より良いilli行になるために

Writing/私のvalues

Reading/LisIening/様々な人の持つvalues
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ListCn ng/Discussion/結婚
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Ｌｉ他ａｎｄDeath
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ListcninR/Debato/ある城判を巡って

RapidRcading/刑､IF奴判の流れを図式化してみる

DataReading/Debale/死刑制度は廃止すぺきか

Reading/Debatc/安楽死･尊厳死の是非



２．ＧＣ２００３カンファランス

2.1.日程

アイスブレーカーキャンプの代替として、ベルゲンヘの船旅が企画された。快適な環境で、参加者

同士が互いに知り合うよい機会となったが、ホスト校にとっては費用的にかなりの負担になったので

はないか、と考えられる。

7７ 

６月７日（土） 2130 アバデイーン到着、この日はアパディーン泊

６月８日（日） 1300 

1５１５ 

集合、乗船

歓迎レセプション

６月９日（月） ０７００ 

0800 

0900 

1100 

1330 

2230 

ラーウィック到着

船上にて朝食

開会式（アンダーソン高校）

ラーウィック散策

ラーニングスクール４プレゼンテーション

｢ノローナ」号にてベルゲン（ノルウエイ）へ

６月10日（火） 900-1100 

1200-1430 

1500 

フィヨルド見学

ベルゲン散策

出航

６月11日（水） 0１００ 

1130 

1245 

1330 

ラーウィック到着

フォーラム：G1obalization

プレゼンテーション

昼食

ディスカッション

６月12日（木） 0900 

1400 

ディスカッション：CrimeandPunishment

スポーツ交流

６月13日（金） 0900 アイランド・アドベンチャー

Fairlsle／Foula／PapaStour／Skerries／Fetlar／Unst／Yell／ 

Whaslsay 

６月14日（土） アイランド・アドベンチャー

交流行事

６月15日（日） シェットランド散策

６月16日（月） 0930 

1730 

フォーラム：ValuesandCitizenship

ダンスと音楽

６月17日（火） 0900 

1900 

アイランドアドベンチャービデオ鑑賞

アバディーンに向けて出向



2.2.テーマ

ＧＣ２００３のテーマは以下の３つ。

①グローバリゼーション

②価値観

③犯罪と暴力

ＧＣ２ラウンド目の第一回主催国の決定が遅れたため、テーマも例年よりも半年遅れ(11月末）

の決定となった。しかし、４年次の当初から授業で扱ってきた様々なテーマと関連が多く、参加

生徒の負担にはならなかったようである。

2.2.1.グローバリゼーション

①参加生徒の取り組み

一言で「グローバリゼーシヨン」と言っても意味の広すぎる言葉なので、「日本が世界に向けて

行っていること」に焦点を当て、１１の項目（ＪＩＣＡ、ＮＧＯ、ＯＤＡ、企業の取り組み、留学、

平和、医療、等）について発表した。データを多く集め､パワーポイントでグラフや写真を見せ

ながらの発表で、世界におけるの日本の位腫づけを表現するように努力した。

②当日

地元のカレッジのホールにて。各校からのプレゼンはグローバリゼーションの影響を各国それ

ぞれの視点からとらえたもので、興味深かった。そのあと、ＡＨＳのヘイ氏が議長となり、全体

での討議となった。「将来、権力を握るのは？」との問いかけに、若者たちから力強い意見が聞け

たのは頼もしく感じたが、討議の時間が短く、まとまったディスカッションにならなかったのは

残念であった。

2.2.2.価値観

①参加生徒の取り組み

このテーマでは、GC2003の新しい企画として、ウェプページを使ってのディスカッションが

始まった。様々な価値観についての活発な議論のやりとりがあった後、カンファランスでは次の

５つのトピックについての発表、討論に絞られることとなった。

１）市民としての菰極的活動

２）野心vs・謙虚さ

３）家族・地域社会の精神

４）伝統

５）受容・許容・平等

メンバーは２人一組になって、各トピックについてリサーチを行い、ウェプ上でのディスカッ

ションにも秋極的に参加した。また、以上５つの観点を織り込んだ寸劇を準備し、現代日本の価

値観を表現しようとした。

②当日

このテーマの発表形態については、主催校からの連絡が二鱸三転し、結局シェットランドに着

いてからも日本グループで集まって準備をせねばならず、前日になってようやく仕上げることが

できた。用意してきた寸劇も発表する時間を与えられず、日本の生徒たちには不満が残った。

ウエブマスターの２名（ＧＣのＯＢ）からe-discussionの経過報告のあと、上記の５つのトビ
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ツクについて、各校の代表から短いスピーチ。スコットランド教育省のジョンストン氏の議長で

全体でのディスカッションが行われた。時間が足りず議論がし尽くせなかったところもあるが、

ジョンストン氏の巧みな識長ぶりで出席者の満足するディスカッションになった。このテーマを

来年の会議に持ち越すこと、各校でまとめた資料で今回発表し尽くせなかったものは、ウェブマ

スターがとりまとめ公表すること、が決まった。

2.2.3.犯罪と暴力

①参加生徒の取り組み

日本の高校生を取り巻く様々な本件についてリサーチし、本校の発表を「出会い系サイト犯罪」

に決定した。発表はニュース番組仕立ての寸劇。本校生徒対象のアンケートを実施したり、携帯

電話の会社へインタビューに出向いたりして情報を集め、今の日本特有の現象とも言える「出会

い系サイト」を紹介し、問題の解決策にも言及した。

②当日

このテーマは､従来通りのプレゼン→ディスカッションの形式で進められた｡寸劇やビデオで、

各国における犯罪、裁判、処飼の様子が示され、問題点や解決策が提示された。その後、小グル

ープに分かれてのディスカッション。日本の最近の或件や死刑制度にも関心が寄せられた。時間

が短く、参加者が議論し尽くせなかったのは残念だった。

３．グローバル・クラスルーム参加者アンケート（抜粋）

3.1．フォーラムについて

AGlobalization 

①プレゼンテーション、ディスカッションの準備で工夫したこと、うまくいったこと、苦労し

たこと

・他の国に日本の現状を知ってもらいたかった。とにかく金持ちの国だと思われていたり、

人的支援（ボランティアなど）をしない等と思われているが、実際は違っていたり、実行が

困難であることを知ってもらいたかった。

．なるべく視覚に訴えるようにした．データを多く取り入れた。ディスカッションは、自分

の意見をまとめるように努めた。プレゼンは最終的には完成状態に持っていけてよかった。

・パワーポイントを使ってグラフや写真を見せながら発表することで、よりよく伝わった.

・ディスカッションの練習では､当日質問されそうなことを中心にしたが､日常会話とは違っ

て、自分の言いたいことを伝えるのに苦労した。

・１１の内容を示したことで世界の中の日本の位極づけをはっきり表せたと思う。

・事前にディスカッションを一番多くしたテーマだったので、自分自身の見解も深まり、さ

まざまな事象を多面的に見られるようになった。’

。特に「平和」の項目で、日本の政府側の意見ではなく、私達一般の国民の意見を聞いても

らえるように工夫したのが良かったと思う。

②当日の感想

.一番初めのフォーラムだったので、どんな場所でするのか、他の国はどんなことをするの

か、と少し緊張したけれど、小さなところで安心した。シェットランドの発表は、今考えた

ばかりなのじゃないかと思うほど短かった｡ディスカッションでは､まず聞き取りに困った。
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みんなとても早口だし、次から次へ話すので、意味を考えているうちに自分の意見をまとめ

る暇がなかったり、やっと考えがまとまって言おうとしたときには、話がどんどん流れてい

てぜんぜん聞けていなかったり、思った以上に大変だった。日本に話が振られたときにも、

そのことにさえ気づかなかった。

・プレゼンは成功したと思う。多くの人からほめられた。ディスカッションは、最初である

せいもあって、何を言っているのかほとんどわからなかった。せっかく準備していったのに

会話に参加できなかったことが非常に悔しい。英語能力を高める必要があると砿信した。

・ディスカッションの形式が想像とまったく違っていて驚いた。授業中でも自分から手を挙

げて発言することの少ない私たちには、最もやりにくい形式だった。最初のディスカッショ

ンで緊張していたというのもあるかもしれないが、何か発言したかった、と後悔している。

・どの国も色々な視点からG1obalizationについて考えていた。日本の製品が話題にのぼる

ことも多く、日本という国を客観的に見ることができた良い機会だった。発表も大成功だっ

たと思う。全ての場において言えたことだけれども、意見交換の時間などでは、他の国のメ

ンバーが自分の意見をしっかり持っていることに驚いた。日本の事を詳しく聞かれて答えら

れない自分が恥ずかしかった。

．うまいタイミングを見つけて手を挙げることができなかった。非常に悔しい。→何かを思

いついたら、すぐ手を挙げるべし！

・グローバリゼーションの話は、アメリカの存在を無視してはできないと思った。

・ディスカッションがチェアー対参加者全員で、一つの話題について全員で考えることがで

きるという長所はあるが、意見を言う機会と人数が大幅に減るという短所がある。このフォ

ーラム自体はＧＣで今後何をしていくべきかを話し合うことができて良かったと思う。

Ｂ・Crime，Violence，andPunishlnent

①プレゼンテーション、ディスカッションの遡備で工夫したこと、うまくいったこと、苦労し

たこと

．まず、どんな犯罪を話題とするかにものすごく時間をかけた。みんなで、今日本で大きく

取り上げられている犯罪を出していって何度も話し合った。その甲斐あって、「出会い系サイ

ト」という日本にしかない、ものすごく興味深いプレゼンが出来たと思う。ニュース風にし

たというのも工夫した点の－つだと思う。

・準備当初から取り組んだテーマで、スムーズにいった。

・見て楽しめるようなものになるように工夫した。出会い系サイト、特に携帯電話を使った

ものは、まだ日本にしかないだろう、しかし、そのうちにきっと海外でも起こる問題ではな

いかと思い選んだ。このスクリプトの英訳をするのが何よりも大変な仕事だった。難しい単

語ばかりで、硬い話だったから‘その分、本番はかっこよく決められたので満足はできた。

資料もいろいろ持っていったけど使わなかった。使う時間もなかったが、使える雰囲気でも

なかった。

・プレゼンは劇形式にした。データや画像、ビデオを多く取り入れた。ディスカッションの

ためにはデータを多く準備してさまざまなテーマで話し合った。プレゼンは余裕を持って仕

上げられた。

・ビデオ撮影やパワーポイント作成、せりふ覚えなど､準備は大変だった。
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．実際に携帯電話の会社に行き、犯罪を防ぐ対策としてどのようなことをしているかなどイ

ンタビューをした。資料の英訳が大変だった。

、テーマが具体的で、身近なものだったので、やりやすかった。しかし、使う単語は難しい

ものが多く、授業で扱われなかったら、厳しかったと思う。

②当日の感想

・ディスカッションで私のグループでは、ずつとdeathpenaltyの話だった。ＧＣの中で死

刑を行っているのは日本だけなので、いろいろ聞かれた。周りの人たちに「deathpenalty

の代わりに何があるのですか？」と聞いても、みんな「知らない」と言った。

・ドイツの発表形式がとてもおもしろかった。実際にその場で「こんな場面ではあなたなら

どうしますか？」と言ったような、みんなが参加出来る形のプレゼンになっていて、見てい

て退屈しなかった。私達の発表も、とても評判がよかった。問題を提示するだけではなく、

じゃあどうやったら解決するか？という案を示したのが良かったのではないかと思う。

・プレゼンを劇形式にしたのは、ただ説明するだけよりも聴衆に対してはるかに効果的だと

思う。他の国はパワーポイント等の使い方が上手だと思った。

・少人数のディスカッションで十分に発言でき、各国のことをいろいろ知ることができた。

時間が短かったのが残念。

ValuesandCitizenship 

プレゼンテーション、ディスカッションの準備で工夫したこと、うまくいったこと、苦労し

たこと

．なんと言っても､私たちが日本で準備したものがほとんど使えなかったことが残念だった。

自分が調べてきたことの４分の１も発表できなかった。－組ずつに質問されると聞いていた

ので、されるだろうと思われる質問も前の日から考えていたけれど、結局されなかった。

・劇は、わかりやすく面白くした。予定の変更で、結局発表は出来なかったけれど、日本人

の価値観を劇でわかりやすく発表しようという試みはよかったと思う。発表出来なかったの

が本当に残念。

・急な変更のため、あせって資料だけ集めて、プレゼンの文章は飛行機の中で作った。今思

うとかなりぎりぎりだった。校内でアンケートをとって作成したグラフがあまり役に立たな

くて残念。

・燈後までプレゼンの形式が暖昧だったのがよくなかった。２人で調べて発表内容を考える

のは、少ない時間の中では大変だった。最も苦労したテーマだった。また、それぞれのテー

マも抽象的で、何を発表すればいいのかわかりにくかった。

・実質的に家で作業をすることが多く、パートナーとはe-mailでやり取りをした。外国人労

働者を扱ったが広範囲でデータも多く、ひとつのプレゼンにまとめるのは大変だった｡構成、

内容も一人で考えることが多くかなりきつかったが、全体のディスカッションは参考になっ

た。プレゼンは自分の考えを多く出すようにした。英・日対訳の本を借りるなどして、ディ

スカッションに備えた。

・２人で資料を集めたり英訳したり、大変だった。校内の生徒にアンケートをとって、結果

を取り入れた。

Ｃ、

① 
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②当日の感想

・webmasterが今までのネット上でのディスカッションをうまくまとめていて感心した。同

じくらいの年齢の人たちとは思えなかった。

・発表形式などが大幅に変わったけれど、どうにか間に合って無事に終わることが出来た。

あんなに大勢の前で、しかも英語で話すのは本当に緊張したけれど、いい経験になったと思

う。内容全てを理解することは出来なかったけれど、他の国の意見がたくさん聞けて興味深

かった。・

・全体のディスカッションで発言でき、他の国の人ともデータを交換できてよかった。この

ように発言できたのは、事前のデータ収集と、ディスカッションを重ねたおかげだと思う。

・大人数でのディスカッションだったが、席が近くの人と話す機会を設けていて、全体の場

，でも意見を言いやすくなり、良かったと思う。このフォーラムのトピックを来年も続けるこ

とになったのは良いと思う。

3.2.ＦｉｅｌｄＴｒｉｐについて

①ベルゲン旅行について

・ベルゲンでの観光よりも、船の上でのアイスブレーカーや、部屋の人と話すほうが楽しかっ

た。３時間しかいないというのも、せっかく行ったのにもったいないと思った。

・フェリーでいろんな人と話す機会が多くもてたのはよかったが、実際に街を見て回る時間が

少なすぎた。

・景色がとてもきれいなところだった。ただ、来た意味がないと思った。

・部屋のメンバーがそれぞれみんな違う国の人達だったので、仲良くなる良い機会だった。船

も、色々な娯楽施設があって過ごしやすかった｡

．あまり良い活励とは言えない。ＧＣは観光旅行ではないから。

②IslandAdventureについて

・小さなグループだったので全員と仲良くなれたし､島もきれいだったので､一番楽しかった。

やっぱり、小さなグループのほうが友達になりやすくていいと思う。ほぼ一日、何をするとも

決まっていない中で時間が過ぎるので､いろんな話もできたし､冗談も言えるようになったし、

遊びでも本気で笑ってばかりいた。一気に友達が増えた。

・自分たちでストーリーを考えてビデオを制作したり、みんなで協力してご飯の用意をしたり

することで、他の国のメンバーともすごく仲良くなれた良い旅だった。小さいグループに分か

れて観光することで、自分の意見も言いやすいし、友達を作りやすかった。

.みんなと交流するのによい機会だった。歴史にも触れることができてよかった。

・友達ができる一番いい機会だった。英語のレベルの高さに苦戦したが、英語が一番上達した

一日だった。

③島内観光について

.とにかく歩いた一日だった。海岸はものすごくきれいだったけれど、せっかくの日暇日だっ

たので、ホストと過ごす時間にした方が良かったのではないかと思う。

・聞いていた以上にハードで疲れたが、シェットランドらしさを味わうことができた。

④その他

・フィールド・トリップが多すぎると思う。この分ディスカッションにまわせばよかった。ま
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た、ホストとの時間にも。

・観光等とても楽しかったが、そのためにディスカッションの時間が短くなるのなら、なくて

もよかった。

・シェットランドの自然には感鋤した。

・プログラムが多すぎて窮屈になり、ホストと過ごす時間がなくなってしまった。予算を使い

すぎて、参加者に配るはずだったＴシャツなどの予算がなくなったりした。

3.3．その他のイペントについて

①ＭｕｓｉｃａｎｄＤａＩｌｃｅについて

・大きな会場で出来たので踊りの面でも困ることばなかった。ホストの人も見に来てくれてい

てとてもうれしかった。伝統的な踊りをいくつか紹介していた国もあったので、その時になっ

て、やっぱり私達も盆踊りなどの昔から親しまれている踊りを一つ入れておけば良かったと思

った。

・曲の編集などかなり時間がかかって大変だった。でもいいものができてよかった。日本の古

風なものをやるのではなく今の日本の音楽や踊りを紹介したかったからそれが伝わっていたら

嬉しい。

・他の国のパフォーマンスを見るのもとても楽しく、盛り上がった。音楽やダンスは国を越え

て楽しめるのですばらしいと思う。

・伝統的なものをしないので不安だったが、好評だった。

グローバル・クラスルームをよりよいものにするために

改善すべき点

・フォーラムの時間が少なかった。ＧＣの本来の目的は交流だけでなく話し合いにあるので、

増やしたほうがいい｡自分たちがしてきたものをすべて出し切れないまま終わってしまうのは、

いやだ。

.もう少しゆとりのあるスケジュールでも良かったのではないかと思う。色んなところに行っ

たりする事が出来てもちろん楽しかったけれど、あまりにもホストと過ごす時間が短すぎた。

また、プレゼンをしてもその後のディスカッションの時間が十分にとれていなかったので、も

っとゆっくり話し合う時間を持ってもいいと思う。また、文化紹介を個人個人でやるのではな

く、MusicandDanceのように時間をとってやったら、もっとお互いの国をよく知ることが出

来て良いと思う。

・参加校の中にアメリカがないと、globalといえない気がする。アメリカがいないから話せる

こともあるが、いないと広がらない話もある。アジアの国がもう少しあってもいいと思う。

・スケジュール、発表形式を急に変えるのはフェアじゃないと思う。英語をうまく話せる人に

はどうってことのないことでも、私たちにはすごく大変なことだった。

・発表形式などの変更の連絡が遅いことが良くなかったと思う。せっかく用意していたのにむ

こうでそれを発表できず無駄になったものが数々あった。そういう点を改善していくべきだと

思う。あと、国によって取り組みの姿勢がちがうのは良くないと思う。

・フォーラムのある日は、他の予定を入れずに集中してやるべき。

・各国ともしっかりと充実した発表を準備してくるべき。

3．４． 
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・ディスカッションを少人数に。

．特にG1obalizationでは、テーマが広すぎて十分討論できなかった。テーマを絞ったほうが

準備もしやすい。

・各国のCulture紹介をすべき。３つのフォーラム＋文化紹介でより互いの国を知ることがで

きたと思う。

・情報伝達を早く。（プレゼン、ディスカッションの形態）

・学校間のコミュニケーションをもつと密にする。Ｗｅｂを有効に使うことで解消できる問題。

・時間厳守。

②残すべき点

・アイランド・アドベンチャーのような、少人数で－日過ごすと言うイベントは、友達を作っ

たり交流したりするうえで、とてもいいプログラムだったと思う。

・少人数でディスカッションしたのは意見が言いやすくてよかったと思う。これからもそうい

う場はあるべきだ。

・テーマを３つにすること。

・Music＆Dance、各パーティー、スポーツ交流

・Music＆Dance！どうでもいいように思われるかも知れないが、かなり大事。異文化共存の時

代の僕たちの社会の理想像を見たようだった。

3.5.グローバル。グローバル・クラスルームに参加したことで、自分の役に立っていること、今後役に立つと思わ

れること

・日本文化をもつと学ばなければいけないと思った。現地に行くと、日本の文化は外国の文化

とは違うものだと実感する。その中で自己を保つためには、日本人としての心をかくりつさせ

ておくべきである。流されているのが交流ではない。

・日本は唯一アジアからの参加国であり、文化も考え方も違う点がたくさんあって、それを実

際に肌で感じ学べたことはとても意義のあることだと思う。

．実際に使える英語をもつと学びたいと思った。この５年間何してきたんだろうと自信をなく

したくらい、自分の英語力のなさが嫌になった。また、いろんな国のメンバーの意見を聞くこ

とで、一つの点から物をみるのじゃダメだと思った。視野が少し広がった。

・視野が広くなったこと。日本にいるときから、たくさんのディスカッションをする中で、自

分の考えが一般的だと思っていたことがひつくり返って驚くと同時に、そんな意見もあるのだ

と考えの幅が広がった。

・プレゼンやディスカッションの準備を通じて知識も増えたし他の国のプレゼンを見て、い

かに聴衆をひきつけるか、上手なプレゼンの方法などを学べた。

・やり遂げることができたと言う達成感から、自信を持つことができた。

・日本人は、私も含め特に、一人前になるように努めなければいけないと思う。現地では多く

の人々が私たちを助けやさしくしてくれた。やさしくされるばかりであることが、少し不満に

感じられる。対等に話し合える日が来るように、自立する必要がある。

・積極的であること。

・将来を考えるよい機会となった。ＧＣに参加して､世界はひとつであることを改めて感じた。

その世界のために自分ができることを探したい。絶対に世界に貢献したいと思った。

8４ 



・他の国の人と友達になって、「異｣と｢同｣を知った。育つ環境が違うから価値観も常識も異な

る。一方で、ユーモアや踊りを楽しむ感覚は同じなのだ。この両面を知ったことで、国際社会

の中で人間関係をどう築いていくかということをなんとなく学べた。

．「国｣という枠組み、肌の色、文化や言葉の違いを越えて、理解し協力し合うことの大切さを

学んだ。

責任を持つことの大切さを痛感した。
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け
の
か
の
ど
く
し
や
く

月
艇
一
木
総
ｆ
麹
》
鍵
フ
ニ
随
距
二
翰
身
》
鎖
一
・
（
李
白
・
月
下
独
酌
）

〈
月
既
に
飲
を
解
せ
ず
影
徒
ら
に
我
が
身
に
随
ふ
〉

《
だ
が
月
は
な
に
し
る
酒
を
飲
む
こ
と
の
境
地
を
解
せ
ず
、
影
法
師
は
た
だ
む

な
し
く
わ
が
身
に
つ
き
ま
と
う
だ
け
で
あ
る
。
》

然
し
ド
モ
制
ニ
セ
ラ
レ
デ
於
官
寺
一
一
一
、
寛
二
不
し
能
ハ
レ
有
ル
レ
為
ス
。

然
し
ド
モ
今
卒
一
一
困
一
一
シ
ム
於
此
一
一
一
。
（
史
記
）

し
か

つ
』
こ
こ
く
ら

〈
然
れ
ど
凸
ｂ
今
卒
に
此
に
困
し
む
。
〉

《
し
か
し
な
が
ら
今
、
結
局
こ
こ
で
苦
し
ん
で
い
る
。
》

㈹
然
ラ
バ
則
子

（
し
か
ラ
バ
す
な
は
チ
）

［
そ
う
だ
と
す
れ
ば
］

用
一
テ
レ
此
亨
観
レ
ル
ニ
之
亨
、
然
一
プ
バ
則
子
人
之
性
〈
悪
ナ
ル
コ
ト
明
ラ
ヵ
ナ
リ
笑
。

Ｕ
●
ん
し

（
筍
子
）

既
二
得
一
プ
レ
随
ヲ
復
夕
望
ム
レ
蜀
：
〈
十
八
史
略
）

す
で
ろ
う
丈
ま
し
ょ
く
の
ぞ

く
既
に
髄
を
得
て
復
た
蜀
を
望
む
．
〉

《
髄
の
地
を
手
に
い
れ
て
し
ま
う
と
さ
ら
に
ま
た
蜀
の
地
が
ほ
し
く
な
る
。
》

５
「
す
で
二
」

既
―
―
・
巳
一
一

６
二
字
の
熟
語

（
十
八
史
略
）

し
か

か
ん
じ
せ
い
・

つ
ぴ
な
め
あ
だ

〈
然
れ
ど
も
富
寺
に
制
せ
ら
れ
て
、
覧
に
為
す
有
る
能
は
十
・
〉

《
し
か
し
な
が
ら
、
官
官
に
制
約
さ
れ
て
結
局
は
何
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
》

と
髄
む
字も
は
や
。
す
で
に
。
…
…
し
た
上
に
。

現
に
…
…
し
た
。
…
…
し
て
か
ら
。

仰
是
ヲ
以
一
テ

（
こ
こ
ヲ
も
つ
テ
）

［
こ
う
い
う
わ
け
で
］

吾
得
デ
レ
罪
ヲ
答
ウ
タ
ル
ル
ー
ー
常
一
一
痛
メ
リ
。
今
母
之
力
不
レ
能
ハ
レ
使
レ
ム
ル

痛
〆
。
是
亨
以
テ
泣
ク
。
（
赫
鐡
）

わ
れ
つ
み
え
⑥
ち

つ
脳
い
角

小
魚

〈
吾
罪
を
得
て
誓
う
た
る
る
に
常
に
痛
め
り
。
ム
ィ
母
の
力
痛
め
し
む
る
能
は
ず
。

こ
こ
も
つ
年

是
を
以
て
泣
く
。
〉

《
私
は
悪
い
こ
と
を
す
る
と
母
上
に
鞭
で
打
た
れ
ま
し
た
が
、
い
つ
も
痛
く
感

じ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
、
い
つ
も
の
よ
う
に
痛
く
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
〈
母

上
が
お
衰
え
に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
）
こ
う
い
う
わ
け
で
泣
い
た
の
で
す
。
》

名
馬
が
世
の
中
に
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
》

こ
れ
も
つ
こ
れ
み

し
か
十
年
砲

せ
い
▲
く

ら
０

〈
此
を
用
て
之
を
観
る
に
、
然
ら
ぱ
則
ち
人
の
性
は
悪
な
る
一
』
と
明
ら
か
な

、ソｏ〉

《
以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
そ
れ
な
ら
ば
人
の
本
性
が
悪
で
あ
る
こ
と
は

明
か
で
あ
る
。
》

③
於
テ
レ
是
二

（
こ
こ
一
一
お
い
テ
）

［
そ
こ
で
・
こ
の
と
き
に
］

於
デ
レ
是
二
項
王
乃
チ
欲
ス
ー
ニ
東
ノ
ヵ
タ
渡
ニ
ラ
ン
ト
烏
江
ラ
ー
。
（
史
記
）

こ
こ
必
い
こ
う
幻
う
ぐ
と
は

う
こ
う
わ
定

価
の

〈
是
に
於
て
項
王
乃
ち
東
の
か
た
烏
江
を
渡
ら
ん
と
欲
す
。
〉

《
そ
こ
で
項
王
は
東
に
向
か
っ
て
烏
江
で
（
長
江
を
）
渡
ろ
う
と
し
た
。
》

②
然
ル
後
二
・
而
ル
後
二

〈
し
か
ル
の
ち
一
一
）

［
…
…
し
て
は
じ
め
て
。
…
…
し
て
こ
そ
］

か
ん
の
ざ
っ
せ
つ

世
二
有
ニ
リ
デ
伯
楽
一
、
然
ル
後
二
有
り
一
一
千
里
ノ
馬
一
。
〈
韓
愈
・
雑
説
）

上
ば
く
ら
く

し
か
の
ち

（
世
に
伯
楽
有
り
て
、
然
る
後
に
千
里
の
馬
有
り
。
〉

《
世
の
中
に
名
馬
を
見
分
け
る
名
人
が
い
て
は
じ
め
て
、
一
日
に
千
里
も
走
る
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③
の
例
文

過
チ
デ
而
不
レ
改
〆
、
而
；
又
久
レ
シ
ゥ
ス
之
：
（
塗
鹿
）

ん
や
■
お
ら
た

し
か
う
山
た
こ
ｈ
ひ
さ

〈
過
ち
て
改
め
ず
、
而
Ｉ
）
て
又
之
を
久
し
う
す
。
〉

《
過
失
を
犯
し
て
も
改
め
る
こ
と
な
く
、
そ
の
上
さ
ら
に
長
く
犯
す
。
》

②
の
例
文

壮
士
能
ク
復
夕
飲
ム
平
。
（
史
記
）

そ
う
し
上
立

〈
壮
士
能
く
復
た
飲
む
か
。
〉

《
壮
士
よ
も
う
一
度
飲
む
こ
と
が
で
き
る
か
。
》

、
の
例
文

不
峰
し
鍵
し
人
．
者
〈
、
人
雫
述
十
二
敢
ヘ
ー
ァ
欺
勤
一
．

〈
人
を
欺
か
ざ
る
者
は
、
人
も
亦
敢
へ
て
欺
か
ず
。
〉

《
人
を
だ
ま
す
こ
と
の
無
い
人
は
、
相
手
の
人
も
ま
た
自

ま
し
た
り
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
》

(3) (2) (1)３ 

ま
た
（
こ
の
人
が
）
み
ん
な
の
中
で
は
最
も
年
長
者
で
あ
る
。
》

《
酒
を
飲
む
量
が
少
し
で
あ
っ
て
も
簡
単
に
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
し
ま
い
、
そ
し
て

復
夕

「
ま
た
」
と
懸
む
字

亦
（
ま
た
）
…
「
そ
ま
た
」
と
い
う
あ
だ
名
が
あ
る
。

又

［
…
も
ま
た
、
同
機
に
］

（
ま
夕
）
…
「
ま
た
ま
た
」
と
い
う
あ
だ
名
が
あ
る
。

［
も
う
一
度
、
二
度
、
再
び
］

（
ま
た
）
…
「
さ
ら
ま
た
」
と
い
う
あ
だ
名
が
あ
る
。

〔
さ
ら
に
、
そ
の
上
］

相
手
の
人
も
ま
た
自
分
と
同
じ
よ
う
に
だ

〃
ん
し
ば
ん
ろ
く

〈
言
士
心
晩
録
）

な
ど
し
し
史
が

１
－
セ
ワ
』
と

つ
ひ
。
ご

〈
惑
ひ
て
師
に
従
は
ず
ん
ぱ
、
其
の
惑
ひ
為
〆
〕
や
、
終
に
解
け
ず
。
〉

《
思
い
惑
っ
て
い
る
の
に
、
師
に
つ
い
て
学
ば
な
け
れ
ば
、
そ
の
惑
い
は
最
後

ま
で
解
決
し
な
い
。
》

せ
ん
せ
い
し
ん
厄
ら
ん
さ
さ
い
し
ゆ
う
こ
ん
ひ
ぜ

こ
ば
つ
な
よ
う
合

立

〈
先
世
秦
時
の
乱
を
避
け
、
妻
子
邑
人
を
率
ゐ
て
、
此
の
絶
境
に
来
た
り
、
復

つ
ひ
以
い
じ
ん
印
ん
か
く

た
出
で
ず
。
遂
に
外
人
と
間
隔
せ
、
ソ
。
〉

《
先
祖
が
案
の
時
代
の
混
乱
を
避
け
、
妻
子
や
村
人
を
引
き
連
れ
て
こ
の
人
里

離
れ
た
土
地
に
や
っ
て
き
て
、
二
度
と
外
に
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
ま
ま
外

部
の
世
界
の
人
達
と
行
き
来
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
》

②
の
例
文

惑
ヒ
デ
而
不
レ
ン
パ
従
ハ
レ
師
一
一
、
其
ノ
為
ル
レ
惑
と
也
、

い
の
②
の
例
文

先
世
避
ケ
ニ
秦
時
ノ
乱
ヲ
一
、
率
ニ
ヰ
デ
妻
子
邑
人
７
－
、
来
二
ク
リ
此
ノ
絶

境
一
一
一
、
不
二
復
夕
出
デ
ー
焉
。
遂
二
与
二
外
人
一
間
鍔
澳
恕
と
，
；
ん
：

ｍ
の
①
の
例
文

乃
チ
放
レ
チ
ー
ァ
馬
亨
而
随
ヒ
レ
之
一
一
、
遂
一
一
得
レ
ク
リ
道
亨
。
（
噸
傘
予
）

す
と
は

秘
な
こ
れ
し
角
夢
つ
ひ

え

〈
乃
ち
馬
を
放
ち
て
之
に
随
ひ
．
遂
に
道
を
得
た
り
。
〉

《
そ
こ
で
馬
を
放
し
て
そ
の
あ
と
か
ら
つ
い
て
行
っ
た
結
果
、
道
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
》

(2) (1) 

４
「
つ
ひ
二
」
と
醗
む
字

終
二
・
卒
二
・
寛
二
結
局
・
と
う
と
う
・
最
後
ま
で

遂
二
①
か
く
て
．
そ
の
結
果

②
そ
の
ま
ま

と
う
え
ん
め
い
と
う
シ
〃
ん
の
は

（
陶
淵
明
・
桃
花
源
記
）

終
一
一
不
レ
解
ヶ
笑
。

い
ん
卓
し
の
せ
つ

（
韓
愈
・
師
説
）
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⑤
の
例
文

④
の
例
文

平
明
、
漠
軍
乃
チ
覚
ル
レ
之
ヲ
。

へ
い
あ
い
か
ん
ぐ
ん
丁
と
麓
。
』
仇
さ
と

く
平
明
、
漠
軍
乃
ち
之
を
覚
る
。
〉

③
の
例
文

②
の
例
文

当
ニ
ニ
キ
ー
ー
改
メ
レ
過
チ
ワ
自
新
ス
ー
、
乃
チ
益
騎
溢
ス
。
（
史
記
）

■
さ
あ
や
父

Ｕ
し
ん

Ｔ
圧
迂
立
寸
な
十
ｔ
と
う
い
つ

く
当
に
過
ち
を
改
め
自
新
す
べ
き
に
、
乃
ち
益
鏑
溢
す
。
〉

《
過
ち
を
改
め
出
直
す
の
が
当
然
で
あ
る
の
に
、
か
え
っ
て
ま
す
ま
す
勝
手
気

ま
ま
に
な
っ
た
。
》

①
の
例
文

至
レ
レ
パ
拝
一
一
ス
ル
ニ
大
将
亨
一
乃
チ
韓
信
也
。
一
軍
皆
驚
ク
。
（
史
記
）

は
い

い
た
寸
危
は
か
ん
も
ん

み
こ
詞
ど
ら

〈
大
将
を
拝
す
る
に
至
れ
ば
乃
ち
韓
信
な
り
。
一
軍
皆
驚
く
。
〉

《
い
よ
い
よ
大
将
が
任
命
さ
れ
る
と
、
な
ん
と
思
い
が
け
ず
も
韓
信
で
あ
っ
た
。

全
軍
の
人
々
は
皆
驚
い
た
。
》

堯
ノ
子
丹
朱
〈
不
肖
ナ
リ
。
乃
チ
薦
ム
ー
ー
舜
ヲ
於
天
二
一
。
（
十
八
史
略
）

■
よ
う
ご
た
ん
し
●
ふ
し
よ
う

〈
麹
の
子
丹
朱
は
不
幽
門
な
り
。
蝿
ち
轍
を
萢
に
癖
む
。
〉

《
帝
王
兜
の
子
の
丹
朱
は
す
ぐ
れ
た
人
物
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
（
尭
帝
は
）

舜
を
天
子
と
し
て
推
薦
し
た
。
》

(3) 

呂
公
／
女
ハ
乃
チ
呂
后
也
。
（
史
記

：
；
早
め
十
：
！
こ
う

〈
呂
公
の
女
は
乃
ち
呂
后
な
り
。
〉

《
夜
明
け
方
、
漠
軍
は
や
っ
と
こ
れ
に
気
づ
い
た
。
》

乃
子

④③① 

そ
こ
で
②
か
え
っ
て

な
ん
と
（
思
い
が
け
ず
）
・
意
外
に
も

や
っ
と
・
わ
ず
か
に
⑤
…
…
』

（
史
記
） （
史
記
）

こ

そ

①
の
例
文

と
う
え
ん
あ
い
と
う
か
げ
ん
の
８

林
尽
キ
ー
水
源
二
一
、
便
チ
得
一
一
タ
リ
一
山
ヲ
一
。
（
陶
淵
明
・
桃
花
源
記
〉

江
や
し
す
い
げ
ん
つ
す
な
ば
眠
ら
さ
ん
几

〈
林
水
源
に
尽
き
、
便
ら
一
山
を
得
た
り
。
〉

《
林
が
水
源
の
所
で
尽
き
て
い
た
か
と
思
う
と
、
そ
こ
に
山
が
あ
っ
た
。
》

②
の
例
文

飲ムニト少ナクシデ輌チ酔上、而シデ年又最そ高シ理うようし・，
①（５） 
の

翌＄１１
②① 

②
の
例
文

匡
廠
〈
便
チ
是
し
逃
し
ｆ
ノ
名
ワ
地
。

梵
く
ｂ
よ
い

（
白
居
易
・
香
厘
峰
下
新
卜
一
一
山
居
一
草
堂
初
成
偶
題
一
一
束
壁
一
）

Ｂ
よ
う
ら
十
伝
ぱ
こ

の
邸

〈
匡
魔
は
便
ち
是
れ
名
を
逃
る
る
の
地
。
〉

《
嵐
山
の
あ
た
り
は
と
り
も
な
お
さ
ず
世
間
的
な
名
利
の
念
か
ら
逃
れ
る
の
に

絶
好
の
地
だ
。
》

(4) 

出
デ
デ
望
見
ス
レ
バ
、
柳
チ
引
キ
レ
車
ワ
避
ヶ
匿
ル
。
（
十
八
史
略
）

い
Ⅲ
う
け
ん

す
じ
比
し
や
ひ
８
ひ
く

く
出
で
て
望
見
す
れ
ば
、
轍
ち
車
を
引
き
避
け
匿
る
。
〉

《
出
か
け
て
遠
く
か
ら
姿
を
見
れ
ば
、
そ
の
た
び
に
い
つ
も
車
を
引
き
返
し
て

避
け
隠
れ
た
。
》

《
呂
公
の
娘
こ
そ
、
つ
ま
り
呂
后
で
あ
る
。
》

寸
な
雄
よ
し
い
う
」
」
し
●
（
た
凸
Ｄ
Ｃ
Ｌ
』
も

〈
飲
む
一
」
と
少
な
く
し
て
鰯
ち
酔
ひ
、
而
し
て
年
又
最
も
高
し
。
〉

便
予
①
す
ぐ
に
・
た
や
す
く

②
と
り
も
な
お
さ
ず
。
つ
ま
り

そ
の
た
び
に
い
つ
も

す
ぐ
に
・
た
や
す
ぐ

斜
う
よ
う
し
◇
う
す
い
弘
う
て
い
の
凸
、

（
欧
陽
修
・
酔
公
調
亭
記
）

2５ 



②
の
例
文

弟
子
入
り
テ
ハ
則
子
孝
、
出
一
テ
デ
ハ
則
チ
弟
。
（
論
語
）

①
の
例
文

学
ビ
デ
而
不
レ
レ
パ
思
ｆ
則
チ
間
〃
、
思
ヒ
デ
而
不
レ
レ
パ
学
パ
、
則
チ
殆
シ
・

（
論
語
）

十
な
肱
く
ら

▲
や
ふ

く
学
び
て
思
は
ざ
れ
ぱ
、
則
ち
問
く
、
思
ひ
て
学
ぱ
ざ
れ
ぱ
、
則
ち
殆
し
。
〉

《
学
問
を
し
て
自
分
で
考
え
な
け
れ
ば
、
理
解
で
き
ず
、
考
え
て
も
き
ち
ん
と

学
問
を
し
な
い
な
ら
、
そ
の
勉
強
は
あ
ぶ
な
っ
か
し
い
。
》

(1) 

而
は
置
き
字
の
例
（
逆
接
）

心不レレパ在ラレ焉一一、視レドモ而不レ見二、穂ケドモ而不レ澗毛》。
（
大
学
）

＆
＆
め

げ（
６
 

〈
心
焉
に
在
ら
ざ
れ
ぱ
、
視
れ
ど
も
見
え
ず
、
聴
け
ど
も
聞
壱
》
え
ず
。
〉

《
放
心
状
態
で
い
れ
ば
、
目
で
は
見
て
い
て
も
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
見
分
け
ら

れ
な
い
。
耳
で
は
聞
い
て
い
て
も
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
聞
き
分
け
ら
れ
な
い
。
》

２
『
す
な
は
子
」
と
読
む
字

読
書
百
通
ニ
シ
デ
而
義
自
ラ
見
ハ
ル
。
〈
勢
議
）

ど
く
し
＆
ひ
午
っ
ぺ
ル

ヴ
幻
の
う
か
あ
ら

く
読
書
百
週
に
し
て
義
自
ら
見
は
る
。
〉

《
何
回
も
繰
り
返
し
て
読
め
ば
意
味
の
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
お
の
ず
か
ら
わ

か
る
の
で
あ
る
。
》

而
は
置
き
字
の
例
（
順
接
）

《
陛
下
は
兵
士
の
大
将
と
な
る
こ
と
は
お
で
き
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
立
派
に
大

将
の
大
将
と
な
ら
れ
ま
す
。
》

則
子
・
斯
子
①
…
…
た
ら
（
な
ら
）
・
…
…
と

②
…
…
す
る
と
き
・
…
…
の
場
合
は

③
の
例
文

先
シ
ズ
レ
パ
即
チ
制
シ
レ
人
亨
、
後
ル
レ
パ
則
チ
為
姥
二
人
ノ
所
卜
｜
し
制
ス
ル
。

（
史
記
）

Ｓ
Ｄ
 

Ｔ
を
は

せ
い
幻
く

す
唾
ば

と
こ
ろ
②

〈
先
ん
ず
れ
ば
即
ち
人
を
制
し
、
後
る
れ
ぱ
則
ち
人
の
制
す
る
所
と
為
る
。
〉

《
人
よ
り
先
に
手
を
下
せ
ば
、
相
手
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
人
に
後
れ

て
や
る
と
、
人
に
支
配
さ
れ
る
。
》

②
の
例
文

是
レ
処
レ
ス
ル
旅
一
一
之
道
一
一
シ
ヂ
、
即
チ
渉
ル
レ
世
亨
之
道
也
。
（
割
隷
鎌
）

二
た
び
し
と

み
も

寸
な
睦
上
わ
角

〈
是
れ
旅
に
処
す
る
の
道
に
し
て
、
即
ち
世
を
渉
る
の
道
な
り
。
〉

《
こ
れ
こ
そ
旅
を
う
ま
く
や
っ
て
い
く
方
法
で
あ
り
、
と
り
も
な
お
さ
ず
世
の

中
を
う
ま
く
生
活
し
て
い
く
方
法
で
も
あ
る
。
》

②
即
チ
①
す
ぐ
に

②
と
り
も
な
お
さ
ず
．
つ
ま
り

③
…
…
た
ら
（
な
ら
）
・
…
…
と
（
「
則
」
に
同
じ
）

①
の
例
文

張
良
出
デ
デ
要
ヌ
ー
項
伯
ヲ
一
・
項
伯
即
チ
入
リ
ー
フ
見
二
二
流
公
一
一
一
。

（
史
記
）

ち
ょ
う
り
ょ
う
い
こ
う
は
く
上
う

す
＠
は
い
ば
い
三
う
凹
舜

〈
張
良
出
で
て
項
伯
を
要
す
。
項
伯
即
ち
入
り
て
柿
公
に
兇
ゆ
。
〉

《
張
良
は
外
に
出
て
項
伯
を
無
理
矢
理
迎
え
入
れ
た
。
項
伯
は
す
ぐ
に
中
に
入

っ
て
柿
公
に
お
目
に
掛
か
っ
た
。
》

て
い
○
し
い

十
駈
な
こ
う
い

て
い

く
弟
子
入
り
て
は
則
ち
孝
、
出
で
て
は
則
ち
弟
。
）

《
世
の
若
者
達
は
、
家
庭
に
あ
っ
て
は
父
母
に
孝
行
を
尽
く
し
、
社
会
に
出
て

は
目
上
に
対
し
従
順
で
あ
り
た
い
。
》
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連
接
の
仮
定

ト
モ

⑪
縦
と
・
・
・
…

（
た
と
上
…
…
ト
モ
）

縦
令
上
…
…
ト
モ
（
た
と
上
…
…
ト
モ
）

』
繩
△
祠
Ｉ
：
：
：
．
．
（
た
と
上
…
…
ト
モ
）

仮
令
ピ
…
…
ト
モ
（
た
と
上
…
…
ト
モ
）

［
た
と
え
…
…
て
も
］

縦上君不二トモ我一一驍一フ一也、吾豈一一能ク勿レヵラン畏ルル平。こ
う
し
〃
ご

（
孔
子
家
語
）

た
と
公
》
み
わ
れ
型
ご

わ
れ
あ
上
鄭
そ
な

く
縦
ひ
君
我
に
譲
ら
ず
と
も
、
三
口
量
に
能
く
畏
る
る
勿
か
ら
ん
や
。
〉

《
た
と
え
君
が
私
に
鰯
り
た
か
ぶ
ら
な
い
と
し
て
も
、
私
と
し
て
は
ど
う
し
て

お
そ
れ
は
ば
か
ら
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
か
》

[13］ 

②
錐
モ
ニ
…
…

卜

（
…
・
・
・
卜
い
へ
し
」
そ
）

［
た
と
え
…
…
て
も
］

鑛
蕊
ご
鍵
》
露
鋼
鷺
『
一
《
震
）

《
晋
が
斉
を
伐
っ
て
も
、
楚
は
必
ず
斉
を
救
う
で
あ
ろ
う
。
》

逆
接
…
…
（
し
か
モ
・
し
か
ル
ー
一
・
し
か
レ
ド
モ
）

［
…
…
て
も
。
し
か
し
。
そ
れ
な
の
に
］

順
接
…
…
（
し
か
シ
テ
・
し
か
う
シ
テ
）

［
…
…
て
。
そ
し
て
］

置
き
字
と
し
て
読
ま
な
い
場
合
は
、
上
の
字
に
「
テ
・
シ
テ
」
と
送
り
仮
名

を
つ
け
て
順
接
の
意
味
を
反
映
さ
せ
ま
す
。

１
而
に
つ
い
て

接
続

蘇
秦
恐
レ
デ
去
リ
レ
趙
亨
、
而
シ
デ
従
約
解
：
〈
十
八
史
略
）

ぞ
し
ん
刺
ぞ
ち
ょ
う

し
か
り
し
よ
う
午
く
と

〈
蘇
秦
恐
れ
て
趨
を
去
り
、
而
し
て
従
約
解
多
、
。
〉

《
蘇
秦
は
恐
れ
て
趣
の
国
か
ら
立
ち
去
り
、
そ
し
て
南
北
の
同
盟
は
瓦
解
し

た
。
》

而
を
職
む
例
（
順
接
）

蜂錺》出ゼァ曝頗而に》鵡擬一」其潤祠い←．（謹辮）
〈
妹
方
に
出
で
て
畷
す
。
而
し
て
鶴
其
の
肉
を
啄
む
。
〉

《
ど
ぶ
貝
が
ち
ょ
う
ど
川
か
ら
出
て
日
光
浴
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
し

ぎ
が
や
っ
て
き
て
、
ど
ぶ
貝
の
身
を
つ
つ
い
た
。
》

極
き
字
と
し
て
読
ま
な
い
場
合
は
、
上
の
字
に
二
・
ド
モ
」
と
送
り
仮
名

を
つ
け
て
逆
接
の
意
味
を
反
映
さ
せ
ま
す
。

而
を
鹸
む
例
（
逆
接
）

結
レ
ピ
デ
臓
亨
在
り
二
人
境
一
一
一
。
而
そ
無
シ
ニ
車
馬
／
喧
シ
キ
ー
。と
う
上
人
あ
い

而
ル
ー
吾
〈
以
デ
レ
捕
レ
フ
ル
ワ
蛇
ヲ
独
り
存
〆
。
（
雛
詩
趣
・
鍵
議
騨
）

し
か
わ
爪
へ
び
と
ら

も
つ
Ｕ
と
そ
ん

〈
而
る
に
吾
は
蛇
を
捕
ふ
る
を
以
て
独
り
存
す
。
〉

《
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
蛇
を
捕
ま
え
る
仕
事
の
お
か
げ
で
ひ
と
り
だ

け
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
。
》

陛
下
ハ
不
し
能
ハ
レ
将
レ
ク
ル
兵
二
、
而
レ
ド
モ
善
ク
将
レ
タ
リ
将
一
一
。
（
史
記
）

へ
い
が
へ
い
し
よ
う
め
た
し
学

上

〈
陛
下
は
兵
に
将
た
る
能
は
ず
、
而
れ
ど
も
善
く
将
に
将
た
り
。
〉

い
凪
り
ｂ
Ｔ
こ
ん
心
よ
う
あ
し
か
し
ゃ
ば
少
ち
び
十

〈
魔
を
結
び
て
人
境
に
在
、
ソ
。
而
も
車
馬
の
喧
し
き
無
し
。
〉

《
い
お
り
を
人
里
の
中
に
か
ま
え
て
住
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
で
い
て
（
防
問
し

て
来
る
役
人
の
）
車
や
馬
の
や
か
ま
し
い
音
も
な
く
静
か
で
あ
る
。
》

（
陶
淵
明
・
飲
酒
）
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《
（
あ
の
時
）
も
し
も
管
仲
が
い
な
か
っ
た
ら
、
（
今
ご
ろ
）
我
々
は
異
民
族
の

風
俗
に
な
ら
い
、
ざ
ん
ぱ
ら
髪
で
瀞
物
を
左
前
に
着
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
》

戯
」
烈
響
仲
一
、
梧
漠
レ
鞍
リ
ル
愛
佐
レ
鯰
シ
挺
芙
。

〈
管
仲
微
り
せ
ぱ
、
三
口
其
れ
髪
を
被
り
椎
を
左
に
せ
ん
。
〉

㈹
微
ニ
リ
セ
バ
…
…

（
…
…
な
か
リ
セ
パ
）

［
も
し
…
…
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
］

微
ニ
リ
セ
パ
管
仲
一
、
吾
其
レ
被
リ
レ
髪
ヲ
左
レ
ニ
セ
ン
椎
亨
笑
。
（
論
語
）

〈
翻
に
吾
斯
の
役
を
為
さ
ず
ん
ぱ
則
ち
久
し
く
巳
に
病
み
し
な
ら
ん
。
〉

《
も
し
も
私
が
以
前
か
ら
こ
の
（
蛇
取
り
の
）
仕
事
を
し
て
い
な
か
っ
た
ら
お

そ
ら
く
と
う
の
昔
か
ら
疲
れ
は
て
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
》

③
簡
二
…
…
パ
（
さ
き
一
一
…
…
（
）

｛
回
二
・
：
：
０
パ
〈
』
（
重
さ
一
一
…
…
（
）

［
も
し
も
前
に
…
…
で
あ
っ
た
な
ら
ば
］

藩一一吾不レンバ為サニ斯ノ役亨一則チ久シク已二病ミシナーフン実。
り
の
う
そ
う
け
ん
胆
潜
し
や
⑩
せ
つ

（
柳
一
示
元
・
捕
蛇
者
説
）

勺
』
９
わ
ｈ
こ
え
Ｑ
）
な

す
な
ば
ひ
３
十
で
や

筍
ク
モ
無
ニ
ヶ
レ
パ
恒
心
一
、
放
辞
邪
侈
、
無
キ
レ
不
ル
レ
為
サ
己
。

（
孟
子
）

拶
牛
し
こ
う
し
ん
な

ぬ
う
へ
り
じ
ゃ
し
な

く
筍
く
ｊ
ｂ
恒
心
無
け
れ
ば
、
放
畔
邪
侈
、
為
さ
ざ
る
無
き
の
み
。
〉

《
人
が
も
し
も
一
定
不
変
の
道
徳
心
が
な
い
な
ら
ば
、
わ
が
ま
ま
勝
手
に
し
放

題
を
し
て
、
平
気
な
の
だ
。
》

(2) 
王
即
シ
不
レ
バ
レ
聴
力
し
用
レ
ブ
ル
ヲ
鞁
亨
、
必
ズ
殺
セ
レ
之
司
。
（
史
記
）

鄭
う
６
測
う
も
ち

な
か
な
・
っ
や
｜
瓜
こ
ろ

〈
王
即
し
鋏
を
用
ふ
》
◎
を
聴
か
ず
ん
ぱ
、
必
ず
之
を
殺
せ
。
〉

《
王
様
が
も
し
鞍
（
商
鞍
）
を
採
用
す
る
こ
と
を
承
知
し
な
い
な
ら
ば
、
必
ず

彼
を
殺
し
な
さ
い
。
》

荷
ク
モ

パ

（
い
や
し
ク
モ
…
…
ぱ
）

［
も
し
…
…
な
ら
ば
］

文
脈
か
ら
仮
定
に
髄
む
場
合

朝
一
一
閏
レ
ヵ
パ
道
ヲ
、
夕
一
一
死
ス
ト
モ
可
ナ
リ
笑
。
〈
論
語
）

あ
し
た
み
ち
き

め
ム
ペ
Ｌ

か

〈
朝
に
道
を
閲
か
ば
、
夕
に
死
す
と
も
可
な
り
。
〉

《
も
し
も
朝
に
人
の
踏
み
行
う
べ
き
道
を
聞
き
、
そ
し
て
そ
れ
を
自
分
の
も
の

に
で
き
た
な
ら
、
そ
の
夕
方
に
は
死
ん
で
も
か
ま
わ
な
い
。
》

否
定
の
連
用
の
場
合

ご
か
ん
じ
よ

不
レ
ン
パ
入
窃
一
一
虎
穴
二
一
、
不
し
得
一
一
虎
子
ワ
ー
。
（
後
漢
書
）

こ
け
つ
い

こ
じ
え

〈
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ぱ
、
虎
子
を
得
ず
。
〉

《
危
険
な
虎
の
す
み
か
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
貴
重
な
虎
の
子
を
手
に
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
》

ｚ
ご
を
用
い
る

今子食し｜フヘバ我鬮、鳧し逆浸痘フ沃帝鶏一一一也．（轆譲）
い
▲
し
い
れ
く

〈
〈
Ｔ
子
我
を
食
ら
は
ぱ
、
是
れ
天
帝
の
命
に
逆
ら
ふ
な
り
。
〉

《
今
も
し
あ
な
た
が
私
を
食
べ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
天
帝
の
命
令
に
逆
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
》

使
役
の
形
式
を
用
い
る

使
二
メ
バ
民
ノ
衣
食
ワ
シ
ー
ァ
有
ラ
ー
レ
余
り
、
自
ラ
不
レ
ラ
ン
為
サ
レ
盗
亨
。（
日
本
外
史
）

た
み
い
し
よ
く

あ
ま
あ

お
の
づ
辞
と
う
花

〈
民
の
衣
食
を
し
て
余
り
有
ら
し
め
ば
、
自
ら
盗
を
為
さ
ざ
ら
ん
。
〉

《
も
し
も
人
民
の
衣
食
に
ゆ
と
り
が
有
る
よ
う
に
し
た
な
ら
ば
、
自
然
に
盗
み

を
し
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
》

2２ 



資
ナ
ル
哉
回
也
。
（
邇

オ
ん

か
い

く
資
な
る
か
な
回
や
。
〉

疑
問
・
反
語
の
形
の
詠
嘆

、
何
ソ
（
其
レ
）
…
…
也
。

あ

豈二不一一……ナラ一哉。
〈
量
に
…
…
な
ら
ず
や
。
）

［
な
ん
と
…
…
で
は
な
い
か
。
］

も
う
５
．
う

今
又
迷
と
苧
失
プ
レ
道
ヲ
。
豈
二
非
ズ
レ
天
二
哉
。
（
蒙
求
〉

土
た
ち
次
み
ち
う
し
な
あ
て
ん
あ
ら

く
〈
Ｔ
又
迷
ひ
て
道
を
失
ふ
。
］
星
に
天
に
非
ず
や
。
〉

《
今
迷
っ
て
道
を
間
違
え
て
し
ま
っ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
天
命
で
は
な
か
ろ
う

あ
あ
ら

②
豈
二
非
ズ
ニ
…
…
二
一
哉
。

（
量
に
…
…
に
非
ず
や
。
）

［
な
ん
と
ま
あ
…
…
で
あ
ろ
う
。
］

夫
子
ハ
聖
者
ナ
ル
与
、
何
ゾ
其
レ
多
能
亦
也
。
（
論
語
）

ふ
う
Ｌ
辻
い
じ
ゃ

な
ん
そ
た
の
う

〈
夫
子
は
聖
者
な
る
か
、
何
ぞ
其
れ
多
能
な
ス
ロ
か
。
〉

《
先
生
は
聖
人
で
し
ょ
う
な
あ
、
な
ん
と
ま
あ
多
能
で
あ
る
こ
と
よ
・
》

２
齢
嘆
の
助
字
の
み
を
用
い
る
場
合

賢
尤
哉
回
也
。
（
論
語
）

３
感
動
詞
と
詠
嘆
の
助
字
を
併
用
す
る
培
合

干
瑳
祖
カ
ン
今
、
命
之
一
技
へ
ダ
ル
臭
。
（
十
八
史
賂
）

あ
あ
の

め
い
詞
と
ろ

〈
子
瑳
祖
か
ん
、
命
の
衰
へ
た
る
か
な
。
〉

《
あ
あ
、
あ
の
世
へ
い
こ
う
、
運
命
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
な
あ
。
》

か
。
》

公
源
諏
鑛
耗
、
堂
一
莎
一
鰔
沃
武
夫
ナ
ラ
｜
哉
・
（
孟
子
）

〈
公
孫
桁
・
張
儀
は
、
量
に
誠
の
大
丈
夫
な
ら
ず
や
。
〉

《
賢
い
な
あ
、
顔
回
は
。
》

な
ん

そ

（
何
ぞ
（
其
れ
）
．
．
…
・
や
。
）

[12］ 

有
リ
レ
朋
自
リ
ニ
遠
方
一
来
夕
酔
い
に
沐
二
亦
楽
シ
ヵ
ラ
ー
平
。
（
論
語
）

と
ら
ら
え
ん
ば
り
０

〈
朋
有
り
遠
方
よ
り
来
た
る
、
亦
楽
し
か
ら
ず
や
。
〉

《
友
人
が
い
て
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
訪
ね
て
き
て
く
れ
る
、
な
ん
と
楽
し
い
こ
と

で
は
な
い
か
。
》

止
之

③
不
一
一
亦
・
・
…
・
一
平
。

（
亦
…
…
ず
や
。
）

《
公
孫
桁
・
張
儀
は
な
ん
と
ま
こ
と
の
立
派
な
男
子
と
言
う
も
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
》

(1)１ 

如
シ
詩
不
レ
ン
パ
成
ラ
、
罰
〈
依
二
ラ
ン
金
谷
ノ
酒
数
一
一
一
。

（
李
白
・
春
夜
宴
一
一
桃
李
圃
一
序
）

も
Ｌ
な

ば
つ
ｇ
ん
こ
ぐ
し
ゅ
す
う
上

〈
如
し
詩
成
ら
ず
ん
ぱ
、
罰
は
金
谷
の
酒
数
に
依
ら
ん
。
〉

《
も
し
も
詩
が
で
き
な
け
れ
ば
罰
と
し
て
金
谷
で
の
故
事
に
な
ら
っ
て
酒
を
飲

ま
せ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
》

学
若
シ
無
レ
ク
ン
パ
成
ル
、
死
ス
ト
そ
不
し
週
ヲ
。
（
村
松
文
一
一
藷
）

鋲
く
し
傘

し
か
へ

〈
学
若
し
成
る
無
く
ん
ぱ
、
死
す
と
９
℃
還
ら
ず
。
〉

《
学
問
が
も
し
成
し
と
げ
ら
れ
な
い
な
ら
、
死
ん
で
も
帰
ら
な
い
。
》

仮
定

順
接
の
仮
定

如
シ
…
…
ｉ
Ｊ
 

若
シ
…
・
・
・
く
り

即
シ
・
…
・
・
く
り

〈
も
シ
…
…
ぱ
）

（
も
シ
…
…
ぱ
）

（
も
シ
…
…
ぱ
）

［
も
し
も
…
…
な
ら
ば
〕 ［
な
ん
と
…
…
で
は
な
い
か
。
］

２１ 



、
の
例
文

請
ヲ
以
一
ロ
剣
亨
舞
ハ
ン
。
（
史
記
）

(3) (2) (1) 

先
に
醜
む
渦
合

側
の
例
文

翼
ラ
ニ
復
夕
得
一
レ
ン
コ
ト
ヲ
兎
：
（
繊
率
詔
）

血
３
…
え

こ
び
ね
鎖

〈
復
た
兎
を
得
ん
こ
と
を
翼
ふ
。
〉

《
ま
た
兎
を
手
に
い
れ
た
い
と
願
っ
た
。
》

③
の
例
文

願
ヲ
下
為
二
二
重
盛
ノ
ー
死
セ
ン
コ
ト
ヲ
上
者
、
二
百
余
人
ア
リ
。
（
日
本
外
史
）

《
て
い
ね
い
に
お
じ
ぎ
を
し
て
自
分
の
罪
を
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し

た
。
》し
げ
も
り
危
の
し

ね
卸

〈
重
盛
の
為
に
死
せ
ん
こ
と
を
願
ふ
者
、
一
一
百
余
人
あ
り
。
〉

《
重
盛
の
為
に
命
を
捨
て
る
こ
と
を
願
う
者
が
二
百
余
人
あ
り
ま
す
。
》

言

希
一 翼

セ
ン
（
セ
ヨ
》
◎

請
う
．
．
…
・

■
』

〈
調
ふ
・
…
・
・
せ
ん
（
せ
よ
）
。
）

［
ど
う
か
…
…
し
よ
う
（
し
て
下
さ
い
）
。
〕

願
ハ
ク
ハ
…
…
セ
ン
（
セ
ヨ
）
◎

ぬ
鋲

（
願
ば
く
は
…
。
：
せ
ん
（
せ
よ
）
。
）

〔
ど
う
か
…
…
し
た
い
（
し
て
下
さ
い
）
。
］

［
ど
う
か
…
…
し
た
い
（
し
て
下
さ
い
）
。
］

ハ
ク
ハ

セ
ン
（
セ
ヨ
百

つ
・
ひ
ね
域

（
翼
は
く
は
・
・
・
…
せ
ん
（
せ
よ
〉
。
）

［
ど
う
か
…
…
し
た
い
（
し
て
下
さ
い
）
。
］

「
庶
」
「
庶
幾
」
も
「
こ
ひ
ね
が
ハ
ク
ハ
」
と
読
み
ま
す
。

昧
嘆
の
助
字

哉
・
平
・
夫
・
与
・
也
・
美
・
耶
・
也
夫
・
笑
乎
・
美
哉
・
也
歎

１
感
動
詞
の
み
を
用
い
る
場
合

鳴
呼
、
滅
二
鍍
雇
六
国
ワ
ー
者
ハ
六
国
也
。
非
レ
ザ
ル
素
唇
廻
。
ｍ
…
…

（
杜
牧
・
阿
房
宮
賦
）

あ
の
５
つ
こ
ぐ
に
ろ

し
ん
あ
ら

く
鳴
呼
、
一
ハ
国
を
滅
ぼ
す
者
は
六
国
な
り
。
案
に
非
ざ
る
な
り
。
〉

《
あ
あ
、
六
国
（
緯
・
魏
・
趙
・
燕
・
斉
・
楚
）
を
滅
ぼ
す
も
の
は
六
国
自
身

で
あ
る
。
秦
で
は
な
い
。
》

感
動
詞

鳴
呼
・
瑳
乎
・
嶬
夫
・
干
瑳
・
瞳
・
暖
・
噌

[11］ 

③
の
例
文

王
庶
幾
ハ
ク
ハ
改
レ
メ
ョ
之
ヲ
。
予
日
一
一
望
ム
レ
之
ヲ
。
（
孟
子
）

こ
び
ｎ
部

こ
れ
Ｌ
ら
定

と
Ｕ
こ
れ
の
ぞ

く
王
庶
幾
は
く
は
之
を
改
め
よ
。
予
日
に
之
を
望
む
。
〉

《
王
様
、
ど
う
か
こ
れ
〈
ご
自
分
の
説
）
を
改
め
て
下
さ
い
。
私
は
そ
の
よ
う

に
な
る
こ
と
を
毎
日
希
望
し
て
い
ま
す
。
》

②
の
例
文

願
ハ
ク
ハ
大
王
急
鐸
渡
し
。
（
史
記
）

ね
學

澄
い
■
う

く
願
は
く
は
大
王
急
ぎ
渡
れ
。
〉

《
ど
う
か
大
王
様
、
急
い
で
渡
っ
て
下
さ
い
。
》

こ
け
ん
も
つ
土

〈
諸
ふ
剣
を
以
て
舞
ば
ん
。
〉

《
ど
う
か
剣
舞
を
さ
せ
て
下
さ
い
。
》

詠
嘆

2０ 



後
半
の
み
の
形

古
人
乗
レ
リ
ー
ァ
燭
亨
夜
遊
プ
、
良
一
一
有
ル
レ
以
也
。
祝
シ
ャ
陽
春
召
レ
ク
｜
－
我
ヲ

以二一デシ煙景ヲ一、大塊仮レスニ我二以一一一テスルヲャ文章亨一・
（
李
白
．
春
鍍
宴
二
銚
霧
習
遍
“

こ
じ
ん
し
ょ
く
と
よ
る
▲
そ
左
・
』
と
申
込

〈
古
人
燭
を
乗
り
て
夜
遊
ぶ
。
良
に
以
有
る
な
り
。
祝
ん
や
陽
春
我
を
召

え
ん
け
研
も
っ

た
い
か
い
わ
れ
シ
ー
ル
し
よ
う
６
つ

く
に
煙
景
を
以
て
し
、
大
塊
我
に
仮
す
に
文
章
を
以
て
す
る
を
や
。
〉

《
昔
の
人
は
灯
を
手
に
持
っ
て
夜
も
遊
ん
だ
が
、
ま
こ
と
に
も
っ
と
も
な
こ
と

で
あ
る
。
ま
し
て
う
ら
ら
か
な
春
が
鼠
た
な
び
く
景
色
で
我
々
を
ま
ね
き
、
造

花
の
神
が
我
々
に
文
学
の
才
能
を
貸
し
与
え
て
い
る
場
合
は
な
お
さ
ら
だ
。
（
こ

の
春
の
夜
を
楽
し
も
う
で
は
な
い
か
。
三

前
半
の
み
の
形

脩
レ
メ
《
ァ
己
ヲ
以
一
テ
安
ニ
ン
ズ
ル
ハ
百
姓
舅
｜
、
堯
舜
雫
其
し
猶
ホ
病
レ
メ
リ
諸
ヲ
。

（
輪
語
）

秘
の
仇
劃
き
も
つ
ひ
や
く
せ
い
や
す

ぎ
よ
う
し
ゅ
ん
危
邑
仇
や

〈
己
を
術
め
て
以
て
百
姓
を
安
ん
ず
る
は
、
尭
舜
も
猶
ほ
藷
を
病
め
り
。
〉

《
わ
が
を
身
修
め
て
一
般
人
民
を
安
心
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
麺
や
舜
で
さ

え
も
苦
労
さ
れ
た
こ
と
な
の
だ
。
》

富
貴
ナ
レ
パ
則
チ
親
戚
雫
畏
引
一
慨
シ
之
ヲ
｜
、
貧
賎
ナ
レ
パ
則
チ
軽
二
易
ス
之
亨
一
。

況
シ
ャ
衆
人
ヲ
平
。
〈
十
八
史
電

ふ
う
念
十
な
は
し
ん
せ
９
こ
れ
味
く
び
ん
せ
ん
十
廷
は
こ
れ
汀
い
い

〈
富
貴
な
れ
ば
則
ち
親
戚
巴
ｂ
之
を
長
慨
し
、
貧
賎
な
れ
ば
則
ち
之
を
軽
易
す
。

が
ば
し
ゆ
う
じ
ん

祝
ん
や
衆
人
今
ざ
や
。
〉

以
二
テ
ス
ラ
菅
公
之
賢
亨
一
、
猶
水
不
レ
能
〈
し
無
ニ
キ
ニ
ト
恋
ラ
レ
権
ヲ
之
意
一
。

（
日
本
外
史
）

か
ん
こ
う
け
ん
も
つ

な
〃
ん
Ｅ

い
あ
た

く
菅
公
の
賢
を
以
て
す
ら
、
猶
ほ
権
を
恋
ふ
の
意
無
き
こ
と
能
は
ず
。
〉

《
菅
公
ほ
ど
の
賢
人
で
糞
マ
ス
も
、
な
お
橋
力
を
恋
し
く
思
う
心
が
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
》

[10］ (2) (1) 

《
金
持
ち
で
身
分
が
高
け
れ
ば
身
内
の
者
も
私
を
恐
れ
は
ば
か
り
、
貧
乏
で
位

が
低
け
れ
ば
ば
か
に
す
る
。
ま
し
て
一
般
の
人
は
な
お
さ
ら
だ
。
》

セ
ン
コ
ト
ヲ
（
ヲ
）
。

③
願
う
二
・
：
…

ね
鋲

（
・
…
：
せ
ん
こ
と
を
（
を
）
願
ふ
。
）

［
…
…
す
る
こ
と
を
願
う
。
］

セ
ン
コ
ト
ヲ
（
ヲ
》
。

③
翼
フ
ニ
…
：
。

こ
び
ね
鋲

（
：
…
・
せ
ん
こ
と
を
（
を
）
翼
ふ
。
）

〔
…
…
す
る
こ
と
を
（
を
）
願
う
。
］

「
希
」
「
庶
」
「
庶
幾
」
も
「
こ
ひ
ね
が
う
」
と
読
み
ま
す
。

、
の
例
文

胆
ハ
欲
レ
シ
ー
ァ
大
ナ
ラ
ン
コ
ト
ワ
而
心
〈
欲
ス
レ
小
ナ
ヲ
ン
コ
ト
ヲ
。
（
厩
織
）

た
ん
貰
い

旧
つ

し
さ
う

く
胆
は
大
な
ら
ん
こ
と
を
欲
し
て
心
は
小
な
ら
ん
》
」
と
を
欲
す
。
〉

《
肝
っ
玉
は
大
き
く
、
心
は
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
》

②
の
例
文

叩
頭
シ
デ
請
う
し
罪
ヲ
。
（
籔
諏
塾
錘
）

こ
う
と
う
つ
み
こ

く
叩
頭
し
て
罪
を
諭
ふ
。
〉

下
か
ら
返
っ
て
髄
む
場
合

願
望

ン
コ
ト
ヲ
（
ヲ
）
◎

欲
ス
ニ
…
：
・

ば
つ

（
…
…
ん
｝
）
と
を
〈
を
）
欲
す
。
）

［
…
…
を
望
む
。
］

セ
ン
コ
ト
ヲ
（
ヲ
）
ｏ

請う二・・・…
》
。

（
…
…
せ
ん
こ
と
を
（
を
）

〔
…
…
す
る
こ
と
を
（
を
）

》
】

詞
ふ
。
）

願
う
。
］

1９ 



、
の
例
文

古
之
立
二
デ
シ
十
雀
冠
一
者
ハ
、
不
一
一
唯
嶽
二
有
一

過
塘
二
御
璽
忍
不
坊
諄
憲
一
津
（
鐘
鵜
｛

〈
古
の
大
事
を
立
て
し
者
は
、
唯
だ
に
超
世

町
ん
に
ん
上
区
っ
こ
こ
ら
ざ
し

ず
堅
忍
不
抜
の
志
有
り
き
・
〉

《
昔
の
大
事
を
成
就
し
た
者
は
、
た
だ
世
に
十

か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
ま
た
必
ず
ど
ん
な
こ
し

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
》

《
た
だ
羊
の
場
合
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
民
を
治
め
る
の
も
ま
た
こ
れ
と

同
様
で
あ
る
。
》

り
こ

②
の
例
文

排
」
ザ
鍼
，
羊
ノ
ミ
歩
一
化
『
治
レ
鮒
篭
縄
亦
楢
野
牛
鳧
／
也
・
（
史
記
）

〈
独
り
羊
の
み
に
非
ざ
る
な
り
、
民
を
拾
む
る
も
亦
猶
ほ
是
く
の
ご
と
き
な

(2) 

非
ズ

(1) 
累
加

不
二
唯
ダ
ニ
（
独
り
）
…
…
ノ
ー
ー
ー
ナ
ラ
ー
又
（
亦
）
…
…

。

た
び
と

友
だ
＃
た

（
唯
だ
に
（
独
り
）
…
…
の
み
な
ら
ず
又
（
亦
）
…
…
。
）

〔
た
だ
…
…
だ
け
で
な
く
（
そ
の
上
）
ま
た
…
：
。
。
］

唯
ダ

〔
た
だ
…
…
だ
け
で
な
く
（
そ
の
上
）
ま
炎

（
独
り
）
…
…
ノ
ー
一
二
一
一
又
（
亦
）
…
…

。

▲
」

ひ
し
』

あ
ら
江
た
●
←
た

（
唯
だ
に
（
独
り
）
…
…
の
み
に
非
ず
又
（
亦
）
。
：
…
。
）

［
た
だ
…
…
だ
け
で
な
く
（
そ
の
上
）
ま
た
…
…
。
］

〉、
た
だ
世
に
す
ぐ
れ
た
才
能
を
も
っ
て
い
た
ぱ

ず
ど
ん
な
こ
と
に
も
動
じ
な
い
堅
い
精
神
を
持

Ｓ
い

ま
た
か
な
ら

の
才
有
ス
ロ
の
み
な
会
Ｄ
ず
、
亦
必

ルノミナラ鈎噸》許樫｛〉」志づ

、

亦

《
私
は
死
ぬ
こ
と
さ
え
い
と
わ
な
い
、
ま
し
て
大
杯
の
酒
く
ら
い
ど
う
し
て
辞

退
す
る
ほ
ど
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
辞
退
な
ど
し
ま
せ
ん
。
》

△
し
う
ば
）
◆
う

庸
人
ス
ラ
尚
ホ
蓋
ヅ
レ
之
ワ
。
況
シ
ャ
於
デ
ヲ
ー
ー
将
相
二
一
平
。
（
蒙
求
）

上
６
ヒ
ル
な
こ
れ
は
い
妃
し
ょ
う
し
ょ
う
幻
い

く
厭
人
す
ら
尚
ほ
之
を
蓋
づ
。
祝
ん
や
将
相
に
於
て
を
や
。
〉

《
凡
人
で
さ
え
こ
の
こ
と
を
恥
ず
か
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
し
て
大
将
の
身
分

な
ら
な
お
さ
ら
〈
恥
ず
か
し
く
思
う
）
で
し
ょ
う
。

典
型
的
な
例

死
馬
ス
ラ
且
シ
買
う
し
之
ヲ
、
祝
ン
ャ
生
ケ
ル
者
ヲ
平
。
（
十
八
史
略
）

し
ば

か
こ
れ
か
い
は
い

く
死
馬
す
ら
且
つ
之
を
買
ふ
、
祝
ん
や
生
け
る
者
を
や
。
〉

《
死
ん
だ
馬
で
さ
え
〈
高
値
で
〉
買
っ
た
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
生
き
て
い
る
馬

な
ら
な
お
さ
ら
だ
（
高
く
買
う
）
。
》

臣
死
ス
ラ
且
シ
不
し
避
ヶ
。
后
酒
安
ク
ン
ゾ
足
レ
ラ
ン
ャ
辞
ス
ル
ニ
。
（
史
記
）

し
ん
し

か
ｇ
し
し
の
い
づ

ｕ
 

た

く
臣
死
す
ら
且
つ
避
け
ず
后
酒
安
く
ん
ぞ
辞
す
る
に
足
ら
ん
や
。
〉

《
私
は
死
ぬ
こ
と
さ
え
い
と
わ
な
い
、
ま
し
て
大
杯
の
酒
く
ら
い
ど
う

［
Ａ
で
さ
え
Ｂ
で
あ
る
。
ま
し
て
Ｃ
は
な
お
さ
ら
（
Ｂ
で
あ
る
。
）
ど
う
し
て

Ｃ
し
よ
う
か
。
］

[9］ 

Ａ
ス
ラ
且
シ
Ｂ
、

Ａ
ス
ラ
猶
ホ
Ｂ
、
＋

Ａ
ス
ラ
尚
添
Ｂ
、

ヘーミ〆へ

ＡＡＡ 

すすす

ららら
尚堕猶雄且勤
ほほつ

ＢＢＢ 
、、、

抑
揚

＋ 

安況況
ンヤヤ
クンン

ソ於ｃ

呈し;宅
要ｃ

二

平
。

い
ば

祝
ん
や
（
）
を
や
。
）

い
ば

勢
い

祝
ん
や
（
．
）
に
於
て
を
や
。
）

い
づ

安
少
で
、
ん
ぞ
Ｃ
せ
ん
や
。
）
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２
の
み
用
い
た
例

無
二
ク
シ
ー
ァ
栢
塵
一
有
ル
ー
恒
心
一
者
ハ
、
惟
ダ
士
ノ
ミ
為
ズ
レ
能
ク
ス
ト
。（
孟
子
）

こ
う
さ
ん
こ
う
し
ん
た
し
上
な

く
恒
産
無
く
し
て
恒
心
有
る
者
は
、
惟
だ
士
の
み
能
く
す
と
為
す
。
〉

荷
ク
モ
無
一
一
ヶ
レ
バ
恒
心
「
放
辞
邪
侈
、
無
キ
レ
不
ル
レ
為
サ
巳
。
〈
孟
子
）

い
◎
し
こ
う
し
ん

皿
う
へ
８
じ
ゃ
し
な

く
筍
く
ｊ
ｂ
恒
心
無
け
れ
ば
、
放
辞
邪
侈
、
為
さ
ざ
る
無
き
の
み
。
〉

《
人
が
も
し
も
一
定
不
変
の
道
徳
心
が
な
い
な
ら
ば
、
わ
が
ま
ま
勝
手
に
し
呰

題
を
し
て
平
気
な
の
だ
。
》

リ
の
う
そ
う
げ
ん
岨
賀
し
午
の
せ
つ

非
レ
ザ
レ
パ
死
セ
ル
ニ
則
チ
徒
リ
ン
爾
。
（
柳
宗
元
・
捕
蛇
者
説
）

▲
ら

す
な
は
う
つ

く
死
せ
る
に
非
ざ
れ
ぱ
則
ち
徒
、
ソ
し
の
み
。
〉

《
死
ん
だ
の
で
な
け
れ
ば
他
の
土
地
へ
移
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
》

１
の
み
用
い
た
例

此
レ
ナ
ニ
桑
才
辱
管
元
（
史
記
）

１
．
２
併
用
の
例
文

瓦
不
ル
ー
百
歩
寺
箒
）
育
て
（
孟
子
）

〈
直
だ
百
歩
な
ら
ざ
る
の
み
。
〉

《
た
だ
（
逃
げ
た
の
が
）
百
歩
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
だ
け
だ
。
》

秦
緬
司
畏
ニ
ル
ル
馬
、
堅
盈
璽
者
之
子
糯
匂
為
一
レ
ル
ヲ
将
菅
苑
（
十
八
史
賂
）

し
ん
ひ
と
冠
ふ
く
く
ル
ち
ょ
う
し
や
こ
か
つ
し
医
う
亀
お
そ

く
葉
は
独
り
馬
服
君
趨
箸
の
子
括
の
将
為
る
を
畏
る
る
の
み
。
〉

《
葉
は
た
だ
馬
服
君
の
趙
署
の
子
の
趙
括
が
大
将
と
な
る
こ
と
だ
け
を
畏
れ
て

い
る
。
》

こ
■
～
し
ん
ぞ
く

〈
此
れ
亡
秦
の
綾
の
み
。
〉

《
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
て
は
滅
亡
し
た
案
の
二
の
舞
に
な
る
だ
け
で
す
。
》

わ
が
ま
ま
勝
手
に
し
放

自レリハ非二ザル聖人一一一、誉鋼露サレパ必砦例宗一絢岬憂上一。（韓俸）
せ
い
Ｌ
ん
あ
ら

く
聖
人
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
外
寧
け
れ
ば
必
ず
内
の
憂
ひ
有
り
。
〉

《
聖
人
で
な
い
か
ぎ
り
は
、
外
に
心
配
が
な
け
れ
ば
必
ず
内
に
も
め
ご
と
が
あ

る
。
》

特
殊
な
限
定

自レリハ非ニザル……一一

峰
暢
見
ル
長
江
ノ
天
際
二
流
ル
ル
ヲ
（
李
白
・
黄
鶴
楼
送
三
孟
浩
然
之
二
広
陵
一
）

た
ち
よ
う
こ
う
て
ん
さ
げ

〈
惟
だ
見
る
長
江
の
天
魔
に
流
る
る
を
〉

《
た
だ
長
江
が
空
の
果
て
に
流
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
》

多
《
碁
ハ
唯
号
命
ソ
マ
マ
ナ
リ
。
百
本
外
史
）

た
が
た
め
い

〈
多
寡
は
唯
だ
命
の
ま
ま
な
り
。
〉

《
分
量
は
た
だ
あ
な
た
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
に
い
た
し
ま
す
。
》

純
司
臣
ノ
ミ
右
１
賂
兀
〈
史
記
）

ひ
と
し
ん
▲
ぬ

〈
独
り
臣
の
み
舟
有
り
。
〉

《
私
だ
け
が
舟
を
持
っ
て
い
る
。
》

《
一
定
の
財
産
が
な
く
て
つ
ね
に
不
変
の
道
徳
心
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
の
は
、

た
だ
学
問
修
養
の
で
き
た
士
だ
け
が
、
こ
れ
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
》

臣
騨
鞠
痴
ご
轤
情
；
一
・
（
史
記
）

〈
臣
唯
だ
独
り
韓
信
の
み
を
知
る
。
〉

《
私
は
た
だ
韓
償
だ
け
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
》あ
ら

（
…
…
に
非
ざ
る
よ
り
は
）

［
・
…
・
・
で
な
い
限
り
は
］
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ご
か
ん
じ
住

寧。死ストモ、不ルレ願ハレ聞一ニクヲ子孫二有ニルヲ此／鏑と一也。（後漢書）
む
し
し

し
二
』
ん
こ
お
こ
な

く
寧
ろ
死
す
と
も
、
子
孫
に
此
の
行
ひ
有
る
を
間
／
、
を
願
は
ざ
る
な
り
。
〉

《
い
っ
そ
死
ん
で
も
か
ま
わ
な
い
が
．
子
孫
に
こ
の
よ
う
な
行
い
の
あ
る
の
を

聞
く
こ
と
を
願
わ
な
い
の
で
あ
る
。
》

１
の
例
文

蜜
浄
為
に
洲
雫
鴇
ロ
ト
｜
、
無
レ
ヵ
レ
為
ニ
ル
ョ
ト
牛
後
ト
ー
。
（
史
記
）

ぜ
①
う
三
左

む

く
寧
ろ
鶏
口
と
為
る
と
も
、
牛
後
と
為
る
一
』
と
無
か
れ
。
〉

《
鶏
の
ロ
に
は
な
っ
て
も
、
牛
の
尻
に
は
な
る
な
。
》

与
ニ
リ
ハ
（
其
）
ノ
Ｂ
セ
ン
一
（
也
）
寧
口
Ａ
セ
ン
。

不
し
如
カ
レ
Ａ
ス
ル
ニ
。

・執。与（若）レゾＡスルニー
ひ
も

（
（
其
の
〉
Ｂ
せ
ん
よ
り
は

寧
ろ
Ａ
せ
ん
。
）

Ｌ
 

Ａ
す
る
に
如
か
ず
。
）

い
づ

Ａ
す
る
に
執
与
〈
若
）
れ
ぞ
。
）

［
Ｂ
す
る
よ
り
は
Ａ
す
る
方
が
よ
い
。
］

む
し

（
寧
ろ
Ａ
す
と
Ｊ
Ｄ

Ｂ
す
る
（
こ
と
）
無
か
れ
。
）

Ｂ
せ
ず
。
）

［
Ａ
し
て
も
よ
い
が
、
Ｂ
し
て
は
い
け
な
い
。
Ｂ
す
る
よ
り
は
、
Ａ
す
る
ほ
う

が
ま
し
で
あ
る
。
］

寧
口
Ａ
ス
ト
モ
無
カ
レ
レ
Ｂ
ス
ル
（
コ
ト
》
。

２ 
選
択１ 

不
し
Ｂ
セ
。

｡ 

[8］ 

与
二
リ
ハ
其
ノ
有
ラ
ン
ー
レ
楽
一
一
シ
ミ
於
身
一
一
一
、
執
ゴ
若
し
ソ
無
キ
一
一
一
レ

憂
と
一
一
於
其
ノ
心
一
一
一
。
（
轤
癖
・
送
一
二
李
感
帰
一
一
盤
谷
一
序
）

そ
み
＄
の
▲

そ
う
札
勿
研
つ

く
其
の
身
に
楽
し
み
有
ら
ん
よ
り
は
、
其
の
心
に
憂
ひ
無
き
に
執
若
れ
ぞ
。
〉

《
肉
体
的
に
楽
し
み
が
あ
る
よ
り
は
、
精
神
的
に
心
配
が
な
い
の
と
ど
ち
ら
が

よ
い
か
。
（
後
者
の
方
が
よ
い
。
）
》

鯆霊一一叫驚一蕊糾一し人轍不し萱二貧蔓市
わ
れ
ぞ
と

お
そ

ひ
ん

く
つ
な

し

〈
吾
其
の
富
み
て
人
を
畏
れ
ん
よ
り
は
、
貧
に
し
て
屈
す
る
無
き
に
若
か
ず
。
〉

《
私
は
、
金
持
ち
で
は
あ
る
が
、
他
人
を
畏
れ
る
よ
り
も
、
貧
乏
で
あ
っ
て
も

他
人
に
届
す
る
こ
と
の
な
い
方
が
ま
し
で
あ
る
。
》

２
限
定
の
副
詞

⑪
唯
ダ
・
惟
ダ
・
但
ダ
．
直
ダ
・
特
ダ
・
徒
ダ
・
雑
ダ
（
た
ダ
）

［
た
だ
～
だ
け
（
だ
国

②
独
り
（
ひ
と
り
）

［
た
だ
～
だ
け
（
だ
）
、
ひ
と
り
～
だ
け
（
だ
己

１
限
定
の
助
字

耳
・
爾
・
巳
・
而
已

２
の
例
文

与
二
リ
ハ
人
刃
セ
ン
ー
レ
我
ヲ
、
寧
口
｛
曰
刃
セ
ン
。
（
史
記
）

わ
れ
じ
ん

む
し
上
ば
ん

〈
人
我
を
刃
せ
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
自
刃
せ
ん
。
〉

《
人
に
刃
を
か
け
ら
れ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
自
刃
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
》

限
定
・
累
加

〈
の
み
）

［
～
だ
け
（
だ
己
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釘
亡
レ
鰄
掴
ヲ
敗
レ
蛎
覇
家
ヲ
之
レ
有
…
（
孟
子
）

■
』

何
ノ
常
師
力
之
レ
有
ラ
ン
。
〈
論
語
）

な
ん
じ
よ
う
し
こ

く
何
の
常
師
か
之
れ
有
ら
ん
。
〉

三
定
の
師
が
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
》

比
較 〈
何
の
国
を
亡
ぼ
し
家
を
敗
る
こ
と
か
之
れ
有
ら
ん
。
〉

《
ど
う
し
て
国
を
亡
ぼ
し
、
家
を
破
産
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
あ

り
は
し
な
い
の
だ
。
》

１
 

２
 
く何
ノ
…
…
ヵ
之
し
有
ラ
ン
。

１ 

ら
せ
ん
り
。
と
岨

〈
量
に
千
里
を
遠
－
し
し
」
せ
ん
や
。
〉

《
ど
う
し
て
、
千
里
の
道
の
り
も
遠
い
と
思
う
だ
ろ
う
か
。
》

(2) (1) 比
較
・
選
択

『
如
（
若
旨
を

Ｂ
ハ
不
し
如
力

し

（
Ｂ
は
Ａ
に
如
か
ず
。
）

［
Ｂ
は
Ａ
に
及
ば
な
い
。
Ｂ
よ
り
も
Ａ
の
方
が
ま
し
だ
。
〕

莫
シ
レ
如
レ
ク
ハ
Ａ
一
一
。

し
屯

（
Ａ
に
如
く
は
莫
し
。
）

［
Ａ
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
。
Ａ
が
一
番
だ
。
］

を
用
い
る

し
Ａ
二
・

⑪
ん

こ
あ

（
何
の
：
。
…
か
之
れ
有
ら
ん
。
）

［
何
の
…
…
が
あ
ろ
う
か
、
何
の
…
…
も
な
い
。
］

③
の
例
文

警癖州旨逵デテ於嘩瞳ヨリー、

仰
の
例
文

天
下
莫
シ
三
柔
．
弱
ナ
ル
ハ
於
水
；
一
・
（
老
子
）

て
ん
か

じ
●
う
じ
午
く

な

〈
天
下
水
よ
り
柔
弱
な
る
は
真
し
。
〉

《
天
下
に
水
よ
り
柔
ら
か
く
て
弱
々
し
い
も
の
は
な
い
。
》

②
の
例
文

知
レ
ル
ハ
臣
ヲ
莫
シ
レ
如
レ
ク
ハ
君
一
一
。
（
史
記
）

し
ん

□
み
し

広

く
臣
を
知
る
は
君
に
如
く
は
真
し
。
〉

《
臣
下
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
は
君
主
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
。
》

㈹
の
例
文

百
聞
ハ
不
し
如
カ
ニ
一
見
一
一
一
。
（
鐵
識
〉

Ｕ
や
く
ぷ
ん
い
つ
け
ん
し

〈
百
間
は
一
見
に
如
か
ず
。
〉

《
百
回
聞
く
の
は
一
回
見
る
の
に
及
ば
な
い
。
》

２ 

楓出』←デデ於藍劃リー、而青シニ於藍；そ一・〈鹸尹）
〈
青
は
藍
よ
り
出
で
て
、
藍
よ
り
も
脅
し
。
〉

《
青
色
は
藍
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
藍
よ
り
も
青
い
．
》

(4) (3) 

『
於
（
平
・
干
苣
を
用
い
る

Ａ
Ｊ
Ｃ
ニ
ヂ
リ
）
於
Ｂ
ヨ
リ
｜

、

［
Ａ
は
Ｂ
よ
り
も
Ｃ
で
あ
る
。
］

莫シレＣ二（ナル）ハ於Ａョｗｌ。
一シレＣ二（ナル）ハ於Ａ何一・
（
Ａ
よ
り
Ｃ
〈
な
る
）
は
莫
し
。
）

［
Ａ
よ
り
Ｃ
な
も
の
は
な
い
。
Ａ
が
一
番
Ｃ
だ
。
］

７Ｃ二（ナリ）於Ｂヨリモー。
、

（
Ａ
は
Ｂ
よ
り
も
Ｃ
〈
な
り
）
。
）
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(4) 

古
来
征
戦
幾
人
力
回
：

。
『
・
匂
い
せ
い
ぜ
ん
い
く
に
ん
シ
へ

〈
古
来
征
戦
幾
人
か
回
る
。
〉

《
昔
か
ら
（
西
域
）
に
戦
い

(3) 

王
へ
臼
フ
ー
ー
ー
何
ヲ
以
一
テ
利
二
セ
ン
ト
吾
が
国
ヲ
一
．

な
に
も
つ
わ
く
に
ｐ

〈
王
は
何
を
以
て
吾
が
国
を
利
せ
ん
と
曰
ふ
。
〉

《
信
昌
が
そ
の
部
下
た
ち
に
向
か
っ
て
言
う
に
は
、
「
だ
れ
か
こ
の
城
を
脱
出

し
て
救
援
の
軍
隊
を
頼
み
に
行
く
こ
と
の
で
き
る
者
は
い
な
い
か
。
」
と
。
》

と
｡ 

､￣ 

信昌調ニヒーテ其ノ衆一一一日ク、「執力能ク出デデ促スニ援兵フー者ゾト。」
（
日
本
外
史
）

の
二
八
名
そ
し
●
う
い
い
は
た
れ
よ
い
え
ん
ぺ
い
う
な
印

〈
償
白
白
其
の
衆
に
謂
ひ
て
曰
く
、
「
執
か
能
／
、
出
で
て
援
兵
を
促
す
者
ぞ
。
」

創
業
卜
守
成
卜
執
レ
ヵ
難
零
。
平

ふ
う
■
よ
う
し
●
せ
い
い
づ
か
た

く
創
業
と
守
成
と
執
れ
か
難
二
ロ
。
〉

(2) 

《
王
様
は
ど
の
よ
う
に
し
て
自
分
の
国
に
利
益
を
も
た
ら
そ
う
か
と
言
う
。
》

《
創
業
と
、
そ
の
事
業
を
守
っ
て
い
く
の
と
は
ど
ち
ら
が
困
難
で
あ
る
か
。
》

《
誰
が
衣
服
を
か
け
て
く
れ
た
の
か
。
》

何
以
（
な
に
ヲ
も
つ
テ
）
［
ど
の
よ
う
に
し
て
…
か
、
な
ぜ
…
か
］

幾

い

く

執
伝
づ
レ
カ
）

（
た
れ
力
）に
戦
い
に
出
て
、

■
う
か
ん
り
ょ
う
し
①
～
し

（
主
翰
・
涼
州
調
）

（
十
八
史
賂
）

何
人
の
人
が
帰
っ
て
来
た
だ
ろ
う
か
。
》

（
孟
子
）

［
ど
れ
く
ら
い
（
の
ど

［
ど
ち
ら
が
…
…
で
あ
る
か
］

［
だ
れ
が
…
…
か
］

豈
二
遠
二
シ
ト
セ
ン
千
里
ヲ
一
哉
・
（
十
八
史
略
）

Ｊ
 

１
 

く出二二・・：・・
ン
ヤ

浮
生
ハ
若
シ
レ
夢
く
為
レ
ス
ご
卜
歓
ビ
ワ
幾
何
ソ
。
（
李
白
・
霧
夜
宴
二
桃
李
園
一
序
）

ふ
せ
、
。
ゆ
の
ご
と
上
ろ
こ
な

い
く
ば
く

〈
浮
生
は
夢
の
若
し
、
歓
び
を
為
す
こ
と
幾
何
ぞ
。
〉

《
水
に
浮
か
ぶ
泡
の
よ
う
に
は
か
な
い
人
間
の
一
生
は
夢
の
よ
う
な
も
の
で
、

楽
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
で
あ
ろ
う
な
あ
ん
ま
り
な
い

に
ち
が
い
な
い
。
》

浮
生
ハ
若
シ
レ
夢
く

(6) 

６
反
語
の
み
に
用
い
る
例

客
ハ
何
為
ル
者
ソ
。
（
史
記
）

か
く
な
ん
す

〈
客
は
何
為
る
者
ぞ
。
〉

《
客
は
い
っ
た
い
何
者
で
あ
る
か
。
》

何
為
レ
ゾ
斬
ル
ー
一
壮
士
ヲ
一
・
（
史
記
）

な
ん
す
そ
う
し
８

〈
何
為
れ
ぞ
壮
士
を
斬
る
。
〉

《
ど
う
し
て
壮
士
を
斬
首
の
刑
に
す
る
の
か
。
》

(5) 

幾
何
・
幾
許
（
い
く
ば
く
）
［
ど
れ
く
ら
い
か
。
ど
れ
ほ
ど
か
。
］

何
為

（
な
ん
す
し
ソ
）

〈
な
ん
す
ル
）

▲
 

（
量
に
・
・
…
・
ん
や
）

［
ど
う
し
て
…
…
か
〕

〔
ど
う
し
て
…
…
か
］

［
ど
う
い
う
…
…
か
］

1４ 



②
の
②
の
例
文

柿
公
安
ク
ニ
力
在
〃
。
（
史
記
）

吃
い
こ
う
い
つ

あ

く
柿
公
安
く
に
か
在
る
。
〉

《
柿
公
は
ど
こ
に
い
る
か
。
》

以
デ
ー
一
五
十
渉
ワ
一
笑
ニ
ハ
パ
百
歩
淘
←
』
測
潅
何
如
。
（
孟
子
）

〈
五
十
歩
を
以
て
百
歩
を
笑
は
ば
、
則
ち
何
如
。
〉

《
五
十
歩
逃
げ
た
者
が
百
歩
逃
げ
た
者
を
臆
病
者
だ
と
あ
ざ
笑
っ
た
と
し
た
ら
、

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
》

⑪
何
如
・
何
若

（
い
か
ん
）

［
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
］

状
態
・
様
子
・
程
度
・
真
偽
、
な
ど
を
問
う
疑
問
の
字
。

(2) 

、
の
例
文

②
の
例
文

４
「
い
か
ん
」
に
つ
い
て

一
一
泄
沈
二
驚
騨
与
二
僻
埴
一
観
，
一
ァ
週
、
「
奈
何
篭
…
」
（
史

い
か
ん

〈
一
一
世
大
い
に
鷲
き
て
群
臣
と
謀
り
｝
」
曰
く
、
「
奈
何
せ
ん
。
」
と
。
〉

《
二
世
皇
帝
は
た
い
へ
ん
驚
い
て
群
臣
と
相
談
し
て
言
っ
た
。
「
ど
こ

か
。
」
と
。
》

な
ん
す
こ
う
こ
う

い
つ
冷

舷
つ

く
胡
為
れ
ぞ
退
遥
と
ｉ
し
て
何
く
に
之
か
ん
と
欲
す
る
。
〉

《
ど
う
い
う
わ
け
で
そ
ん
な
に
あ
わ
て
て
ど
こ
に
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
》

手
段
・
方
法
・
処
置
、
な
ど
を
問
う
疑
問
の
字
。

如
何
・
若
何
・
奈
何
（
い
か
ん
セ
ン
・
い
か
ん
ゾ

［
ど
う
し
よ
う
か
．
ど
う
Ｌ

．
ど
う
し
て
二

「
〆
言
う
●
し
●
よ
う

（
史
記
）

「
如
何
」
が
目
的
縞
を
と
る
場
合

虞
ヤ
サ
虞
ャ
今
奈
レ
若
ヲ
何
セ
ン
。
（
史
記
）

楚
ハ
辞
ニ
シ
デ
我
〈
哀
ナ
リ
。
若
何
ソ
効
レ
ハ
ン
辞
一
一
。
（
左
伝
）

そ
へ
０

＄
●
う
い
か
ん
へ
色
な
ら

〈
楚
は
辞
に
し
て
我
は
哀
な
り
。
若
何
ぞ
辞
に
効
ば
ん
。
〉

《
楚
は
間
違
っ
て
お
り
、
わ
が
国
は
正
し
い
。
ど
う
し
て
間
違
い
に
見
な
ら
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
》

《
い
っ
た
い
誰
の
家
の
笛
で
あ
ろ
う
か
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ
え
て
来
る

す
ば
ら
し
い
音
色
は
。
》

(1) 

月
白
〃
風
滝
。
如
二
此
ノ
良
夜
ヲ
何
セ
ン
。
（
辮
繊
・
鱈
読
麩
騨
）

三
Ｄ
ろ
う
や
い
」
ん

〈
月
白
く
風
消
し
。
此
の
良
夜
を
如
何
せ
ん
。
〉

《
月
は
白
く
輝
き
風
は
す
が
す
が
し
く
吹
い
て
く
る
。
こ
の
よ
い
夜
を
ど
の
よ

う
に
し
て
過
ご
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
》

誰
力
加
レ
ブ
ル
衣
ヲ
者
ソ
。
（
韓
辨
雪

た
れ
こ
ろ
し
く
わ

〈
誰
か
衣
を
加
ふ
る
者
ぞ
。
〉

誰
勤
家
ノ
玉
鱈
繕
一
一
飛
レ
バ
ス
声
訂
．
（
李
白
・
霧
夜
籍
城
閾
し
霞
）

た

〈
維
が
家
の
玉
笛
か
暗
に
声
を
飛
ば
す
。
〉

５
そ
の
他
の
疑
問
・
反
語
の
字

ぐ
ぐ
な
ん
肘
研
か
ん

〈
虞
や
虞
や
若
幸
延
奈
何
せ
ん
。
〉

《
虜
よ
虜
よ
お
ま
え
を
ど
う
し
よ
う
か
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
》

誰

（
た
ガ
）

［
だ
れ
の
］

〈
た
れ
力
。
た
れ
ヲ
カ
ー
た
れ
こ

［
だ
れ
が
…
か
．
だ
れ
を
…
か
．
だ
れ
に
…
か
］
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②
の
①
の
例
文

燕
雀
安
ク
ン
ソ
知
二
ラ
ン
鴻
鵠
之
志
専
一
哉
。
（
十
八
史
略
）

▲
へ
ん
じ
や
く
い
づ

こ
う
こ
ぐ
こ
こ
ろ
ざ
し

、
の
①
の
例
文

３
「
何
（
な
ん
ゾ
ピ
「
安
（
い
づ
ク
ン
ゾ
ピ

⑪
何
．
胡
・
曇
・
易

①
（
な
ん
ゾ
）

［
ど
う
し

②
（
な
に
ヲ
力
）

〔
な
に
を

③
（
な
ん
ノ
）

［
ど
ん
な

④
（
い
づ
レ
ノ
）

［
い
つ
、

⑤
（
い
づ
ク
ニ
（
力
ご

［
ど
こ
に

②
安
・
篤
・
悪
（
寧
・
庸
・
烏
）

①
（
い
づ
ク
ン
ゾ
）

［
ど
う
し

②
（
い
づ
ク
ニ
カ
）

［
ど
こ
に

滞
功
洞
鶏
浸
プ
ン
於
我
一
一
一
哉
。
（
十
八
史
略
）

〈
帝
力
何
ぞ
我
に
有
ら
ん
や
。
〉

《
天
子
の
力
が
ど
う
し
て
私
に
及
ん
で
い
よ
う
か
、
及
ん
で
い
な
い
の
だ
。
》

不
レ
ン
パ
有
ラ
ニ
佳
作
一
、
何
ソ
伸
二
ペ
ン
雅
懐
ワ
ー
。

（
李
白
・
春
夜
宴
二
桃
李
園
一
序
）

か
さ
く

談
か
い
の

〈
佳
作
有
ら
ず
ん
ぱ
、
何
ぞ
雅
懐
を
伸
べ
ん
。
〉

《
よ
い
詩
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
こ
の
風
雅
な
心
を
表
わ
せ
よ
う
か
。
》

何
ソ
前
ニ
ハ
傭
リ
デ
而
後
ニ
ハ
恭
シ
ギ
也
。
（
十
八
史
略
）

姑
ん

都
ご

う
や
う
や

〈
何
ぞ
前
に
は
侭
り
て
後
に
は
恭
し
些
官
や
。
〉

《
ど
う
し
て
以
前
は
威
張
っ
て
い
た
の
に
、
後
で
は
う
や
う
や
し
く
変
わ
っ
た

の
か
。
》

〈
燕
雀
安
く
ん
ぞ
潟
鶴
の
志
を
知
ら
ん
や
。
〉

［
ど
う
し
て
］

［
ど
こ
に
］

［
ど
う
し
て
］

〔
な
に
を
］

［
ど
ん
な
］

［
い
つ
、
ど
こ
で
］

［
ど
こ
に
〕

《
時
・
場
所
》

《
場
所
》

《
理
由
》

《
場
所
》

《
理
由
》

《
事
物
》

《
様
子
》

、
の
④
の
例
文

何
レ
ノ
処
・
リ
ヵ
秋
風
至
ル
、
爾
爾
ト
シ
テ
送
ル
ー
雁
群
堕
犯
…

、
の
③
の
例
文

何ノ意アリテヵ棲ムーー鍔汕一一Ｔｌ。（李白・山中問答）
な
ん
い

く
何
の
意
あ
り
て
か
碧
山
に
楼
む
。
〉

《
ど
う
い
う
つ
も
り
で
、
緑
渡
い
山
奥
に
お
住
み
に
な
る
の
で
す
か
。
》

ｍ
の
⑤
の
例
文

胡
為
レ
ゾ
平
邉
逼
ト
シ
ー
ァ
欲
ニ
ス
ル
何
ク
ニ
之
カ
ン
ト
ー
。
と
，
…
Ⅳ
：
・
・
・
…
胆

（
陶
淵
明
・
帰
去
来
辞
）

何
レ
ノ
日
力
是
レ
帰
年
ナ
ヲ
ン
。
（
杜
甫
・
絶
句
）

い
つ
ひ
ご
Ｂ
れ
ん

〈
何
れ
の
日
か
是
れ
帰
年
な
ら
ん
。
〉

《
い
つ
に
な
っ
た
ら
故
郷
に
帰
れ
る
日
が
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
》

ｍ
の
②
の
例
文

浬
省
第
不
レ
率
抜
…
、
夫
し
何
亨
愈
憂
《
何
亨
迩
惚
…
（
論
議
一

七
な
》
』
う
れ

幻
ぞ

〈
内
に
省
み
て
夜
し
か
ら
ず
ん
ぱ
、
夫
れ
何
を
か
憂
へ
何
を
か
惚
れ
ん
。
〉

《
心
に
反
省
し
て
や
ま
し
い
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
、
い
っ
た
い
何
を
心
配
し
何

を
恐
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
心
配
し
恐
れ
る
こ
と
な
ど
な
い
。
》

《
燕
や
雀
の
よ
う
な
小
人
物
は
、
ど
う
し
て
鴻
鵠
（
大
き
な
鳥
）
の
よ
う
な
大

人
物
の
志
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
》

い
づ
と
こ
ろ

が
た
し
き
う
し
ょ
う

鋲
ん
ぐ
ん

〈
何
れ
の
処
よ
り
か
秋
風
至
云
。
、
爾
斎
と
し
て
雁
群
を
送
る
。
〉

《
ど
こ
か
ら
秋
風
が
吹
い
て
来
る
の
か
、
ざ
わ
ざ
わ
と
吹
い
て
雁
の
群
れ
を
送

っ
て
来
る
。
》

‐
り
ゆ
ヶ
う
し
や
く
し
ゆ
う
ふ
う
の
い
ん

（
劉
一
里
向
錫
・
秋
風
引
）
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■
い
こ
う

叶
勺

奎
し
し
エ
。
』
と

〈
乃
公
馬
上
に
天
下
を
得
た
り
。
安
く
ん
ぞ
詩
欝
を
事
と
せ
ん
。
〉

《
お
れ
は
馬
上
で
（
い
ぐ
さ
で
戦
っ
て
）
天
下
を
手
に
い
れ
た
。
ど
う
し
て
詩

経
や
書
経
な
ど
の
学
問
を
必
要
と
し
よ
う
。
学
問
で
は
天
下
は
取
れ
な
い
。
》

[6］ 

疑
問

子
夏
見
ル
ー
曾
子
ヲ
一
・
曾
子
曰
ク
、
「
何
ソ
肥
エ
タ
ル
也
卜
。
」
対
亨

《
農
耕
の
適
当
な
時
期
を
誤
ら
な
け
れ
ば
、
穀
物
の
収
穫
は
十
分
で

せ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
》

不”シバ鍵歩二際鐸罹一、こ錘策し河レヵラ麟罷レ今今一一。（孟子）
〈
農
時
を
運
へ
ず
ん
ぱ
、
穀
食
ふ
に
勝
ふ
ぺ
か
ら
ず
。
〉

《
農
耕
の
適
当
な
時
期
を
誤
ら
な
け
れ
ば
、
敷
物
の
収
穫
は
十
分
で

せ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
》

とく
｡ 

、￣

反
語

乃
公
馬
上
二
得
ニ
タ
リ
天
下
ワ
ー
。
安
〃
シ
ソ
事
ニ
ト
セ
ン
詩
書
。
／
一
・（
十
八
史
賂
）

ら
太
っ
た
の
で
す
。
」
と
。
菅
子
飛

は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。
」
と
。
》

１
疑
問
と
反
寵
の
見
分
け
方

《
子
夏
が
曾
子
に
会
っ
た
。
曾
子
が
尋
ね
て
言
う
に
は
、
「
ど
う
し
て
そ
ん
な

に
太
っ
た
の
で
す
か
。
」
と
。
答
え
て
言
う
に
は
、
「
心
の
戦
い
に
勝
っ
た
か

ら
太
っ
た
の
で
す
。
」
と
。
菅
子
が
言
う
に
は
、
「
戦
い
に
勝
っ
て
太
っ
た
と

臼
ク
、
「
戦
上
勝
デ
リ
、
故
一
一
肥
エ
タ
リ
ト
也
。
曾
子
日
ク
「
何
ノ
調
と
》
也
酉
」

（
韓
非
子
）

し
が
七
ヶ
し

い
ば
花
ん
こ

こ
だ

〈
子
可
奨
曾
子
を
見
る
。
曾
子
曰
く
、
「
何
ぞ
肥
え
た
る
や
。
」
と
。
対
へ
て
曰

冷
上

唯
ん
い

く
、
「
戦
ひ
勝
て
り
、
故
に
肥
え
た
り
。
」
と
。
衝
子
曰
く
、
「
何
の
謂
ひ
ぞ
や
。
」

疑
問
・
反
語

敷
物
の
収
穫
は
十
分
で
食
ぺ
尽
く

穀
物
の
収
穫
は
十
分
で
食
べ
尽
く

帝
力
何
ゾ
有
一
一
デ
シ
於
我
一
一
一
哉
。
〈
十
八
史
略
）

て
い
り
よ
く
底
ん
わ
れ

〈
帝
力
何
ぞ
我
に
有
ら
ん
や
。
〉

《
天
子
の
力
が
ど
う
し
て
私
に
及
ん
で
い
よ
う
か
、
及
ん
で
い
な
い
の
だ
。
》

例
外

必ズ不レンチ得し巳ムヲ而去ラバ、於デー斯ノー二者一一一、何亨力先一一セン。
（
論
語
）

や
え

さ
》
』

幻
い

く
必
ず
已
む
を
得
ず
し
て
去
ら
ぱ
、
斯
の
一
二
者
に
於
て
、
何
を
か
先
に
せ
ん
。
〉

《
ど
う
し
て
も
や
む
を
得
ず
、
取
り
除
く
と
し
た
ら
、
こ
の
三
者
の
中
で
、
ど

れ
を
第
一
に
取
り
除
き
ま
す
か
。
》

有
り
下
一
言
一
一
蝉
而
珂
澄
弧
デ
鵜
胃
行
フ
ー
レ
之
ヲ
者
上
乎
。
（
繍
語
）

い
ら
〃
ん

〈
一
言
に
し
て
以
て
終
身
之
を
行
ふ
ぺ
き
者
有
り
や
。
〉

《
た
だ
一
誉
で
一
生
守
っ
て
い
く
べ
き
教
え
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
》

反
語
の
文
末
は
「
ン
（
ヤ
ど
で
結
ぶ

君
子
ぞ
亦
有
ル
レ
窮
ス
ル
コ
ト
乎
。
（
鵠
電

く
ん
し
虫
企
甘
の
う

〈
君
子
も
亦
窮
す
る
こ
と
有
る
か
。
〉

《
君
子
も
（
小
人
と
同
様
に
）
困
窮
す
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。
》

平
・
哉
・
也
・
耶
・
与
・
邪
・
鰍
・
夫

２
疑
問
・
反
語
の
終
助
飼

（
か
。
や
。
）

［
…
で
あ
ろ
う
。
…
で
あ
ろ
う
か
、
い
や
そ
う
で
は
な
い
。
］
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徳
の
あ
る
人
と
は
い
え
な
い
。
》

③
の
②

不
二
其
覺
窪
沖
ハ
…
…
セ
。

（
蓬
だ
し
く
は
…
…
せ
ず
。
）

［
は
な
は
だ
し
く
は
…
…
し
な
い
。
］

有ルレ霞石〈、整有⑩レーー意有ルレー一一暑〈、不二必ズシ雫右吟－し徳）
念
蝉
諸
）

③
の
①

汪
』
迩
診
竈
…
：
魑
一
。

泌壹狂』……七一。
（
必
ず
し
も
…
…
せ
ず
。
）

（
必
ず
…
…
せ
ず
。
）

［
必
ず
し
も
…
…
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
］
［
必
ず
（
き
っ
と
）
…
…
し
な
い
。
］

不
し
可
ニ
ヵ
ラ
尽
ク
虐
凰
一
。
（
日
本
外
史
）

こ
と
ご
と

く
尽
く
は
信
ず
べ
か
ら
ず
。
〉

《
全
部
が
全
部
は
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
》

②
の
③

不二尽クハ・・西託一・
（
尽
く
は
…
…
せ
ず
。
）

［
全
部
は
…
…
し
な
い
。
］

《
今
仮
に
二
匹
の
虎
が
闘
っ
た
な
ら
ば
、
こ
と
の
な
り
ゆ
き
と
し
て
二
匹
と
も

そ
ろ
っ
て
生
き
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
（
ど
ち
ら
か
が
死
ぬ
。
）
》

《
徳
の
あ
る
人
に
は
必
ず
善
言
が
あ
る
。
し
か
し
善
言
を
言
う
人
が
必
ず
し
も

と
く

か
な
今
ワ

〈
徳
有
る
者
は
、
必
ず
雪
巨
有
り
。
言
有
る
者
は
、
必
ず
し
も
徳
有
ら
ず
。
〉

尽ク証一一蝿・…七一。
（
尽
く
…
…
せ
ず
。
）

基プ坏鈩｜……七一。

［
す
べ
て
…
…
し
な
い
。
］

（
笹
だ
…
…
し
な
い
。
）

［
は
な
は
だ
…
…
し
な
い
。
］

是
診
故
一
一
錘
抄
し
貴
●
鉦
心
し
賎
卜
、
鉦
心
し
長
盛
抄
し
少
乖
、
道
フ
所
ハ
レ
存
蹟
ル
、

師
之
寂
存
密
鵬
廻
（
辨
愈
・
師
脱
←
；
…
“
：
“

〈
是
の
故
に
賞
と
無
く
賎
と
無
く
、
長
と
無
く
、
少
と
無
く
、
道
の
存
す
る

し

所
は
、
節
の
存
す
る
所
な
り
。
〉

《
こ
う
い
う
わ
け
で
、
身
分
が
貴
か
ろ
う
が
賎
し
か
ろ
う
が
区
別
な
く
、
年
長

で
あ
ろ
う
が
年
少
で
あ
ろ
う
が
関
係
な
く
、
道
を
修
め
身
に
つ
け
て
い
る
人
で

あ
れ
ば
、
そ
の
人
は
自
分
の
師
と
す
ぺ
き
人
で
あ
る
。
》

衝
》
（
鍵
二
農
壗
一
（
鍛
不
レ
河
二
動
罎
需
食
一
．
〈
孟
子
）

〈
農
時
を
運
へ
ず
ん
ぱ
、
殻
勝
げ
て
食
ふ
く
か
ら
ず
。
〉

不
口
可
レ
ヵ
ラ
勝
“
一
一
…
…
ス
ル
ニ
。一

錘
も
し
Ａ
ト
錘
も
し
Ｂ
卜（Ａ
と
無
く
Ｂ
と
無
く
）

［
Ａ
と
Ｂ
と
の
区
別
な
く
、
Ａ
と
Ｂ
と
に
関
わ
り
な
く
］

不し可ニヵラ勝ケテ……スー。

し
上

匠
な
は
置

く
書
を
読
む
を
好
め
ど
９
℃
、
甚

《
書
物
を
読
む
こ
と
を
好
む
が
、

と
は
し
な
い
。
》

４
そ
の
他
の
否
定
の
形
二
例

好
レ
メ
ド
モ
読
レ
ム
ヲ
峯
電
、
不
し
求
メ
ニ
廿
塲
シ
ク
ハ
解
邇
ン
コ
ト
ヲ
。

とうえんめい一ごりのうせんせい
（
陶
淵
明
・
玉
柳
先
生
伝
）

当
ｂ

だ
し
く
は
解
せ
ん
』
」
と
を
求
め
ず
。
〉

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
無
理
に
理
解
し
よ
う

あ

（
勝
げ
て
：
…
・
す
べ
か
ら
ず
。
）

［
…
…
し
き
れ
な
い
ほ
ど
多
い
。
］

た

（
…
…
す
る
に
勝
ふ
く
か
企
っ
ず
。
〉

［
…
…
し
き
れ
な
い
ほ
ど
多
い
。
］
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無
シ
二
Ａ
卜
亨
不
一
レ
ル
ハ
Ｂ
七
・
（
Ａ
と
し
て
Ｂ
せ
ざ
る
は
無
し
。
）

［
ど
ん
な
Ａ
で
も
Ｂ
し
な
い
も
の
は
な
い
。
］

鍵
蛎
二
Ａ
と
テ
無
－
し
犬
Ｂ
・
（
Ａ
と
し
て
Ｂ
無
き
ば
無
し
。
）

［
ど
ん
な
Ａ
で
も
Ｂ
が
な
い
こ
と
は
な
い
。
］

②
の
③

無クニ草トシ一Ｆ不一レルハ死七、無シ一一木卜》一ァ不一レルハ萎ェ。（詩経）
〈
草
と
し
て
死
せ
ざ
る
は
無
く
、
木
と
し
て
萎
え
ざ
る
は
無
し
。
〉

《
ど
の
よ
う
な
草
木
で
も
葉
の
枯
れ
、
枝
の
し
お
れ
な
い
も
の
は
な
い
。
》

を
紹
介
し
ま
す
。
送
り
が
な
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
ま
す
．

送
り
が
な
の
数
…
…
部
分
否
定
三
全
否
定

⑪
部
分
否
定
と
全
否
定
で
送
り
が
な
の
数
が
尋
し
い
も
の

復
夕
（
部
分
否
定
と
全
否
定
の
書
き
下
し
文
が
同
じ
に
な
り
ま
す
。
）

②
全
否
定
の
送
り
が
な
に
「
凸
を
付
け
足
す
と
部
分
否
定
の
送
り
が
な
に

父子震程躁露編》、無シニ国司シ一一一鉦蜂舜－し迄し。
〈
父
子
君
臣
夫
婦
は
、
国
と
し
て
之
れ
無
き
は
無
し

《
父
子
、
君
臣
、
夫
婦
の
関
係
と
い
う
も
の
は
、
ど

こ
と
は
な
い
。
》

３
部
分
否
定
と
全
否
定

常
一
一
（
ｏ
・
倶
二
（
ｏ
・
尽
ク
（
。

③
そ
の
他

必
ズ
雷
ｓ
・
甚
ダ
？
。

部
分
否
定
と
全
否
定
に
関
わ
る
副
詞
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
主
な
も

の
６
種
の
副
詞
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
例
文
は
、
実
際
の
用
例
は
部
分
否
定

の
も
の
を
挙
げ
、
適
宜
、
そ
れ
を
全
否
定
に
す
る
と
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と

を
紹
介
し
ま
す
。
送
り
が
な
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
ま
す
。

な
る
も
の

国
と
し
て
之
れ
無
き
は
無
し
。
〉

の
関
係
と
い
う
も
の
は
、
ど
ん
な
国
に
も
そ
れ
が
な
い

ら
い
ｓ
ん
竺
丞
う

（
頬
山
陽
・
ロ
円
本
政
記
）

Ｊ
 

１
 

く不一一息・…・魑一。

種
以
外
の
副
詞
は
た
い
て
い
②
の
タ
イ
プ
で
す
。

遂
雲
，
苧
不
二
邇
害
二
言
〈

②
の
①

七
ｏ

不二常二㎡．：萢一。
常二不二・訴・・一

②
の
②

不二倶二剛・…七一。

千里ノ馬〈常二有レドモ、而伯録沐二補ニハ有アー。（鐵輝・雑説）
つ
れ

〈
千
里
の
馬
は
常
に
有
れ
ど
も
、
伯
楽
は
常
に
は
有
ら
ず
。
〉

三
日
に
千
里
を
走
る
名
馬
は
い
つ
も
い
る
け
れ
ど
も
、
伯
楽
（
馬
の
よ
し
あ

し
を
見
分
け
る
名
人
）
は
い
つ
も
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
》

今壇塗彌〈鰍廿容勢下廃腱』亀一い。（史記・職騨鐡織城威）
〈
今
両
虎
共
に
闘
は
ぱ
、
其
の
勢
ひ
倶
に
は
生
き
ざ
ら
ん
。
〉

鐸
去
，
苧
不
二
邇
害
二
言
〈
一
・
（
震
燕
蕊
）

〈
遂
に
去
り
て
復
た
与
に
言
は
ず
。
〉

《
か
く
て
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
て
、
二
度
と
語
り
あ
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
》

（
）
内
は
、
部
分
否
定
の
場
合
に
付
け
足
さ
れ
る
送
り
が
な
で
す
。
こ
の
６

騒
・
…
・
地
。

復ソ不一一・蛭・・地一。
▲
一

（
復
た
…
…
せ
ず
。
）

（
復
た
…
…
せ
ず
。
）

［
二
度
と
…
…
し
な
い
］

〔
ま
た
も
（
今
度
も
）
…
…
し
な
い
。
］

（
常
に
は
…
…
せ
ず
。
）

（
常
に
…
…
せ
ず
。
）

［
い
つ
も
…
…
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
］
［
い
つ
も
…
…
し
な
い
。
］

七
．

倶
二
不
一
一
…
…
一

ハ
セ
。

と
も
｜

と
も

〈
倶
に
は
…
・
・
・
せ
ず
。
）

（
倶
に
…
…
せ
ず
。
）

［
一
緒
に
は
…
…
し
な
い
。
］

［
両
方
と
も
…
…
し
な
い
。
］

９ 



蝿
華
清
二
Ｉ
篤
厚
堂
弘
一
、
曇
坏
誹
寵
し
鋼
二
少
衰
《
一
也
。
（
雌
碧
〉

〈
篤
厚
の
人
有
り
と
錐
も
．
少
衰
へ
ざ
る
能
は
ず
。
〉

②
の
①

不
し
可
レ
ヵ
フ
不
拠
二
…
…
七
一
。

不
し
能
ハ
レ
不
ル
ー
・
…
…
七
ｏ

不
し
得
し
不
一
一
山
ブ
…
…
七
・

非癒し無一一キー一一盟蘂フ歴壹ルコトーェ鳧
蕪
鍵
の
鐘
ず
る
こ
と
無
き
に
識
ず
。
〉

父将彊年ハ不ルレ可レヵフ不ルレ知ヲ仇『（論語）
〈
父
母
の
年
は
知
ら
ざ
る
ぺ
か
ら
ざ
る
な
り
。
〉

《
父
母
の
年
は
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
》

非
レ
ザ
ル
不
レ
ル
ニ
悪
マ
レ
寒
キ
ヲ
也
○
翰
準
《
）

＄
し
に
く

あ
ら

〈
寒
き
を
悪
ま
ざ
る
に
非
ざ
る
な
り
。
〉

薫
鱗
蕊
一
鼈
耀
患
蕊
騒
斯
奥
臘
）

じ
さ
う
み
ん
た

《
我
々
人
民
の
暮
ら
し
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
は
、
あ
な
た
の
最
高
の
徳
の

お
か
げ
で
な
い
も
の
は
な
い
。
》

《
芽
生
え
や
ひ
こ
ば
え
の
生
ず
る
こ
と
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
》

《
寒
さ
を
憎
ま
な
い
の
で
は
な
い
。
》

（
・
…
・
・
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
）

［
…
…
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
］

め
だ

（
：
。
…
せ
ざ
る
能
は
ず
。
）

［
…
…
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
］

た

（
…
：
・
せ
ざ
る
を
得
ず
。
）

［
…
…
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
］

（
孟
子
）

参二灘シ竈非ニズン獺アラ此人一一一．｛鍵鐇）
〈
未
だ
必
ず
し
も
此
の
人
に
非
ず
ん
ぱ
あ
ら
ず
。
〉

《
必
ず
し
も
こ
の
人
で
な
い
と
は
か
ぎ
ら
な
い
、
た
ぶ
ん
こ
の
人
だ
ろ
う
。
》

②
の
②

考三篦ァ不一一易？フ……七一・（瀞だ摩て……せずんぱあらず。）
［
今
ま
で
…
…
し
な
い
こ
と
ば
な
い
。
］

不三敢ヘテ不二認ゼフ・・・…セ｜・〈恥へて……せずんばあらず。）
［
決
し
て
…
…
し
な
い
こ
と
は
な
い
。
］

謁三必塚亀非一一ざ索？フ……二一。
（
未
だ
必
ず
し
も
…
…
に
非
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
）

〔
必
ず
し
も
…
…
で
な
い
と
は
か
ぎ
ら
な
い
、
た
ぶ
ん
…
…
で
あ
ろ
う
。
］

五操ｙｌ窄督テ坏一レンバ学ラ得し見ニルヲ扣『（論語）
〈
吾
未
だ
嘗
て
見
ゆ
る
を
得
ず
ん
ぱ
あ
ら
ざ
る
な
り
。
〉

《
私
は
ま
だ
一
度
も
お
目
に
か
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
い
つ

も
お
目
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
〉
》

不琲二敢へ》不一レンパァラ生弓也。（孟子）
〈
敢
へ
て
告
げ
ず
ん
ぱ
あ
ら
ざ
る
な
り
。
〉

三
勇
敢
に
）
申
し
上
げ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
》

＃ 

《
よ
ほ
ど
人
情
の
厚
い
人
が
い
て
も
、
多
少
は
恩
愛
が
衰
え
な
い
で
は
い
ら
れ

な
い
。
》

牧
童
列
し
良
臓
陶
、
不
し
得
し
不
レ
ル
ワ
嶺
蝿
。
（
隷
課
蕊
轡

〈
穣
鼓
腰
を
振
れ
ば
、
錦
せ
ざ
る
を
絆
ず
。
〉

《
牧
童
で
も
腰
を
か
が
め
て
お
じ
ぎ
を
す
れ
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
会
釈
を
し
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
》

８ 



不
憂
不
棚

不
レ
愛
へ
不
し
慨
し
・

う
れ
剣
そ

く
蕊
へ
ず
鯛
れ
ず
。
〉

否
定
の
運
用

返
り
点
・
送
り
が
な
を
つ
け
、
書
き
下
し
文
に
し
、
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

二
か
ん
じ
と

不
入
虎
穴
、
不
得
虎
子
。
（
後
漢
書
）

不
レ
ン
パ
入
ラ
ニ
虎
穴
一
一
一
、
不
し
得
二
虎
子
ヲ
一
・

不
奪
不
嚢
。

不
し
鳥
奪
〈
不
し
襲
力
。

う
ば

あ

く
奪
は
ず
ん
ぱ
嚢
か
ず
。
〉

不
為
不
多
笑
（

不
し
為
サ
レ
不
ト
レ
多
カ
ラ
笑
。

殖

不
レ
ン
パ
入
ラ
ニ
虎
穴
一
一
一
、
不
し
得
一
一
虎
一

二
市
つ
い

こ
じ
え

〈
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ぱ
、
虎
子
を
得
ず
。
〉

《
危
険
な
虎
の
す
み
か
に
入
ら
な
け
れ
ば
、

と
は
で
き
な
い
。
》

人
而
無

《
心
配
す
る
こ
と
も
な
く
、
お
そ
れ
お
の
の
く
こ
と
も
な
い
。
》

「
不
ｏ
不
○
」
の
い
ろ
い
ろ

返
り
点
・
送
り
が
な
を
つ
け
、
書
き
下
し
文
に
し
、
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

小
憂
不
慨
。
〈
論
語
）
…
並
列

《
奪
い
取
ら
な
け
れ
ば
満
足
し
な
い
。
》

〈
多
か
ら
ず
と
為
さ
ず
。
〉

《
多
く
な
い
と
は
言
え
な
い
。
》

信
、
不
知
其
可
●
型
（
論
語
）

（
孟
子
）
…
否
定
の
連
用

笑
０ 

（
孟
子
）
…
二
重
否
定

貴
重
な
虎
の
子
を
手
に
入
れ
る
こ

非
礼
勿
桐
用
（
論
語
）

非
レ
ザ
レ
パ
礼
二
勿
レ
ヵ
レ
鯛
ヱ
ト
。

れ
い
あ
ら

み
な

く
礼
に
非
ざ
れ
ぱ
視
る
一
）
と
勿
か
れ
。
〉

《
礼
に
は
ず
れ
た
こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。
》

人
ラ
ー
ァ
而
溌
ク
ン
バ
信
秀
罪
知
》
ニ
共
／
可
ル
ヲ
一
山

し
ん
危

く
人
に
し
て
橋
無
く
ん
ぱ
、
其
の
可
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
〉

《
人
間
で
あ
っ
て
も
し
信
義
を
守
ら
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
人
に
つ
い
て
よ
い
点

は
認
め
ら
れ
な
い
。
》

籍
ゾ
不
一
ル
（
０

篭韮韮
レし

無不
二二

壬L

ｉ１ 

－１ｉ七

２
二
重
否
定

鷺
歸
重
璽
、
籍
し
秀
し
知
プ
レ
愛
一
ズ
ル
ヲ
共
／
親
一
山
（
孟
子
）

郡
い
て
い
わ
ら
ぺ
そ

く
弦
提
の
童
も
、
其
の
親
を
愛
す
る
を
知
ら
ざ
る
無
し
。
〉

《
は
じ
め
て
笑
う
こ
と
を
知
り
、
だ
き
か
か
え
ら
れ
る
年
頃
の
幼
児
で
も
、
そ

の
親
を
愛
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
》

ヒ
ト
艀
几
（
ｏ

二
ｏ

■
Ｂ
０
Ｂ
。
●

レ
ヨ
ヲ
ー
ー

ー

七
．

０
０
０
■
■
 

な

（
・
・
・
…
せ
ざ
る
（
は
）
無
し
。
）

［
…
…
し
な
い
も
の
は
な
い
。
皆
…
…
す
る
。
］

あ
ら

（
・
・
・
…
に
非
ざ
る
（
は
）
無
し
。
）

［
…
…
で
な
い
も
の
は
な
い
。
皆
…
…
だ
。
］

（
…
…
せ
ざ
る
に
非
ず
。
）

［
…
…
し
な
い
の
で
は
な
い
。
］

（
…
…
無
き
に
非
ず
。
）

［
…
…
が
な
い
の
で
は
な
い
。
］

７ 



ひ
ぼ
う

ア
ラ
、

ぐ
□
つ
ど

Ｏ
Ｌ
 

〈
排
諺
す
る
者
は
族
せ
ら
れ
、
偶
語
す
る
者
は
棄
市
せ
ら
》
（
》
。
〉

《
政
治
を
そ
し
る
者
は
、
｜
族
皆
殺
し
に
さ
れ
、
二
人
で
話
し
合
う
も
の
は
死

刑
に
さ
れ
て
市
場
で
さ
ら
し
も
の
に
さ
れ
る
。
》

誹
誇
ス
ル
者
〈
族
セ
ラ
レ
、
偶
語
ス
ル
者
〈
棄
市
セ
ラ
ル
。
（
史
記
）

ひ
ぼ
う

Ｐ
』
く

ぐ
う
一
一

０
０
》

い
の
例
文

厚
零
者
ハ
為
し
し
裁
七
、
薄
キ
者
〈
見
レ
疑
８
（
灘
兼
尹
）

あ
つ

り
く

う
Ｔ

う
た
顔

〈
厚
き
者
は
薮
せ
ら
れ
、
薄
き
者
は
疑
は
る
。
〉

《
ひ
ど
い
場
合
は
殺
さ
れ
、
軽
い
場
合
で
も
疑
わ
れ
る
。
》

先
シ
ズ
レ
バ
即
チ
制
シ
レ
人
？
後
妙
レ
バ
則
謬
為
ル
ー
人
ノ
所
臥
し
劉
罪
．
便
記
）

さ
さ

す
な
は

せ
い
剥
く

十
な
栓

〈
先
ん
ず
れ
ば
即
ち
人
を
制
し
、
後
る
れ
ぱ
則
ち
人
の
制
す
る
所
と
為
る
。
〉

《
人
よ
り
先
に
手
を
下
せ
ば
、
相
手
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
人
に
後
れ

②
の
例
文

(3) (2) (1) [4］ 

《
人
よ
り
先
に
手
を
下
せ
ば
、
相

て
や
る
と
、
人
に
支
配
さ
れ
る
。
》

（
Ｂ
に
Ａ
せ
ら
る
。
）

Ａ
二
ｌ
ｊ
於
Ｂ
：
「

［
Ｂ
に
Ａ
さ
れ
る
。
］

「
於
」
の
代
わ
り
に
「
千
」
や
「
平
」
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。

見
ル
レ
Ａ
セ
。
Ａ
セ
ラ
ル
。

（
Ａ
せ
ら
る
。
〉

［
Ａ
さ
れ
る
。
］

「
見
」
以
外
に
「
被
」
「
為
」
「
所
」
も
用
い
る
。

受
身

為
ル
ー
Ｂ
ノ
所
ト
’
し
Ａ
ス
ル
。

Ａ
ニ
セ
ラ
ル
於
Ｂ
二
一
。

な

（
ロ
』
の
Ａ
す
る
所
と
為
る
。
）

［
Ｂ
に
Ａ
さ
れ
る
。
］

非
・
匪

（
あ
ら
ズ
）

［
…
…
で
な
い
］

事
実
・
内
容
の
否
定
。
体
言
生

無
・
莫
・
勿
・
母
（
な
←

[5］ 

春
眠
不
し
党
エ
レ
暁
；

無←一癖〈是非之心一非海ル人一一也。（孟子）
〈
是
非
の
心
無
き
は
人
に
非
ざ
る
な
り
。
〉

《
是
非
の
心
が
無
い
の
は
人
で
は
な
い
。
》

③
の
例
文

労
レ
ス
ル
心
亨
者
ハ
治
メ
レ
人
弓
、
労
レ
ス
ル
カ
ヲ
者
ハ
拾
二
メ
ラ
ル
於
人
二
一
。

不

１
否
定
を
表
す
字

春
眠
不
し
党
エ
レ
曄
鴨
。
（
識
祷
織
・
識
麟
）

し
＠
ん
み
ん
あ
か
つ
り

〈
春
眠
暁
を
覚
え
ず
〉

《
春
の
眠
り
は
心
地
よ
い
の
で
い
つ
夜
が
明
け
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
》

ろ
う

〈
心
を
労
す
る
者
は
人
を
治
め
、
力
を
労
す
る
者
は
人
に
治
め
ら
る
。
〉

《
心
を
使
う
者
は
人
を
治
め
、
力
を
使
う
も
の
は
人
に
治
め
ら
れ
る
。
》

存
在
の
否
定
。
体
言
あ
る
い
は
体
言
に
準
ず
る
語
が
下
に
来
る
。

・
・
弗

（
ず
）

［
…
…
し
な
い
］

行
為
・
状
態
の
否
定
。
用
言
が
下
に
来
る
。

否
定

体
言
あ
る
い
は
体
言
に
準
ず
る
語
が
下
に
来
る
。

（
な
シ
）

［
…
…
が
な
い
］

〈
孟
子
〉

６ 



《
最
初
、
潅
陰
の
韓
信
は
、
家
が
貧
し
く
、
城
下
で
釣
り
を
し
て
い
た
。
た
ま

た
ま
布
を
水
で
さ
ら
し
て
い
る
婦
人
が
い
て
韓
信
の
お
腹
を
す
か
し
て
い
そ
う

な
様
子
を
見
て
、
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
た
。
》

初
〆
准
陰
ノ
韓
信
、
家
貧

見
デ
ー
擴
呵
機
病
鰐
一
飯
叫

〈
初
め
潅
陰
の
韓
信
、
家
蕃

は
ん

る
を
見
て
億
に
飯
せ
し
む
。
〉

(1)い
のが

例、
文別

[3］ (3) (2) (1) 

⑧
猫
・
由
な
ホ
…
…
ご
と
シ
ち
ょ
う
ど
・

過ギタ伐猶レゾ汗レルガ及パ。（論語）

こ
ん
為
の
羽
の
な
ん
弓
こ
こ
ろ
ざ
し

〈
霊
ぞ
各
爾
の
志
を
言
は
》
（
｜
る
。
〉

《
ど
う
し
て
そ
れ
ぞ
れ
お
前
た
ち
の
抱
負
を
話
さ
な
い
の
か
、
話
す
が
よ
い
。
》

〈
過
ぎ
た
る
は
猶
ほ
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
。
〉

《
ほ
ど
よ
さ
を
越
え
た
も
の
は
ほ
ど
よ
さ
に
達
し
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
》

「
ｖ
」
は
「
命
」
「
説
」
「
召
」
「
通
」
「
教
」
等
の
動
詞
で
あ
る
こ
と
が
多

く
別
に
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

使ムニＢ－ブシテＡ七一。
（
Ｂ
を
し
て
Ａ
せ
し
む
。
）

〔
Ｂ
に
Ａ
さ
せ
る
。
］

「
便
」
以
外
に
「
過
」
「
令
」
「
教
」
「
偉
」
も
用
い
る
。

使
役

Ｖ
レ
シ
テ
Ｂ
二
Ａ
セ
シ
ム
。

（
Ｂ
に
ｖ
し
て
Ａ
せ
し
む
。
）

［
Ｂ
に
ｖ
し
て
Ａ
さ
せ
る
。
］

Ａ
セ
シ
ム
。

家
貧
シ
ク
釣
ス
ー
ー
城
下
二
一
。
有
り
二
漂
母
一
、

一飯レセシム信二。（十八史略）
も
よ
う
ひ
ょ
う
区
し
ん
う

、
家
賛
し
く
城
下
に
釣
す
。
漂
母
有
り
、
償
の
磯
ゑ
た

ち
ょ
う
ど
…
…
と
同
じ
だ
連
体
形
十
が
、
名
飼
十
の

（
Ａ
せ
し
む
。
）

［
Ａ
さ
せ
る
。
］

②
③
二
通
り
の
馴
銃
が
可
能
な
例

次
の
文
を
、
②
③
二
通
り
の
タ
イ
プ
の
馴
齪
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
返
り
点
・

送
り
が
な
を
つ
け
、
書
き
下
し
文
に
し
な
さ
い
。と
う
え
ん
め
い
と
う
か
げ
ん
の
合

太
守
即
遣
人
随
其
往
、
尋
向
所
誌
。
（
陶
淵
明
・
桃
花
源
記
）

太
狩
測
悩
レ
ハ
シ
ー
ァ
弘
亨
随
ヒ
ニ
其
／
億
二
一
い
露
二
率
》
荷
窯
則
一
罪
誌
弱

〈
太
守
即
ち
人
を
週
は
し
て
其
の
往
く
に
随
ひ
、
向
の
誌
し
し
所
を
尋
ね

し
な
。
〉

太
守
即
霧
遣
△
下
人
；
｛
随
上
一
一
其
／
鐘
一
一
一
鮓
鳧
・
向
シ
癒
辻
レ
誌
Ｚ
。

危
い
し
ｏ
Ｔ
な
は

く
太
守
即
ち
人
を
し
て
其
の
往
く
に
随
ひ
、
向
の
誌
し
し
所
を
尋
ね
し
む
。
〉

燕
資
シ
レ
之
二
、
以
一
ァ
至
レ
ラ
シ
ム
趙
一
一
。
（
十
八
史
賂
）

え
ん
こ
れ
し

ち
ょ
う
い
た

く
燕
之
に
資
し
、
以
て
趙
に
至
ら
し
む
。
〉

《
燕
王
は
彼
（
こ
こ
で
は
蘇
秦
を
さ
す
）
に
資
金
を
与
え
て
、
趙
に
行
か
せ
た
。
》

③
の
例
文

②
の
例
文

使
ム
ニ
子
路
ワ
シ
亨
問
ハ
’
し
津
ヲ
焉
・
（
論
語
）

し
ろ

し
ん
と

く
子
路
を
し
て
津
を
問
は
し
む
。
〉

《
子
路
に
渡
し
場
に
つ
い
て
尋
ね
さ
せ
た
。
》

柳
力
命
ニ
ジ
デ
故
人
一
一
一
書
レ
セ
シ
ム
之
ヲ
。
（
朧
朧
難
・
飲
酒
序
）

い
さ
さ
こ
じ
ん
め
い
。
』
れ
し
ょ

く
聯
か
故
人
に
命
じ
て
之
を
轡
せ
し
む
。
〉

会
私
は
）
ま
ず
は
旧
友
に
頼
ん
で
こ
れ
を
響
か
せ
た
。
》

５ 



楽
シ
ミ
＆
一
而
楽
シ
ム
上
也
。
（
小
学
） １
．
Ⅱ
 

②
当

ま
さ
二
…
…
ペ
シ

当
然
…
・
・
・
す
べ
き
で
あ
る
終
止
形

士〈当下ニキ先ニンジーァ天下浬梍榎と二一而憂へ、後一一レーァ天下之
禮
シ
ミ
ニ
而
鴬
シ
ム
ｈ
一
・
（
卜
惨
一

引レキーテ酒ワ且雫し激レマント之ヲ。（韓戯露）
〈
酒
を
引
き
て
且
に
之
を
飲
ま
ん
と
す
。
〉

《
酒
を
引
き
寄
せ
て
今
に
も
飲
も
う
と
す
る
。
》

人之編レニルャ死セント、其ノー一一一泪也繕シ・蟹（論語）
〈
人
の
将
に
死
せ
ん
と
す
る
や
、
其
の
言
や
善
し
。
〉

《
人
が
い
よ
い
よ
死
の
う
と
す
る
と
き
、
そ
の
〈
言
い
残
す
）
言
葉
は
立
派
で

あ
る
。
》

⑩
将
．
且
ま
さ
一
一
…
…
（
ン
ト

綴一一一泊璽一』し種シト之亨。（》
〈
将
に
自
ら
之
を
撃
た
ん
と
す
。
〉

[2］ 

《
今
に
も
自
分
で
こ
れ
を
撃
と
う
と
す
る
。
》

再
髄
文
字

（
ン
ト
）
す

；
（
隷
鐘
）

今
に
も
…
…
し
よ
う
と
す
る
未
騰
形

の
壷
な
ん
ソ
…
…
ざ
ル

ど
う
し
て
…
…
し
な
い
の
か
未
然
用

霊
三
ゾ
ル
各
言
ハ
ニ
爾
ノ
志
ヲ
｜
・
（
総
譜
）

⑤
宜

よ
る
シ
ク
・
・
…
・
ペ
シ

…
…
す
る
の
が
適
当
だ

終
止
形

今
大
王
署
恋
暮
シ
，
シ
》
鴇
…
卜
五
日
ナ
”
一
・
｛
史
記
）

〈
今
大
王
も
亦
た
宜
し
く
斎
戒
す
る
こ
と
五
日
な
る
べ
し
。
〉

《
今
は
、
大
王
様
も
、
五
日
間
物
忌
み
さ
れ
る
の
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。
》

⑥
未

い
ま
ダ
…
…
ず

ま
だ
…
…
し
な
い

未
鍍
弱

未
ダ
レ
知
一
プ
レ
生
ヲ
、
焉
ク
ン
ゾ
知
レ
ラ
ン
死
亨
。
（
論
語
）

い
よ
せ
い

い
づ

く
未
だ
生
を
知
ら
ず
、
篤
く
ん
ぞ
死
を
知
ら
ん
。
〉

《
ま
だ
生
と
い
う
も
の
が
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
（
そ
れ
な
の
に
）
ど
う
し

て
死
と
い
う
も
の
が
わ
か
ろ
う
か
、
わ
か
ら
な
い
。
》

仰
須

す
ぺ
か
ラ
ク
…
…
ペ
シ

ぜ
ひ
…
…
す
る
必
要
が
あ
る
終
止
形

し
よ
う
し
ん
し
ゆ

人
生
得
し
し
辨
意
團
零
一
ブ
タ
塩
レ
セ
ス
歓
藪
。
（
李
白
・
特
進
酒
）

〈
人
生
意
を
得
れ
ば
須
ら
く
欲
を
尽
く
す
べ
し
。
〉

《
人
生
で
う
ま
く
い
っ
て
い
る
時
は
歓
楽
を
尽
く
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
》

③
応

ま
さ
一
一
…
…
ベ
シ

き
っ
と
…
…
だ
ろ
う

応難一一シ知ルー故郷ノ事亨一。（垂織・雑詩）
〈
応
に
故
郷
の
事
を
知
る
べ
し
。
〉

《
き
っ
と
故
郷
の
事
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
》

ｌ
』
』
忌
勺
』

八
〃
、

〈
士
は
当
に
天
下
の
憂
ひ
に
先
ん
じ
て
愛
へ
、
天
下
の
楽
し
み
に
後
れ
て
楽
し

む
べ
き
な
り
。
〉

《
士
た
る
も
の
は
、
天
下
の
人
々
が
心
配
す
る
の
に
先
ん
じ
て
心
配
し
、
天
下

の
人
々
が
楽
し
ん
で
か
ら
楽
し
む
と
い
う
よ
う
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
》

終
止
形

４ 

猫・由なホ……ごとシちょうど……と同じ連体形十が、名回十の
未

いまダ……ず

まだ……しない

未然形

邇

なんソ……ざルどうして……しないのか
未然形

山ヨ

まさ二……ペシ

当然・…・・すべきである
終止形

応

まさ二……ペシ

きっと．…・・だろう

終止形

須

すべかラク・…・・ペシぜひ……する必要がある
終止形

宜

よるシク……ペシ……するのが適当だ
終止形 将・且表さ一一……（ン卜）す今にも……しようとする未然形

読み

意昧

接綴



[1］ 
三
そ
れ
ぞ
れ
の
句
法

２
一
二
点

１
レ
』
鼠

３
上
下
点

ｎ
…
正
の
整
数

、
…
正
の
整
数

●
の
●
●
●
●

返
り
点

Ｏ
①
 

⑧ 

０
下
…
Ｏ
二
…
①

⑧ ④ ④ 函
…
ｅ
三
…
Ｏ
二
…
①

ｒ、
Ｕノ

ｅ ④ 
ｍ＞、＋１

●
●
●
Ｏ
Ｃ
Ｃ
 

③ ① 

読
み
仮
名
は
、
音
読
み
は
は
現

代
仮
名
遣
い
、
馴
醜
み
ば
歴
史

的
仮
名
通
い
を
用
い
て
あ
る
。

① の
（
も

上
！ 

； 

(1) 

基
本
的
な
練
習
問
題

(5) (3) (2) 

返
り
点
を
つ
け
る
問
題

次
の
川
咀
に
返
り
点
を
つ
け
な
さ
い
。

⑨
⑦
③
①
②
④
⑥
⑤
⑦
下
③
二
①
②
一
④
⑥
上
し
⑤

(8) 

ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
の
例

次
の
、
⑧
の
返
り
点
の
付
け
方
は
い
ず
れ
も
誤
り
で
す
。
正
し
い
返
り
点
を

つ
け
な
さ
い
。

⑪
④
三
③
二
①
②
一

④
し
③
二
①
②
一

(6) 

側
○
下
○
二
ｏ
ｏ
ｌ
ｏ
上

(10） 、
～
⑥
の
髄
む
順
に
番
号
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

○
し
ｏ

①
し
②

⑥
①
⑤
④
②
③
⑥
二
①
⑤
’
し
④
二
②
③
一

③
下
①
②
上

○
三
○
○
二
Ｃ
Ｏ
一

ｏ
二
ｏ
○
一

○
下
Ｃ
Ｏ
中
○
二
ｏ
ｏ
－
ｏ
上
⑦
下
①
⑥
中
④
二
②
③
｜
⑤
上

○
下
○
二
ｏ
ｏ
ｌ
ｏ
中
Ｃ
Ｏ
上
⑦
下
③
二
①
②
｜
⑥
中
④
⑤
上

⑤
下
③
二
①
②
一
④
上

⑤
三
①
④
二
②
③
一

③
二
①
②
一

③
二
①
②
’

３ 



最
近
気
づ
い
た
。
と
り
わ
け
、
授
業
の
教
材
と
す
る
に
は
、
骨
一

材
だ
け
の
方
が
、
そ
の
場
で
肉
付
け
す
る
に
は
好
都
合
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
新
た
な
発
展
を
目
指
し
て
、
一
度
原
点
に
回
帰
す
｝

目
的
で
あ
る
。
説
明
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
良
質
な
デ
ー
タ
ベ
ー

と
を
願
っ
て
、
重
要
な
例
文
を
精
選
す
る
こ
と
に
意
を
注
い
だ
。

引
用
が
や
や
長
き
に
わ
た
っ
た
が
、
「
受
験
漢
文
の
語
句
血
」
作
成
の
意
図

は
理
解
い
た
だ
け
た
と
思
う
。
一
九
九
一
一
一
年
一
一
月
に
初
版
の
出
た
本
な
の
で
、

も
う
十
年
以
上
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
漢
文
を
と
り
ま
く
世
間
の
事
情
は
、
そ

の
後
い
っ
こ
う
に
好
転
し
て
い
な
い
。

さ
て
、
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
嘆
く
の
が
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
。
実
は
、

私
は
、
一
九
八
七
年
、
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
附
属
中
・
高
等
学
校
研
究
紀
要

第
二
八
奥
に
、
「
漢
文
の
句
法
」
な
る
も
の
を
発
表
し
て
い
る
。
前
述
の
⑪
～

⑥
の
本
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
「
漢
文
の
句
法
」
を
ベ
ー
ス
と
し
て
派
生
し
て

い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
参
考
書
を
作
成
し
て
、
そ
の
時
に
は
よ
か
れ
と
思
っ

て
響
い
て
い
る
こ
と
が
、
新
た
な
発
展
を
阻
む
賛
肉
と
な
り
か
ね
な
い
こ
と
に

最
近
気
づ
い
た
。
と
り
わ
け
、
授
業
の
教
材
と
す
る
に
は
、
骨
格
と
し
て
の
素

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

．
…
・
・
後
略
…
…

還
元
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
語
」
と
呼
ば
ず
に
「
句
」
と
呼
ぶ
た
め

に
、
も
っ
と
大
仰
な
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
、
漢
文
独
自
の
も
の
で
あ
る

か
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
る
こ
と
・
第
二
は
、
漢
文
の
勉
強
は
「
句
法
」
を
一

通
り
済
ま
せ
ば
充
分
な
の
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
。
漢
文
で
「
句
法
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
、
た
と
え
ば
、
「
疑
問
・
反
語
」
「
否
定
」
「
受
け
身
」
「
使

役
」
等
々
、
英
語
や
古
文
に
も
当
然
そ
う
い
う
こ
と
を
表
現
す
る
言
葉
は
あ

る
が
、
わ
ざ
わ
ざ
取
り
出
し
て
「
句
法
」
な
ど
と
呼
ば
な
い
。
他
の
重
要
な

語
の
中
に
ま
じ
っ
て
そ
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
逆
に
漢
文

の
中
に
も
そ
れ
ら
「
句
法
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
以
外
に
も
重
要
な
単
語
は
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
困
っ
た
こ

一
度
原
点
に
回
帰
す
る
の
が
本
稿
の

良
質
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
た
ら
ん
こ

な
お
、
本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
私
が
作
成
し
た
、
返
り
点
・
送
り
が

な
つ
き
の
漢
文
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
高
校
の
教
科

鱒
に
掲
戦
さ
れ
て
い
る
も
の
は
か
な
り
の
部
分
カ
バ
ー
で
き
て
い
る
。

学ピ｜テ而時一一習うし之ヲ、不二亦説パシヵラ｜平。

２
返
り
点
・
送
り
が
な
の
属
性
変
更

鈴『腓二郎ｕ（尹・ベ和一一雛Ⅶカラー乎・
返りも⑩ポイントベース位置マイナス卯％

学
ビ
テ
匝
狩
一
一
習
う
し
之
ヲ
、
不
二
赤
読
バ
シ
カ
ラ
ー
平
。

二
本
稿
作
成
の
方
法

内
容
と
直
接
関
わ
り
は
な
い
が
、
本
稿
は
パ
ソ
コ
ン
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し

た
も
の
を
そ
の
ま
ま
版
下
と
し
て
い
る
。
返
り
点
・
送
り
が
な
を
組
む
の
が
あ

ま
り
に
煩
雑
な
の
と
、
パ
ソ
コ
ン
で
返
り
点
・
送
り
が
な
を
入
力
し
た
も
の
で

も
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
そ
の
ま
ま
読
む
に
耐
え
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
、
私
が
返
り
点
・
送
り
が
な
を
入
力
し
て
い
る
方
法
を
記
す
。

使
用
ソ
フ
ト
は
一
太
郎
。

３
フ
ォ
ン
ト
・
飾
り
コ
ピ
Ｉ

返
り
点
・
送
り
が
な
を
全
て
属
性
変
更
す
る
。

１
本
文
⑬
ポ
イ
ン
ト

漢
字
，
返
り
点
・
送
り
が
な
全
て
⑬
ポ
イ
ン
ト
入
力
。

２ 



奈
中
、

③
と
ゆ
は
編
集
上
の
制
約
は
あ
ま
り
な
く
、
自
由
に
記
述
し
た
。
③
は
、
訓

読
の
基
礎
・
漢
文
の
構
造
・
句
法
に
加
え
て
、
語
蕊
編
の
あ
る
の
が
最
大
の
特

徴
で
あ
る
。
漢
文
の
語
薬
を
習
得
す
る
の
に
適
当
な
も
の
は
、
あ
り
そ
う
で
な

か
な
か
無
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
い
は
、
あ
ま
り
上
質
で
な
い
紙
を
使
っ
て
い

て
、
本
の
厚
み
の
割
に
は
重
く
な
い
の
が
特
徴
。
語
り
口
調
で
、
体
裁
は
「
実

況
中
継
」
「
実
況
放
送
」
に
似
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
両
者
に
触
発
さ
れ

鯛
艇
季
總
項
鍬
胸
期
幻
踊
輔
一
礫
》
蝿
般
歸
錺
蝿
麗

沁
翻
っ
た
が
、
執
筆
当
初
は
、
本
に
な
る
当
て
も
な
く
書
き
始
め
た
も
の
で
あ
る
。

子
螂
そ
れ
だ
け
に
本
人
の
思
い
入
れ
は
か
な
り
深
い
。

』》』心出捧雫嗜鰺鑪饒か纈雍池垂嘔壷嘆訊セユ翫輝織諏曄舸唾翻畷が庫

絶
版
。

①
と
②
は
Ｂ
５
版
の
う
す
も
の
。
両
方
と
も
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
を
一
つ
の
単

位
と
し
て
、
三
十
回
で
、
句
法
の
学
習
や
演
習
を
一
通
り
終
え
る
も
の
。
①
は

私
は
こ
れ
ま
で
、
』

な
も
の
を
列
挙
す
る
。

漢
文
の
句
法
池

一
本
稿
作
成
の
経
緯

私
は
こ
れ
ま
で
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
漢
文
の
参
考
書
を
作
成
し
て
き
た
。
主

(6)(5)(4)(3)(2)（１） 

大
学
入
試
ミ
ニ
マ
ム
演
習
標
準
漢
文

基
礎
力
Ｇ
Ｅ
Ｔ
漢
文

漢
文
の
ル
ー
ル

本
番
で
勝
つ
漢
文
句
法
の
超
合
格
講
座

シ
グ
マ
漢
文
の
探
求
（
共
著
）

受
験
漢
文
の
語
句
地

谷
本
文
男

分
厚
く
ず
し
り
と
重
い
。
私
は
導
入
と
句
法
の
部
分
を
担
当
し
た
。
一
昔
前
の

参
考
書
は
こ
う
い
う
タ
イ
プ
が
多
か
っ
た
。

⑥
も
残
念
な
が
ら
絶
版
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
③
の
語
彙
編
に
つ
い
て

「
漢
文
の
語
蕊
を
習
得
す
る
適
当
な
も
の
は
な
か
な
か
無
凹
と
轡
い
た
が
、

こ
の
本
は
ま
さ
に
漢
文
単
語
集
で
あ
る
。
「
は
じ
め
に
」
と
題
し
て
書
い
た
は

し
が
き
の
一
部
を
再
録
す
る
。

思
い
出
も
含
め
て
少
し
無
駄
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
高
校
生
の
と
き
に
英

和
辞
典
を
引
い
て
英
語
を
勉
強
し
、
古
語
辞
典
を
引
い
て
古
文
を
勉
強
し
、

そ
し
て
漢
文
を
勉
強
す
る
と
き
に
漢
和
辞
典
を
引
い
て
み
て
、
は
た
と
当
感

し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
の
だ
。
さ
ら
に
受
験
勉
強

を
す
る
よ
う
に
な
り
、
巷
間
評
判
の
高
い
英
単
語
集
な
ど
を
購
入
し
て
覚
え
、

古
文
単
語
集
は
本
屋
で
み
る
だ
け
、
漢
文
単
語
集
は
ど
こ
を
捜
し
て
も
な
か

っ
た
。
大
学
に
入
り
、
古
文
の
購
読
な
ど
は
と
き
ど
き
高
校
時
代
の
参
考
書

（
よ
く
で
き
た
受
験
参
考
書
は
結
構
大
学
で
も
役
に
立
つ
も
の
な
の
で
す
）

を
引
っ
張
り
出
し
て
参
考
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
が
、
漢
文
を
勉
強
す
る

に
は
相
変
わ
ら
ず
適
当
な
も
の
が
な
い
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
専
門
課

程
に
進
み
、
中
国
文
学
を
専
攻
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
仕
方
が
な
い
か
ら
漢

和
辞
典
を
引
き
ま
く
っ
た
。
あ
る
程
度
学
習
の
進
ん
だ
者
に
と
っ
て
は
漢
和

辞
典
は
役
に
立
つ
と
い
う
こ
と
が
次
第
に
わ
か
っ
て
き
た
。
大
学
卒
業
後
自

分
が
漢
文
を
教
え
る
身
に
な
っ
て
、
ま
た
も
や
自
分
が
何
年
か
前
に
ぶ
つ
か

っ
た
問
題
に
、
立
場
を
変
え
て
ぶ
つ
か
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま

り
、
生
徒
に
推
繍
で
き
る
適
当
な
参
考
書
・
単
語
集
が
な
い
の
だ
。
と
い
う

わ
け
で
自
分
で
作
っ
た
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
話
は
簡
単
だ
が
、
事
は
そ
う

簡
単
に
は
運
ん
で
い
な
い
。

…
…
中
略
：
…
・

さ
て
、
そ
の
句
法
で
あ
る
が
、
漢
文
に
お
い
て
こ
の
こ
と
が
強
調
さ
れ
る

た
め
に
、
こ
ま
っ
た
こ
と
が
二
つ
起
こ
っ
て
い
る
。
第
一
は
、
そ
の
中
味
を

見
る
と
ほ
と
ん
ど
単
語
、
あ
る
い
は
せ
い
ぜ
い
熟
語
、
慣
用
句
の
レ
ベ
ル
に

本
譜
は
長
年
私
が
作
り
た
い
と
念
願
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
個
人
的
な

１ 
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